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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　真夜中。

　遠いどこかの国の、鬱うつ蒼そうとした森の中。

　聞こえるものは遠くの川の水音と、時折響ひびく何かの鳴き声。

　見上げれば空には、満月が冷たい光を放っている。

　少女は森の中の拓ひらけた草地に立つと、大昔から聳そびえ立つ大たい樹じゆに目を向けた。木の傍らには、苔こけの生えた石の柱が三つ、傾きながら立っている。墓ぼ碑ひらしい。

　少女はそれに向かって、厳おごそかに跪ひざまずいた。

　……静寂。

　夜よ半わの風が、微かすかに木々の葉を揺らした。遠くで、眠りを邪じや魔まされた鳥のけたたましい鳴き声が聞こえた。

　少女はじっと無言で何事か祈っていたが、やがて体を起こすと、纏まとっていた黒いローブをはらりと脱ぎ捨てた。白い肢体が、月明かりを浴びて朧おぼろに浮き上がる。

　少女は手にした壺つぼのふたを開け、中の軟なん膏こうを手に取った。半透明の脂分が月光を反射して、ぎらつくように光る。

　その軟膏にそっと口を寄せる。そして少女は、歌うように何事か唱えた。言葉とともに、己の息吹を吹き込もうとするように。そして古いにしえからの教えに従い、足の指先から少しずつ順に、全身へと塗り込んでいく。夜や気きに冷えた軟膏は肌に触れると冷たく、だが、じきに熱を帯び、やがて体の奥から火ほ照てるように熱くなってくる。

　全身に軟なん膏こうをくまなく塗り込むと、少女は再びローブを纏まとった。体が焼けるように熱い。

　彼女は傍らにおいてあった古ぼけたボロボロの箒ほうきを摑つかむ。そしてその上に静かに跨またがった。

　顔を真上に上げ、天高くに輝かがやく月と星々を見つめる。整った唇がそっと開き、湿り気を帯びた森の大気を胸の奥深くへ静かに吸い込む。そして、虚こ空くうに向かって高く澄すんだ声を響ひびかせた。

「エスネトゥイビー？」

　呪じゆ文もんのような呼び声は夜の空気と木々の葉を微かすかに震ふるわせながら、夜空へと吸い込まれるように消えていく。

　そして………再び静寂。

　少女はじっと暗い空を見上げたまま、彫像のごとく微動だにしない。ただ胸の鼓動だけが激しく高鳴る。

　夜風が頰ほおをそっと撫なでた。軟膏を塗った皮ひ膚ふがちりちりと痛む。

　体の奥底から込み上げてくる熱さに、次第に頭が朦もう朧ろうとなる。視界が、暗くなった。

　その時。

　どこからか、低い鐘かねの音のような声が応こたえた。

　──ヒーク・スム。

　その声は夜の空気を微み塵じんも乱さず、だが少女の頭にだけは割れんばかりに響いた。

　少女は声に打ちのめされて、放心した虚うつろな顔を浮かべる。

　突然、轟ごうと風が吹いた。

　その風に煽あおられるように、佇ちよ立りつしていた少女の体がふわりと揺れた。

　そしてそのまま、風にさらわれる羽毛のように、箒に跨った少女の体は夜空に高く舞い上がっていった。

　目指すは東の果ての国、日本。

　そこのとある教会に、悪あく魔まが住み着いたという噂うわさを聞いていた。何度か極秘裏に行われた悪魔祓ばらいも効果を示さず、逆に選えりすぐりのエクソシストたちが揃そろって体調を崩し病院送りになる始末。五年前にその教会の神父が悪魔によって死ぬに至り、教皇庁ではこの教会の放棄を決定した。その教区の信徒たちは近くの教会に引き取られ、当の教会は今や空家となって打ち捨てられているという。

　その噂が本当なら、その教会にはきっと、今の科学文明の世の中には珍しいような、ものすごい力を持った悪魔が住み着いているに違いない。

　その悪魔と契約出来れば……。

　少女は内心そう呟つぶやいてから、激しく否定した。

　出来れば、じゃない。しなくてはならないのだ。一人前の魔女になるために。そして、魔法の国の王女として、滅亡の危機に瀕ひんしている祖国を救うために……。




　そして翌朝。

　少女は飛び立ったはずの森の草地で目を覚ました。

　起き上がろうとすると、頭がガンガン痛い。二日酔いの朝のようだ。

「あ～、また失敗か……」

　ため息を漏らすと、軟なん膏こうの壺つぼを手に取った。疑わしい目で壺に貼はられたラベルを見つめる。

「飛行用軟膏……か。ホントに効き目あるの、これ？」

　腹が立って地面に投げつけようかと思ったが、思い直して手を止めた。

「……ま、一応代々伝わる物だしね。捨てるわけにはいかないか……」

　仕方ないといった調子でうんざり吐息を漏らすと、少女はごそごそと壺を鞄かばんにしまい込んだ。

「空飛んで行けたら旅費タダですんだんだけどなぁ。やっぱ飛行機で行くしかないかぁ……。はぁ……」

　深々とため息をつくと、腕を上げて伸びをする。

「人間界のお金なんて、ほとんどないのになぁ……。来年こそは外貨準備高もうちょっと増やさなくちゃ」

　少女はそう言うと、立ち上がって森の外へ向かった。
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「へくちっ！」

　学校からの帰り道。

　夕暮れの秋風に吹かれて、桂かつらたまは小さくくしゃみをした。

「う～、調子悪い……」

　鼻をぐすぐす言わせながら、きゅっと襟えり元もとを合わせる。

「あれ？　たまちゃん風邪かぜでもひいた？」

　隣となりで一緒に歩いていた、一つ上の友人佐さ々さ木き律りつ子こが尋ねる。

「かもしれません……」

「最近インフルエンザ流行はやってるらしいしねー。たまちゃんも気をつけないとダメよ。馬ば鹿かは風邪ひかないなんて所しよ詮せん迷信なんだから」

「そうですね」

　さりげなく馬鹿呼ばわりされた事には気づかず、たまは素直にうなずいた。

　そして再びくしゅんとくしゃみ。

「う～……」

　口元を手で押さえながら、調子悪そうな顔で呟つぶやく。

「……冬物の暖かい服、用意しといたほうが良さそうですね」

「そうね。寒冷前線近づいてるって言うし、何かこないだもいきなり雪降ったりしたしねー。残念ながら積もらなかったけど」

　律りつ子こはそう言ってうなずいた。

　たまは駅まで来ると、律子のほうを見て言った。

「あの、律子さん」

「ん？　なんじゃらほい？」

「前に住んでた教会のほうに置きっぱなしなのがまだ何着かあるんで、私、今からちょっと取りに行きます。ですから今日はここで」

「あ、そう？　んじゃ、私も荷物持ちについてったげようか？」

「え、いいんですか？　電車の方向逆ですよ」

「うん。別に今日はヒマだし。それに今日、抜き打ちの小テストやられて気分悪いから、ちょっと暴れてストレス解消したいしね」

　首をコキコキ言わせる律子。

　たまはちょっと不安そうな顔で尋ねる。

「あ、暴れるってちょっと律子さん、何しに来るつもりですか？」

「ん？　あ、いや別にいくらあそこが今空家だからって、窓ガラス壊こわして回るとか、そんな尾お崎ざき豊ゆたかの歌みたいな事はしないわよ」

「じゃあ何を……？」

「ほら、あそこってさ、以前みきちゃんに玄関のドアぶっ壊されてから、そのまんまでしょ？」

「え？　あ、そういえばそうでしたね。でもそれが？」

　小首を傾かしげるたま。

「誰だれでも入れる状態の空家って、野の良ら犬いぬとか不良とか浮浪者とかの溜たまり場になってる可能性大じゃん。そんなところへ女の子二人だけでのこのこ入っていったら、そりゃもう危険なんてもんじゃないでしょ。金とカラダを狙ねらわれて確実に襲おそわれるに決まってるじゃない」

「あ、た、確かに……」

　たまはそれを聞いてハッとする。そして怯おびえた表情で律子を見上げた。

「や、やっぱり、取りに帰るのやめにしたほうがいいでしょうか……」

　だがその言葉を遮るように、律子はグッと拳こぶしを突き上げた。

「先に向こうが襲ってきたなら、殴ろうが蹴けろうが正当防衛！　やっぱサンドバッグより人間相手のほうがストレス解消出来るしね。警けい察さつに突き出したら下手したら表彰までされちゃったりして、一石二鳥じゃない。でしょ？」

「え？　あ、あの、えっと……」

　たまは困惑した笑いを浮かべてごまかした。

「と、とにかくじゃあ、お言葉に甘えて、お願いします」

「よし。それじゃ、暗くなる前に早く取って帰ろっか」

　律りつ子こは日の落ちかけた空を見上げると、軽くたまを急せかした。




　二駅ほど電車に揺られて下車する。

　そろそろ薄うす暗ぐらくなってきた町を郊外へ向かってしばらく行くと、やがて昔たまが住んでいた教会の建物が見えた。

　今は無人の空家となった教会。玄関口の壊こわれたドア、伸び放題の雑草。ほんの一年程度放置しただけで、見事に廃屋だ。加えて、玄関口には点々と血の染みがこびりついている。以前、巫女みこ少女のみきといざこざがあった時の名残だ。

　律子がたまを振り返った。

「うっわー、いかにもお化け屋や敷しきって感じね～。何か出そう」

「何で律子さん、そんな嬉うれしそうなんですか……」

「ま、とにかく入ろっか」

　たまは律子に促されてドアの壊れた玄関を潜くぐった。そして暗い屋内の壁かべを探って電気を点つける。床には埃ほこりが積もり、更には以前のごたごたの跡である血けつ痕こんが点々と階段の上へ続いて、外観に負けず劣らず不気味な雰囲気だ。

「……さ、さっさと取って帰りましょう」

　たまは怯おびえた顔で律子を振り返ると、血の跡を踏まないように気をつけながら階段を上がった。律子もそのあとに続く。

　二階のたまの部屋へ上がると、タンスの中から暖かそうな服で気に入っているものを選んで床に積み上げる。

　脇わきで見ていた律子が言った。

「そんなに何着も持って帰れんの？　鞄かばんに入る？」

「あ、大丈夫ですよ。下に行けば台所の脇に紙袋たくさん置いてありますから。それに入れれば」

「ああ、そうなの」

「はい」

　たまはうなずいて、タンスから出した服を両手で抱えた。律子がたまの鞄を持ってやる。

　そして、階段を下りて二人が奥の台所へ進もうとした時。

　壁の向こうから何か物音がした。

「ん？」

　律子が足を止めてたまを見る。

「たまちゃん。今、何か音しなかった？」

　たまは怯えた顔で答える。

「え？　ちょ、ちょっと律子さん、また怖がらせようとして……。やめてくださいよぉ……」

「いや、からかってるんじゃなくてマジで。この壁かべの向こう側から」

　律りつ子こは向かって右側の壁を親指で示す。

　たまは不安そうな目で壁を見た。

「で、でも、この壁の向こうっていわゆる礼拝所のスペースなんですけど、閉へい鎖さされてずっと締しめきってるはずですよ……？」

「あ、そうなの？」

「はい。ここの神父さんが亡くなってから、信徒さんたちは近所の教区に移りましたから。司祭さんや助祭さんはそれ以前から体調崩して倒れてましたし……」

　そう言いながら、たまは少し沈んだ表情になった。司祭たちが病気になったり死んだのは、悪あく魔まであるたまが以前無意識に漏らしていた強烈な妖よう気きのせいなのだ。

　律子はそんなたまの様子は敢あえて無視して、軽い調子で話を進める。

「そっか。でも、締めきってるっつっても、こっち側から礼拝所へ抜けるドアとかはないの？」

「あ、一応この階段の向こう側にありますけど」

　たまは右前方を見ながら答える。

「んじゃ、そこから入った可能性はあるわけね。鍵かぎは当然こっち側から開くんでしょ？」

「そ、そういえばそうですけど……」

　律子はそれを聞くと、たまを置いてずかずかと進んだ。たまは慌ててそのあとを追いかける。

　律子はドアの前にしゃがみ込み、ノブや鍵周りを見回した。

「鍵はちゃんとかかってるわね。この錆さび具合から見ても、最近人が触れた様子はなさそうだし……」

　そう呟つぶやいて首を傾かしげる。

「や、やっぱり空耳なんじゃないですか？」

「そうかなぁ……。せっかく不法侵入者だと思ったのに。残念」

「いや、あの、残念って……」

　たまがそう言った時、ドアの向こうで再びコトンと音がした。

「……！」

　思わずハッと顔を見合わせる二人。

「静かに！」

　律子は口に人差し指を当てて静かにするようたまに伝え、そっとドアに耳をつけた。たまもそれに倣ならって耳をそばだてる。

　じっと耳を澄すませると、なにやら人の声らしきものが聞こえてきた。

　たまが震ふるえた声で囁ささやく。

「り、律子さん……」

「ほら。やっぱ誰だれかいるじゃん。私の言ったとおり」

　律りつ子こも声を落としながら、自分の耳を誇るように自慢げな笑みを浮かべた。

　その律子に、たまは取り乱した声ですがりつく。

「どど、どうしましょう……」

「どうするって、ん～……。とりあえずドア開けて何者か確認してみる？」

　そう言うと、無造作にドアの鍵かぎに手をかける律子。

　慌ててたまが止めに入る。

「ちょっ、ちょっと待ってください。泥どろ棒ぼうさんとかだったらどうするんですかっ？」

「どうするってそりゃ、捕まえて半殺しにして警けい察さつに突き出すんじゃないの？　善良なる市民の義務として」

「ダメですよっ！　危ない人だったらどうするんですか！　黙だまって台所の紙袋取ってきて、さっさと帰りましょう」

「心配しすぎだってば。大丈夫大丈夫」

　律子はへらへら笑ってたまの不安を一いつ蹴しゆうすると、ガチャっと鍵を開けてドアノブを回した。

　その瞬しゆん間かん。

　ドアの向こうから一ひと際きわ大きな声が響ひびいた。

「……来たれ！　この教会に巣食いし者よ！　来よ！　来よ！　来よ！　来たりて我が望みを叶かなえよ！」

　思わずびくっと身を竦すくめるたま。

　一歩中に入りかけた律子も、ちょっと驚おどろいた顔で足を止める。

　中を見ると、黒いマントのような物に身を包んだ少女が一人、何か怪しげな儀ぎ式しきをしている真っ最中だった。祭さい壇だんの前には串刺しにされたトカゲや鳥が捧げられ、床には血とおぼしき赤い色で六ろく芒ぼう星せいのようなものが描かれている。

　謎なぞの少女も驚いたような顔で儀式を中断すると、たまと律子を見つめた。

　歳としの頃ころは小学校の五、六年生くらいだろうか。

　頭には黒いとんがり帽子とマントを被かぶり、その下はピンクを基調としてガラス玉のような飾りを何ヶ所にも誂あつらえた派は手でな衣装。手には『対象年ねん齢れい五歳以上』といった風情のちゃちな魔ま法ほうのステッキらしき物を持ち、ツインテールにした長い髪は毛先がくるくるとカールしている。見るからに、アニメと現実がごっちゃになった困ったガキだ。

　律子はしばし目をぱちくりさせながらその少女を眺めていたが、やがてそっとたまの耳元で囁ささやいた。

「……ごめん。たまちゃんの言うとおり、やっぱ危ない人だった……」




「初めまして。私、ここの教会に住んでた者で、桂かつらたまっていいます。こちらはお友達の佐さ々さ木き律りつ子こさん」

　奥の台所兼食堂へ移動すると、たまはやかんを火にかけてから謎なぞの少女に自己紹介をした。泥棒や浮浪者の類たぐいではなさそうだと見て、まだ相手の素す性じようも分からないうちから普ふ段だんの人ひと懐なつっこい性格が出る。

　少女はたまに向かってぺこりと頭を下げた。

「初めましてっ。私、魔ま法ほうの国ヘクセニアからやってきたプリンセス、魔女のサラ・シプトンと申しますっ。よろしくお願いします」

　たまの隣となりで律子が頭を押さえた。

「魔法の国のプリンセス……。本気……？」

　そんな律子の様子には構わず、たまはサラの言葉に激しくうなずいた。

「変わった格好してると思ったら魔女さんでしたか。なるほどどうりで……。そういえば何となくアニメとかに出てきそうな感じですよね、その服装って」

「そう思いますか？　実はこれ、頑張って自分で作ったんですよー。型紙起こすところから。やっぱり魔女っ娘こたるもの、コスチュームは命ですから！」

　サラと名乗った少女は嬉うれしそうに笑顔を浮かべた。

　たまは律子のほうを振り向いて安心したように囁ささやく。

「危ない人じゃないみたいですよ。変わった服着てるのは魔女さんだからですって」
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「何を素直に信じてんのアンタは」

　律りつ子こは呆あきれた表情でたまの脳天にチョップをかました。

　たまは頭を押さえながら言い返す。

「素直に信じてって、でもだって本人がそう言って……」

「本人が証言したから本当だ、なんていう無む茶ちや苦く茶ちやな理屈が通用するのはボーイズラブやおい・純じゆん一いちか本ほん蛇だ蠍かつ一いちの本くらいのもんよ」

「誰だれですかそれ……？」

　たまはきょとんとしたように首を傾かしげた。だが確かに、何の証拠もないのにいきなり魔ま女じよだと言われて信じるのも、軽率といえば軽率だ。そう思い直して、サラが本当に魔女なのか、それともただのお子様なのかは判断を留保しておく事にした。

　そして再びサラのほうを向く。

「それであの、サラさんは一体ここで何をなさってたんですか？」

「あ、はいっ。えっとですねー、悪魔を召喚するための儀ぎ式しきをしておりましたっ」

「悪魔召喚の儀式……ですか……？」

　はきはきした返事とは裏腹に不気味な事を聞かされて、たまは思わずギョッとした顔を浮かべた。怖がりなのである。そんな自分も悪魔である事はとりあえず無視である。

　サラは元気よくうなずいた。

「はい。そうです」

「な、なんでまたそんな事を……？」

「えっとですねー、一人前の魔女になるためには、悪魔と契約を交わして力を授からないとダメなんですよ。でも遺い憾かんな事に、最近ってまともに活動してる悪魔の人なんて滅めつ多たにいないではないですかー？　だからちょっと無理っぽいかなぁって思って半分あきらめかけてたんですけど、実はこの間、ここの教会に悪魔が巣食ってるっていう噂うわさを耳にしたんです」

「この教会の悪魔……？」

　思わず顔を見合わせるたまと律子。

「はい。なんでも話によると、何度かエクソシストを呼んで極秘裏に悪魔祓ばらいをしたけれども効果はなく、結局ここの神父さんがその悪魔のせいでお亡くなりになられたと同時に教皇庁もこの教会を手放す事に決めたとか。たまさんはこちらに住んでたんでしたら、もしかして何かご存知では……？」

「え？　え～っと……」

　たまはごまかすように笑った。ご存知も何も、その悪魔というのはたま自身の事に間違いない。

　律子が笑いながらたまをこっそり突つく。

「たまちゃん。何か海外で密ひそかに有名になってるみたいね。やるじゃん」

「ちょ、ちょっと律りつ子こさん……。笑い事じゃないですよぉ……」

　たまは困った顔を浮かべた。

「それより律子さん。ど、どうしましょう？　私がその悪あく魔まです、って自分から名乗ってあげたほうが親切でしょうか？　正体は隠しておくほうがいいって、育ててくれた神父さんも言ってましたし賀か茂もさんからもそう言われてるんですけど……」

「ん～、まぁ黙だまってていいんじゃない？　この手のイタい人は、遠くから観察してるほうが面おも白しろいし。関かかわり合いになると面めん倒どうよ」

　その時、サラが聞きつけて大声で割り込んだ。

「ちょっとそこっ！　人が真ま面じ目めに話してるのに、イタい人って何ですかっ！　失礼なーっ！」

「えっ？　あっ、あのっ、ご、ごめんなさい……っ」

　何故なぜかたまがびくっとして頭を下げる。

　だがサラは機嫌を損ねた様子で更に問い詰める。

「もしかしてあなたたち、私が魔法の国から来た魔女だって事、疑ってますね？　私の事、現実とフィクションがごっちゃになったイタいコスプレイヤーとか思ってますね！」

「そ、そんな事は……」

　たまが慌てて執とり成そうとした時、隣となりの律子があっさりうなずいた。

「うん。っていうかアンタ、まんまイタい人だし」

「ちょっ、ちょっと律子さんっっ！」

　たまはズガーンとショックな顔で振り返る。

　サラはいっそうムッとした顔で立ち上がった。

「わっ、私のどこがイタい人だって言うんですかーっ！」

　そう言うと、バンとテーブルを叩たたく。

「どこがって……」

　律子はぼりぼりとめんどくさそうに後頭部を搔かいた。

「妙ちきりんな衣装とか、魔女なんて自称してる辺りとか」

　いきなりズバリ核心を突く律子。

　サラはガンッとショックを受ける。

「じじ、自称ってなんですか、自称って！　ホントなんだから仕方ないじゃないですか！」

「いや、魔女なんてそんなもん、証拠もなしに信じろって言われてもねー」

「証拠がないと何も信じられないんですか？」

「うん。第一、他所よその国から来たはずなのに普通に日本語喋しやべってる辺りからして怪しさ爆ばく発はつじゃん」

「なっ？　いっ、いいじゃないですか！　魔法の国の公用語が日本語だったら何かあなたに不都合な事でもあるって言うんですかっ？」

「別にないけどさー……。日本語が公用語ねぇ……」

「なんですかその疑いのまなざしは！　分かりました。じゃあ百歩譲ゆずって公用語だというのは取り消します。代わりに、訪問先の国の言葉をすぐ自在に喋しやべれるところが魔ま女じよのすごいところだという事でどうですか！」

「どうですかって言われてもアンタ……。ますます怪しいじゃん、それ」

「なっ、何なんですか！　人がせっかく譲じよう歩ほしてあげたというのにその態度！　疑うたぐり深すぎますよ！　そんなに疑心暗鬼に駆られていては、健すこやかな人間関係は築けませんよ！」

「いや、見過ごしがちな些さ細さいな事にも疑問を抱く心から、真理の探求の道は始まるのよ。っていうか、証拠もなしに魔女だなんて信じるほうが頭おかしいでしょ？」

「そうですか。寂しいですね、信じる心を失ってしまった人って………」

　サラは憐あわれむような表情で遠い目をすると、吐息を漏らした。

　しかし律りつ子こは身も蓋ふたもない物言いで切り返す。

「盲信して騙だまされるよりはマシだと思う」

　サラは返す言葉を失った。

「く……っ！　ホントにもぅ、これだから現代人って奴やつは……！」

　ギリギリと歯は軋ぎしりするサラ。拳こぶしを握り締しめて一人呟つぶやく。

「せめてちゃんと悪魔が召喚出来たあとだったら、信じさせる証拠になったのに……。変なタイミングで入ってきて儀ぎ式しきの邪魔するから……っっ！」

　たまと律子を憎々しげに横目で睨にらみつける。

　だがその時、ふとサラは何かに思い当たったようにハッとした。

「いや、ちょっと待って。そういえば、この人たちって私が召喚すると同時に姿を現したっけ……」

　恐る恐るたまと律子を見比べる。そして独り言。

「……そういえば、召喚なんて言ったって要するに『呼び出す』ってだけの意味なんだから、どこから姿を現そうと現れる側の勝手よね……。って事はもしかして……」

　サラはしばし震ふるえる目でたまを見つめていたが、やがて意を決して話しかけた。

「あの……、たまさん、でしたっけ」

「はい？　何ですか？」

「さっき、確かここの家の人だっておっしゃっておられましたよねっ？」

「あ、はい。そうですけど」

　たまがうなずくと、サラはパッと顔を輝かがやかせた。

「じゃっ、じゃあもしかして、ここの教会に巣食う悪魔の人ってたまさんの事ですねっ！」

「えっ？　あっ、あの、ななな何で……っ？」

　いきなり正体を見抜かれて動転するたま。常識では考えられない濃のう度どの妖よう気きを身に纏まとっているたまの正体は、高位の天使の霊れい視し能力でさえ攪かく乱らんしてしまうはずなのだ。それを、たとえ自称魔ま女じよとはいえ、こんな少女があっさり見抜くとは信じがたい。

　ともあれ、こんなに動揺していては認めたのと同じ事だ。

　サラは、自信たっぷりに言った。

「いいですか？　まず、私はこの教会に巣食っている悪魔を召喚していました。ですから、ここには呼ばれた悪魔が姿を現していなければなりません。ですが召喚後に姿を現したのは、ごらんのとおりあなた方だけです。他ほかには誰だれもいません。この事実が、あなたが悪魔である事を何よりも雄弁に物語っているではありませんかっ！」

　立ち上がると、びしぃっとたまを指差すサラ。

「太古の叡えい智ちを受け継ぐ魔女の目は、いつでもなんでもお見通しなんですっ」

　サラはそう言いきると、大威張りでえへんと胸を反らした。

　だが、たまが悪魔であるという結論部分だけ見れば正しいが、そこに至る推論過程が見事なまでに間違っている。

　律りつ子こが呆あきれたように呟つぶやいた。

「……姿現したって、アンタに呼ばれたわけじゃないでしょ。たまたまタイミングよくドア開けただけじゃん」

　サラは嫌なところを突かれたらしく、ムキになって言い返した。

「いいえ、違います！　あなたたちは偶然だと思っているかもしれませんけど、本当は私が召喚したからここへ立ち寄る気になったんです！　大体、偶然だって言い張るんだったら、どうして今日この日に限ってこんな空家になった教会なんかに足を踏み入れる気になったのか、その必然性を誰もが納得できるようにちゃんと説明できますか？」

「ちゃんと説明って……」

　律子はちょっと考えながら口を開いた。

「えっと、たまちゃんは元々つい最近までここに住んでて、最近季節柄寒くなってきて風邪かぜが流行はやってきてるからって、こっちに置きっぱなしだった暖かい服を取りに来たら、閉めきってたはずの礼拝所のほうから変な声が聞こえるから開けてみたらアンタがいた、ってのでは説明不足……？」

「く……っ！」

　あっさり説明されてしまって怯ひるむサラ。

「こっ、これだから夢見る事を忘れた旧ふるい大人おとなって奴やつは……っっ！」

　吐き捨てるようにそう言うと、悔しそうに歯は軋ぎしりする。

　そんなサラの事はまるで無視するように、律子はたまを促した。

「とりあえず怪しい者じゃなくてただのイタい人だって分かったところで、アホはほっといて帰ろっか」

　そう言って椅い子すから立ち上がる。

「え？　あの、でも、ちょっと……」

　サラに気兼ねするたま。だが、結局律りつ子こに流されるようにして椅子を降りた。

「あっ！　ちょっと待ってくださいっ！」

　サラは慌てて追いすがるように手を伸ばした。

　その指が、たまの頭のリボンにかかる。

　そして。

「あっ！」

　たまが慌てて押さえようとした時には、すでに遅かった。

　パサリ。

　リボンが解ほどけ、その下に隠れていた角が剝むき出しになった。

「え……？」

　サラがほどけたリボンを手にしたまま、一いつ瞬しゆん硬直する。そして、たまの頭に生えたヤギのような角を呆ぼう然ぜんと見つめた。

「こ、この角……本物………？」

　思わずがっしりと握り締しめるサラ。

　その顔に、喜びの色が浮かび上がってきた。

「や、やっぱり！　やっぱりあなた、人間じゃなかったんですねっ！　やっぱり私の召喚に応じて姿を現した悪あく魔まの人だったんですねっ！」

　こうなってはごまかしようがないと、たまはうつむきながら認める。

「い、一応そうです……。すみません……」

　サラはそれを聞いて嬉うれしそうに笑顔を見せると、たまの肩をばしんと叩たたいた。

「やですよもー！　一瞬ホントに召喚失敗したかと思ってドキドキしちゃったじゃないですかー。イヂワルなんだからっ。でもそこが悪魔らしくてス・テ・キ」

　馴なれ馴れしく顔を寄せると、たまのおでこをつんと突つくサラ。

「さあ、悪魔と分かればさっそくですが契約をっ。契約書、取ってきますから」

　そう言いながらいそいそと礼拝所の奥へ駆け戻っていく。

　たまは困った顔で律子を見た。

「ば、バレちゃいました……。どうしましょう……」

「どうしましょうって、面おも白しろそうだから契約交わしてみる？」

「ちょっ、ちょっと律子さん。ダメですよ。私、そういうよく分からない書類にはむやみにサインしないようにって言われて……」

「それじゃ、今のうちにさっさと逃げる？　変に絡まれて騒さわぎになっても嫌でしょ？　賀か茂もくん家ちにも迷惑かかるだろーし」

「そ、そうですね。それじゃあ、サラさんには悪いですけど……」

　たまはうなずいた。

　そしてやかんをかけていたコンロの火を消し、流しの脇わきにため置きしてあった紙袋を取り出して、タンスから出してきた服を入れると、鞄かばんを担いで外へ出る支度をする。

「それじゃ行こっか」

　律りつ子こが小さく声をかけると、二人揃そろって足音を忍ばせながらキッチンを出る。

　礼拝所へ通じるドアの前を通る時に用心して中を覗のぞいてみる。幸いサラは鞄の奥にしまい込んだ契約書を取り出すのに四苦八苦していてこちらには気づいていない様子だ。

「大丈夫。今のうち」

　律子が囁ささやいてすばやくドアの前を通り過ぎる。

　たまもそれに倣ならって、おどおどしながら通過した。

　そして玄関に到着して靴を履はきかけたその時。

　背後で大きな声がした。

「ああぁっっ！　ちょっとそこぉ！　どこ行くんですかぁっっ！」

　サラの声だ。

「帰っちゃう前に契約書にサインと判はん子こを～っ！」

「ヤバい！　見つかった！」

　律子が素早く立ち上がる。だが、たまはまだ靴くつ紐ひもを結ぶのに手間取っている。

「靴紐はあとにしなさい！」

　律子に言われて履きかけのまま立ち上がるたま。

　それを見たサラは、手に持ったステッキを握り締しめた。

「くっ！　こうなったらっ！　成功率一いち厘りん切ってるけど……っ！」

　ステッキを振りかぶると、呪じゆ文もんを唱えながら大きく一振り。

「フレール・フレール・ヤンパラヤンヤンヤン！　アダルトタッチでぇぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ、出いでよ結界っっ！」

　その瞬しゆん間かん。

　サラの首にかかっていたガラス球のような飾りが、一瞬鈍い光を発した。

　そしてブンッと空気が揺れるような音とともに、玄関の出入り口に突如として見えない壁かべが現れた。

　たまと律子はその壁にぶつかって、そのまま室内へ弾はじき返された。

「ったぁ～……」

　頭を押さえてうずくまる二人。

「せ、成功した……？」

　サラはハァハァと息を切らしながら、一いつ瞬しゆん我が目を疑ってぱちくりさせる。

　だがすぐに勝ち誇った笑みを浮かべて、律りつ子こたちを見下ろした。

「この結界を張った以上、中から外へ出る事は不可能です。私と契約を交わす気になるまで帰しませんからね。ふっふっふ……」

　たまが律子に謝あやまる。

「ご、ごめんなさい。私がモタモタしてたせいで……」

　律子は首を振った。

「いやいや、まさか本当に魔ま女じよっ娘こだったとは思ってなかったからね。全く、危ないとこだったわ」

　ホッと息をつきながら額ひたいの汗を拭ぬぐう律子。

　それを見てたまはきょとんとした顔をすると、危機感を促すように律子の袖そでを引っ張った。

「あ、あの律子さん？　危ないとこだったって、私たち、見事に捕まっちゃってるんですけど……」

「うん。あのまま逃げきっちゃってたら、せっかくの魔法少女をただのイタい人と勘違いしたまま終わるとこだったもんね。間一髪ってとこかしら」

　たまはそれを聞いて一瞬ぽかーんとした表情を浮かべたが、やがて律子の性格を思い出すと、どうやら今日は当分帰れそうにないとあきらめたようにため息をついた。
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「……いくらなんでも遅すぎる」

　賀か茂も是これ雄おは居間で時計を見ながら呟つぶやいた。

　後こう輩はいで友達以上で居候のたまが、まだ帰ってこないのである。

　時刻はすでに夜の九時。夕食もとっくに終えて、後片付けまで済んでいる。

　賀茂の守しゆ護ご霊れいの熾し天使アブデルが真顔でうなずいた。

「確かに妙だな。彼女がこんな時間まで帰ってこないなどというのは、これまで前例がない」

「律りつ子こと一緒に帰るところ見たんだけど、まだ遊んでるのかな？　明日休みだし……」

　そう言いながら首を傾かしげる賀茂。

「でもたま様なら、遅くなるなら電話くらいよこすのでは……？」

　勘解由かでの小こう路じみきが言う。彼女はたまと同じ部屋に居候している巫女みこ少女である。

「そうだよなぁ。連絡もなしにこの時間って、やっぱちょっとおかしい……」

　もちろん、本気で遊んでいるとは賀茂だって思っていない。遊んでいるのかも、というのはあくまで気休めだ。たまが連絡もよこさずこんな時間まで遊んでいるような性格でない事は、賀茂が一番知っている。

　賀茂は大きく息を吐くと、再び時計の針を睨にらんだ。

　アブデルが顎あごに手を当てながら言った。

「まさか、誘拐されたのではあるまいな……？」

「誘拐？　でも、わざわざウチみたいな貧乏な家を狙ねらわないと思うけど」

「いや、分からんぞ。身代金目当てとは限らん」

「金目当てじゃなかったら何？」

　賀か茂もの問いに、アブデルは憂うれいを湛たたえて視線を落とした。

「うむ。狂信というか……。神を愛する事深きがゆえにかえって道を誤るという事は、いつの時代にもよくある事だろう？」

「はぁ？」

　何の事だか分からず、賀茂は首を傾かしげた。

「分からんか？　神の御み心こころに生き、幼おさな子ごへの愛にその身を捧げんとしている者がたまちゃんの姿を見たらどう思う？　思わず自分の家に連れ帰りたい衝しよう動どうに駆られても不思議はなかろう。そして残念ながらお前たち人間どもの理性は、己の衝動を抑制するには余りに弱い……」

「……大多数の人間はアブデルよりは理性的だと思うんだけど………」

　賀茂は小声でツッコんだ。

　が、しかし考え直す。

「……といっても、一部の人間にはアブデルの同類や、もっと危険な人種だっている事も事実だしなぁ。いたずら目的で幼女誘拐なんて事件も現実に起きてるし……」

　それを考えると、アブデルの懸け念ねんも馬ば鹿か馬ば鹿かしいと一いつ蹴しゆうするわけにはいかない気もする。

　みきが不安そうに呟つぶやく。

「確かに、誰だれかに誘拐された可能性はあるのでは。たま様はお人好しでかなり無防備なところがございますし、道を聞かれたりしたら、案内しようとしてそのまま一緒についていってしまう可能性も……」

「うん。それはありそうだ」

　およそ人を疑う事を知らないあの性格では、簡単に騙だまされてどこへでも連れていかれそうだ。

　なんだか色々考えているうちに、本当に誘拐でもされたんじゃないかという気になってきた。

　賀茂は落ち着かない気分で立ち上がった。

「ちょっと律りつ子こに電話して、何か知ってないかどうか聞いてみる」

　そう言って受話器を取ると、律子の家の番号を押す。

　しばらく呼び出し音が鳴ってから、相手が出る。律子の家で養われている猫ねこ耳みみ娘の鍋なべ島しま真ま央おだ。

「はい、もしもしー？」

「もしもし。あ、真央か」

「その声、ごん？　どしたの、電話なんかかけてきて？」

　ごんというのは、賀茂が以前狐きつねだった時に真央につけられた名前である。由来はもちろんごんぎつねからだ。

「あのさ、律りつ子こいる？」

「律ちゃん？　まだ帰ってないけど」

「まだ？　……あの、何か連絡とかあった？」

「ううん、何にも。普ふ段だんだと、晩御飯いらない時はちゃんと連絡してくるんだけどね」

「そうか。律子も連絡ないのか……」

　ますます何かあったのではないかと不安が膨ふくらむ。

　真ま央おが不思議そうに尋ねてくる。

「律ちゃん『も』、って？　何かあったの？」

「ん？　ああ、いや、実はたまちゃんがまだ帰ってきてなくてさ」

「たまちゃんが？」

「うん。この時間にまだ連絡もないし。それで、律子と一緒に帰るとこ見たから、何か知ってないかと思って」

「ふーん。じゃあちょっと律ちゃんの携帯にかけて聞いてあげよっか？」

「あ、そうしてくれる？　悪いけど」

「うん。じゃあ一いつ旦たん切るね。後でこっちからかけ直すから」

「分かった。よろしく」

　賀か茂もはそう言って受話器を置いた。

　それと同時にアブデルが尋ねる。

「どうだ？」

「いや、律子もまだ帰ってないって。しかも普段ならよこすはずの連絡も入ってないらしい」

「律子もまだか。二人で一緒に行動しているのか……？」

「どうかな？　それだとまだ多少安心……出来るのか？」

　一人よりは二人のほうが心強いが、余計な事に首をツッコみまくる律子と一緒というのはどうにも落ち着かない。

「とにかく、真央が今から律子の携帯にかけてみてくれるって言ってるから、それを待とう」

　賀茂はそう言って椅い子すに座った。だが、やはり落ち着かなくてイライラと爪つめを嚙かむ。

　五分ほどして、電話が鳴った。

　賀茂は弾はじかれたように立ち上がると受話器を取る。

「もしもし、賀茂ですが」

「あ、ごん？」

　真央の声だ。

「真央か？　どうだった？」

「なんかねー、電源が入ってないか電波が届かないとこにいるって言われて通じなかった」

「そうか……」

　思わず沈んだ声になる。

「ゴメンね。なんか役に立てなくて」

「あ、いや別に真ま央おが謝あやまる事じゃないけど」

　慌ててそう言うと、賀か茂もは礼を言った。

「とにかくありがとう」

「律りつちゃん帰ってきたら、電話するように言っとこうか？」

「ああ、そうだな。頼んだ。それじゃ」

　そう言うと賀茂は電話を切った。そして、アブデルに向かって首を振る。

「ダメだった。携帯も通じないって」

「そうか。……ちょっと、探しに行くほうがいいかもしれんな」

「そうだな。とりあえず、学校前まで行ってみるか」

　賀茂はそう言うと立ち上がった。

　アブデルも一緒に席を立つ。

「うむ。学校前から霊れい視しによって過去を遡さかのぼり、帰宅ルートを辿たどってみるのが一番早いかもしれん」

「よし。じゃあ行こう」

「私も参ります！」

　みきが心配そうな顔で立ち上がった。

「いや、でもみきさん道具なしで霊視は苦手でしょ？　それにもし万が一入れ違いにたまちゃんが帰ってきても、誰だれかが家で待っててくれたほうが……」

　賀茂がそう言って押しとどめる。賀茂の両親はいつものように外国へ出で稼かせぎに行っているので、みきまで来ると家に誰もいなくなってしまうのだ。

　アブデルも賀茂の意見にうなずいた。

「そうだな。連絡を取るためにも、誰か一人待機しているほうがいい」

「そう……ですね……。分かりました。それでは、私はここで留守居を守っている事にいたします。お気をつけていってらっしゃいませ」

　みきに送り出されて、アブデルと賀茂は連れ立って玄関を出た。




　夜の学校前。

　街頭の明かりが暗い道路を冷たく照らし出している。

　賀茂とアブデルは並んで校門の前に立った。

　賀茂が白い息を吐きながら言う。

「よし、それじゃさっさと『見て』みるか。終電逃して帰れなくなったりしたら馬ば鹿かみたいだしな」

　そう言うと、精神を集中させて霊れい視しの『眼』を開いた。同時に、目の前の景色の因果関係が、視覚的な知覚となって浮かび上がる。過去現在未来にわたって網目のように絡まった連れん鎖さを辿たどって、賀か茂もは下校時刻前後の時間帯まで遡さかのぼる。

　やがて、賀茂の『眼』に律りつ子この姿が『見え』た。

「いた」

「見つけたか」

「うん。律子だけ。たまちゃんのほうは、身に帯びた妖よう気きに邪じや魔まされて捉とらえられない」

「律子の姿は見えるんだな？」

「一応は。時々たまちゃんの影えい響きようでかき消されそうになるけど」

「まあ、構わん。とりあえず、律子と一緒に帰ったはずなのだから、律子の後を追えばいい」

「途中で別れてたりしたら……？」

「その時はまたその時だ。二人が別れたかどうかは、律子の様子を見ていれば分かるだろう。行くぞ」

　アブデルに促されて、律子の移動のあとを追って歩き出した。

　しばらく二人とも無言で歩く。

　律子の歩いたあとを霊視しながら駅まで来たところで賀茂が言った。

「なんか、たまちゃんが冬物の服を取りに、前住んでた教会に寄るって言ってたみたいだな」

「そうか」

「律子も荷物持ちについてったみたいで、そっち方向の切符買ってる」

「よし。ではたまちゃんの住んでいた教会まで行ってみるか」

　アブデルはそう言うと、さっさと自分だけ切符を買って改札を入った。賀茂は慌ててそれに続いた。




　賀茂たちが家を出たのとほぼ同じ頃ころ。

　真ま央おもこっそり家を出ていた。日課のナワバリ巡回である。猫ねこ時代の習性が未いまだに残っている真央にとって、ナワバリの見回りと夜中の猫の集会は欠かせない日課だ。律子がいる時はなかなか夜に外出させてもらえないが、今日は幸い邪魔者はまだ帰宅していない。

　巡回時の主な拠点は二つ。

　一つは当然自分の住んでいる律子の家。

　もう一つは、以前化け猫として命を狙ねらわれた時にかくまってもらった、たまの住んでいた教会。

　この二ヶ所が、自分にとっての『絶対安全地帯』として大脳辺へん縁えん系に深く刻み込まれている。

　電車を使うと五駅も離れているが、一つの区間が比較的短いのと、線路の軌道が弧を描いているため、実際の直線距離は三キロ程度でしかない。俊敏な真央の足なら十分もかからない距離だ。

　この夜も、真ま央おはたまの住んでいた教会の前までやってきた。まずは拠点の周辺チェックからだ。

　だが、真央はふと、何か普ふ段だんと違う様子に気づいて足を止めた。

　たまの家は現在空家になっているはずだ。中に入り込もうとした野の良ら犬いぬ、野良猫、野良人間などは、これまで全すべて追っ払ってきた。なのに、今夜は室内から明かりが漏れている。

「誰だれよ？　人ん家ちに勝手に上がり込んで」

　自分の家でもないくせに、思わずムッとして独り言を漏らす。

　足音を忍ばせながらそっと窓辺に近づいた時、真央の鼻をふと嗅かぎ慣れた甘い匂においがかすめた。律りつ子こが時々使っている、日本語に訳すと『毒』とかいう物ぶつ騒そうな名前の香水だ。この近辺では嗅いだ事がない。

「……まさか、中にいるのって律ちゃん？」

　玄関のほうへ足を運ぶと、周囲の匂いを慎重に嗅いで回る。

　新しい匂いが二つ。律子とたまだ。今度は香水ではなく本人たちの匂いがはっきりと確認できた。

「連絡もよこさずにどこで遊んでるのかと思ったら、こんなとこにいたんだ。二人して何してんのかな？」

　真央はそう呟つぶやくと、中の様子を探ろうとして壁かべに耳を近づけた。被かぶっていた帽子も取って、猫の耳を剝むき出しにする。

　だが、耳を窓に近づけたところでふと思いとどまった。

「ただ様子窺うかがうだけじゃなくて、いきなり入ってって『こんな遅くまで連絡もせずに何やってんの！』って叱しかりつけてやるほうが面おも白しろいかも……」

　いつも偉そうに自分を叱りつけてばかりの律子が、しょぼんとうなだれて反省する姿を想像する。それはそれですごく楽しそうだ。

　思わず顔がにやけた。

「もう、こんなの滅めつ多たにない機会だから、ここぞとばかりにいつも言われてる事全部言い返してやろっと。えっとまずは正座させて、普段何言われてたっけ……」

　考えながら興こう奮ふんしてきて、無意識のうちに壁でバリバリと爪つめを研ぎ出す。

　その時、窓のカーテンに人影が近づいてきた。てっぺんが尖とがった奇妙なシルエット。

　だが、妄想に耽ふけっている真央は気づかない。

　窓が内側から開いた。

「何かさっきからバリバリうるさいですけど、何ですかぁ？」

「えっ？」

　突然の声に、真央は思わず反射的に耳を手で隠した。だが、真央の小さな手で覆おおいきれるほど小さな耳ではない。

　声の主の目は、怯おびえたように伏せた猫ねこの耳にじっと注がれた。

　真ま央おも固まったまま、声の主のほうを見つめる。

　逆光でよく見えないが、初めて見る顔だった。女の子だ。まだ小学生くらいだろうか。黒いとんがり帽子を被かぶり、日常では絶対見かけないような派は手でなデザインの服。ツインテールにした豊かなロングの髪は、毛先がこれでもかとばかりにぐるんぐるんカールしていてドリルのようだ。

　声の主の少女と真央が見詰め合ったまま、互いに硬直する事約五秒。

　沈ちん黙もくを破ったのは謎なぞの少女のほうだった。

「まぁ！　なんて可愛かわいい猫ちゃんっ！」

　少女はパンと手を合わせると、おもちゃのようなステッキを片手に窓から身を乗り出してきた。

「魔ま女じよには使い魔の黒猫が付き物っ！　私の飼い猫に成り下がってみませんかっ！」

「なっ、何この子っ？　っていうか私、黒猫じゃないよっ！」

　着ている服と髪は確かに黒だが、真央の元の体はミケという名の虎とら猫ねこだ。いや、それ以前に真央は耳が猫とはいえ一応人間である。

　だが、そんな事を言っている場合ではなかった。

　身を乗り出してきた少女は、真央を捕ほ獲かくしようとそのまま窓を乗り越えて外へ出てきた。

　そして。

「ぎにゃあああああああぁぁぁぁぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっっっ!!」

　夜の静寂を破って、サカリのついた猫を絞め殺したような濁にごった悲鳴が辺りに響ひびいた。




　さて、再び賀か茂もとアブデルである。

　電車に乗って二駅。たまが元住んでいた場所の最寄り駅に着いた。

　そこで念のため一いつ旦たん家で待機しているみきに電話して、たまが入れ違いに帰宅していないか確かめた。

　やはり帰っていないという返事を聞いて、駅から出る。

「よし。じゃ、もう一回ここの過去から『見』直すか」

　賀茂はそう呟つぶやくと、霊れい視しの『眼』を開いた。周囲の景色の過去を遡さかのぼって律りつ子こたちの姿を探す。

　その時、賀茂たちに声をかけてきた者がいた。

「あの、すみません」

　振り向くと、ぴったりとした細身のロングコートを着た金髪の女性だ。年ねん齢れいは二十代半ばくらいだろうか。

　賀茂は一いつ瞬しゆん身構えた。相手が外国人だからではない。開いていた『眼』に、彼女が霊気を漂わせているのが『見え』たからだ。それもただの人間のレベルではない。賀か茂も本人よりも遥はるかに上だ。正確な事は分からないが、賀茂の父と同じくらいの強さはありそうだ。

「あなたがたに少しお伺うかがいしたい事があるのですが、よろしいでしょうか？」

　女性は流りゆう暢ちような日本語でそう話しかけてくる。

　こちらが彼女と同じく霊れい能のう力りよく者である事は見抜かれているかどうか分からない。だが、少なくとも話しかけてくる態度にこれといって特別な意図は『見え』ない。単純に道でも聞きたいのだろうか。

　余り余計な時間は使いたくないが、だからといって無視するのもちょっと非人情な気もする。

「なんですか？」

　賀茂は立ち止まると、ちょっとせわしない口調で問い返した。

　女性は少し周囲を窺うかがってから、声を潜ひそめるようにして言った。

「最近、この近辺でおかしな事が起こっていないでしょうか……？」

「おかしな事？」

　賀茂は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「おかしな事って、たとえば……？」

「たとえば……そうですね……」

　女性は少し考え込むように、手を顎あごに当てた。
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「……たとえば、そう、最近突然この近辺で疫病が蔓まん延えんし出したとか」

「疫病って要するに伝染病……？　そういえば最近ちょっとインフルエンザが流行はやってるみたいだけど」

　そういえばたまも少し鼻風邪かぜ気味だった事を思い出して賀か茂もは呟つぶやいた。とはいえ、インフルエンザの流行はこの時期の風物詩である。彼女の言う『おかしな事』に当てはまるかどうかははなはだ疑問だ。

　だが女性はそれを聞くと、ハッとしたように目を見開いた。

「あるのですね……！」

「え？　ま、まぁ一応……」

　相手のリアクションが予想外に真ま面じ目めで、賀茂は一いつ瞬しゆん気後れする。

　女性は急せき込むような調子で更に尋ねた。

「で、では、他ほかにもたとえば……そう、最近突然植物が枯れたり木々の葉が散ってしまったりというような現象は起こっていないでしょうか？」

「え？　ま、まぁ、大抵の木はすでに葉っぱ散ってますけど……」

　今の季節はもう冬だし、落らく葉よう樹じゆの葉が散るのは当然である。

　だが女性はまたしても真剣な顔で息を吞のんだ。

　そして、恐る恐る確認するように声を震ふるわせた。

「あの、それでは……、それでは最後にもう一つだけ……。ここ最近、いつになく天候が荒れたりといった異変は……？」

「天候ですか……？」

　首を傾かしげながら、隣となりのアブデルのほうを振り返って呟く。

「そういえばなんか前線が近づいてるとかで、こないだいきなり雪降ったっけ。あれはちょっとびっくりしたな……」

　賀茂がそう言った途と端たん、女性はまたもや緊きん張ちようで顔を強こわばらせた。

「……それではやっぱりこの辺りに…………」

　そう言って小さく息を吐くと、思し慮りよを巡らせるように視線を落とした。

　だが、一体なんだというのだろう？　今賀茂が答えた事は、全部ただの自然現象だ。少なくとも賀茂には、それら三つを結びつける特別な因果関係などはまるで『見え』ない。もっとも賀茂の霊れい視しで辿たどれる範はん囲いなど、時間にして過去一ヶ月から未来一週間後、距離では半径百キロが限界だ。決して能力的に低いほうではないが、それでもこの程度で分かる事など、たかが知れている。

「あの、それが一体どういう……？」

　たまを探すのに急がなければならないのだが、つい気になって尋ねた。

　女性は賀茂の問いを受けて顔を上げる。

「実は……」

　口を開きかけて、再び周囲を警けい戒かいする。

　近くに人影がない事を確認すると、彼女は低い声で言った。

「……私は、ある人物を探しているのです」

「人、ですか……？」

　賀か茂もはきょとんとして聞き返す。人探しと、さっき聞かれた『異変』とやらと、どうつながるのだろうか。賀茂にはさっぱり分からない。

「人って……どういう人を……？」

「……言っても信じてもらえるかどうか分かりませんが」

　女性は少し口ごもった。はっきり言うか曖あい昧まいにごまかすか、迷っているようだ。だが、すぐに思い返して顔を上げる。

「私が探しているのは……魔ま女じよです」

「魔女？」

　賀茂は思わず怪け訝げんな顔を浮かべた。

　だが、彼女はあくまで真ま面じ目めな顔でうなずく。

「そう、魔女です。神と教会に背き、悪魔に身を捧げてこの世にありとあらゆる災厄をもたらそうとする、恐るべき存在です」

　女性はそう言うと、名刺を差し出した。

「そういえば申し遅れました。私はこういう身分の者です」

　手にとって見ると、そこには横文字で何か書いてある。

　──Inquisitorインクイシトール exceptaエクスケプタ　Sebastienneセバステイエンヌ Urielisウリエリス

「インクィシトールって……？」

　賀茂はアブデルに囁ささやき声で尋ねる。

「調査官の事だ。中世以降になると糾弾者というような意味合いが付加されてきて、『審しん問もん官』などの意味になる。教会関連の文脈なら『異端審問官』が定訳だったか……」

「ふーん。調査官って、魔女の調査なんかやってる組織なんてあるのか……」

「魔女狩り役人の事もインクィシトールと呼ぶぞ。魔女狩りは異端審問所の仕事だったからな」

「異端審問所が魔女を？　ちょっと管かん轄かつ違うみたいな気がするんだけど」

「十五世紀頃ごろにもなると、異端審問所は『正統教義と異なる』という意味での本来の『異端』を狩り尽くしてしまってな。異端がいなくなれば、異端を糾弾するための異端審問所もいらなくなる。また、異端審問所の財源は主として異端者から没収した財産に依っていたから、収入源もなくなった。そこで自らの存在が危うくなった彼らは、『魔女』を積極的に槍やり玉だまに挙げるようになったのだ」

「だからなんで魔ま女じよが異端に？　別物じゃないの？」

「ベルナルドゥス・グィドニスは異端を定義して『キリスト教会の教義の故意の拒否、あるいはキリスト教会によって正統信仰に反すると規定された宗派への頑かたくなな執着である』と言った。そして魔女とは、神と正反対の存在である悪魔を崇拝し、その力を借りて怪しげな術を行う存在と定義された。となれば魔女は、敢あえて神に背いて悪魔に従う事を選んだ時点で『キリスト教会の教義の故意の拒否』にあたるとされたわけだ。魔女狩り役人といえば異端審しん問もん官を指すのは常識だぞ」

「そうなのか」

　賀か茂もはうなずいた。

　賀茂たちの話が途と切ぎれるのを待ち受けていたように、セバスティエンヌは続ける。

「実は一昨日おととい未明、こちらの国へ魔女が侵入したという情報を得ました。私は、それを追ってきたのです。この辺りに潜せん伏ぷくしているのではないかと思って探していたのですが……」

「あ、あの、それで魔女がこの辺に潜伏してるかもしれないって事と、インフルエンザとか寒冷前線とかとは一体どこでどうつながるのかと……」

「はい。実は、それらは全すべて、魔女がいると見られる兆候なのです」

「魔女がいる兆候？」

「ええ」

　彼女は真剣な顔でうなずいた。

「疫病を流行はやらせるのは、魔女が好んで行う悪行マレフイキアの一つなのです。また、このように植物を突然枯らしてしまったり、天候を乱れさせたりするのも、魔女がこの世を害せんとして行う悪行です。それらが揃そろいも揃って、最近突然流行し出したという事が、この近辺に最近魔女が現れた事を如実に物語っているかと……」

「いや、でもあの……、それって全部自然現象じゃ……」

「そうですね。もしこのうちの一つだけしか起こっていなければ、確かに自然現象の可能性もあるでしょう。しかし、この短期間に魔女の仕し業わざと疑われる現象が立て続けに三つも起こっているのですよ？　これを単なる自然現象で片付けるのには、無理があると思いませんか？　この地に魔女が潜伏しているのは、ほぼ確実と言ってよいかと」

「立て続けにって、でもそれ全部冬の現象だし、重なっても別に……」

　困ったようにぽりぽりと頰ほおを搔かく賀茂。変に霊れい力りよくが高そうだからと、ついつい真ま面じ目めに話を聞いてしまったが、単にちょっとおかしな人だったようだ。セバスティエンヌの論法で行ったら日本各地の全てに魔女が潜伏している事になりかねないという事に、本人はどうして気づかないでいられるのだろうか。本人があくまで真面目なのが、哀れなんだか滑こつ稽けいなんだか可哀かわい想そうなんだかよく分からないが性質たちが悪い。

　ともあれ、こんな困った人をいつまでも相手にしている時間はない。こっちはたまを探している途中なのだ。

　賀か茂もは早口に言った。

「と、とにかくえっと、早く見つかるといいですね。あの、ボクらも今ちょっと人を探してる最中なんで、急ぎますので。すみませんがこれで」

　会え釈しやくをすると、アブデルをうながしてさっさと歩き出す。

　ところが、話を切り上げたつもりだったのに、セバスティエンヌが後ろから追いすがるように声をかけた。

「こんな時間に外で人を探してるって、もしやどなたか行方不明に……？」

「え？　いや、行方不明ってほど大おお袈げ裟さなものじゃないですよ。ただちょっと、帰りが遅いから様子を見に出てきただけで」

　賀茂は淡白な調子で答えた。本当は内心結構心配しているのだが、それを悟られてあれこれ詮せん索さくされても面めん倒どうだ。

　だがセバスティエンヌは真剣な顔でなおも問いかける。

「もしかして行方不明になられた方は、まだほんの幼い子供だったりしませんか？」

「え？　いや、一応もう高校生…………なんだけど、子供に見えるかも……」

　たまの外見を思い浮かべながら、ついポロッと素直な感想を口にする賀茂。

　それを聞いた女性は、深刻な顔で呟つぶやいた。

「まさか、魔ま女じよに攫さらわれたのでは……」

「は？」

「いえ、不安を煽あおろうというのではないのですが……。ただ魔女はしばしば、幼児を攫って脂を絞ったり、悪魔への生いけ贄にえとして捧げたりという悪逆非道な振る舞いをなすものですから……。魔女の潜せん伏ぷくしている可能性の高いこの近辺で行方不明になったという事は、そういう可能性も考こう慮りよに入れたほうがよいのではないかと……」

「はぁ……」

　また魔女か、と賀茂は内心ため息をついた。

　確かに、魔女がこの近辺に潜伏しているという前提が正しいなら、その懸け念ねんも十分耳を傾ける価値があるだろう。だが残念ながら、この付近に魔女がいるという彼女の推論はあからさまに誤ご謬びゆうに満ちている。正直な話、これ以上魔女云うん々ぬんで時間を無駄にする気はない。

　賀茂はいささか強引に話を終わらせにかかった。

「まぁ、それも一応考慮に入れときます。とにかく、ちょっと急いでますで。それじゃ」

　それだけ言って再び会釈をすると、歩みを速める。

　セバスティエンヌはその背中に向かって言った。

「あっ、あの、もし何かありましたらご連絡くださると助かります。私一人で探すのには流石さすがに限界がありますので。先ほどお渡しした名刺に連絡先が載ってますから」

　ぺこっと頭を下げる。

「それじゃ、お急ぎのところお引き止めして申し訳ありませんでした」

　女性はそう詫わびると、タタッと夜の闇やみへ駆け去っていった。

「……っていうか、彼女の論法で魔ま女じよの潜せん伏ぷく地を絞り込んでたら、一生かかっても見つからないんだろうなぁ」

　賀か茂もはその後ろ姿を見送りながら、呆あきれと同情が微妙に溶け合った吐息を漏らした。

「そんな事より、無駄な時間を費やしたな。急ごう」

　賀茂は向き直ってアブデルにそう言うと、気を取り直して足を進めた。




　セバスティエンヌとかいうちょっと変な人と別れておよそ五分。

　賀茂とアブデルがたまの教会目指して歩いていると、突然遠くから足音が近づいてきた。

　顔を上げると、黒い人影がものすごい勢いで接近してくるのが見えた。シルエットこそ人間だが、そのスピードはおよそ人間のものではない。無我夢中で走っているらしく、前方の賀茂たちにはまるで気づく様子がない。

　賀茂はそのまま避よける間もなくハイスピードのぶちかましを喰くらった。

「うわっっ！」

　バランスを崩して尻しり餅もちをつく賀茂。だが幸い相手はそれほど重量がなかったと見え、衝しよう撃げきそのものは予想より軽かった。

　賀茂の隣に、ぶつかってきた謎なぞの人影が転んで倒れる。

「いったぁ[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　ぶつかった時に打ったらしく、その人影は体を起こすと鼻を押さえた。

　その顔を見て、賀茂は驚おどろいた声を上げた。

「真ま央お？」

　真央だった。真央も賀茂を見てびっくりしたように目を見開く。

「ごん？」

「何やってんだ真央、こんな所で？」

「な、何って、逃げてきたんだよっ！」

　真央は立ち上がると、息を切らせながらそう言った。そして、警けい戒かいするように後ろを振り返る。その様子からして、ただ事ではなさそうだ。

「逃げてきた？」

「そうだよ！　もう少しで捕まって、あの魔女の使い魔に成り下がっちゃうとこだったんだからっ！」

「魔女？」

　思わず賀茂は大きな声を出した。魔女といったら、ついさっきセバスティエンヌとかいう女性に捕まって散々聞かされたばかりである。だが、こんな短時間で二度も聞くとは思わなかった。しかも今度は目もく撃げき者本人による証言だ。

　賀か茂もは慌てて真ま央おに問い質ただした。

「っていうか何があったんだ？　魔ま女じよって一体？」

　真央は気が急せいた調子で早口にまくし立てる。

「だからっ！　さっきたまちゃんの昔住んでた教会に行ったら……」

「ん？　たまちゃんの教会？　なんでまたそんなとこへ？」

「そんなのなんでだっていいでしょ！　人のナワバリにいちいちケチつけないでよねっ！」

「いやまあ、どうでもいいけど。それで？」

「それで、律りつちゃんとたまちゃんの匂においがしたから、中にいるのかなって思って、何してるのかちょっと覗のぞいてみようと思ったら……」

「ちょ、ちょっと待て。たまちゃんと律りつ子こ、そこにいたのか？」

「え？　うん。逃げる直前に中から律ちゃんの声聞こえたし、少なくとも律ちゃんはあそこにいたはず」

　真央は話を途と切ぎれさせられて、ちょっと不愉快そうな顔をしながらうなずいた。

「それでね、中を覗いてみようとしたら、窓からいきなり変な格好した女の子が出てきて、私の耳見るなり『可愛かわいい猫ねこちゃん！』とか言い出して、『魔女には黒猫の姿をした使い魔が付き物だから』とか言って、それでもう少しで捕まるところを何とか振りきって逃げてきたんだよ！」

「変な格好した女の子？」

「うん。多分まだ小学生くらいじゃないかな。髪の毛こーんな感じでツインテールにして、なんかゲームとかに出てくる女魔法使いみたいな変な格好して」

「で、小学生の女の子一人に襲おそわれて逃げてきたのか？」

　通常の人間と比べたら遥はるかに高い運動能力を持っている真央が、ただの小学生にやられるはずはない。小学生のような外見とはいえ『魔女』だと言うからには、それなりの何かがあったに違いない。

　そう思って尋ねた賀茂だったが、真央は真っ赤になるとむきになって弁解した。

「しっ、仕方ないでしょーっ！　だって不意打ちだったし、それに向こう、ステッキみたいな武器持ってたしっ！　でも私だってちゃんと逃げる時に一撃喰くらわしてきたんだからね！」

「………」

　どうやら機先を制されてそのまま逃げ帰ってきたものらしい。魔術や妖よう術じゆつの類たぐいを使われたわけではなさそうだ。もしかして、格好が変なだけで本当はただの小学生じゃなかろうかという疑念も湧わく。

「……ところで真央、一つ聞いていいか？」

「何？」

「何で相手が魔ま女じよだって思ったんだ？」

「え？　何でって、だって自分のこと魔女だって言ってたし、それにさっきも言ったけど何かそれっぽい格好だったし」

「つまり本人がそう自称してた以外には、魔女という根拠はないわけか？」

「ん、まぁ……」

　真ま央おは自信なさそうに口ごもった。魔女だと判断した根拠は、その女の子の自己申告のみらしい。本当にただの小学生ではないのかという疑念はますます強まる。

　だがそうすると、そんな小学生の女の子がこんな時間に空家であるたまの教会なんかで何をしていたのかという疑問が湧わく。それに真央の話だと、律りつ子こもそこにいたという。おそらくたまも一緒にいるだろう。だが一体何のために？

　その女の子は家出少女で、たまと律子はその子の相手をしてやっているのだろうか。だが、そうだとすると連絡一つよこさないというのは腑ふに落ちない。

　賀か茂もが首を傾かしげていると、アブデルが肩を叩たたいた。

「まぁ、確かに分からん事だらけではあるが、こんな所で考えていても答えは出ん。行ってみるほうが早い」

「そ、それもそうだな。よし。急ごう」

　賀茂はうなずく。

「私も行く！」

　真央が言った。

「真央も？」

「当然でしょ！　やられっぱなしで引っ込んでるなんてみっともない真似まね、プライドが許さないもん！」

「味方が増えた途と端たんに強気になるのも十分みっともないけどな……」

　賀茂はそう呟つぶやくと、さっさと帰るように真央を説得した。

　はっきり言って、真央がいても役に立つどころか面めん倒どうが増えるだけだろうし、万が一何かあったら足手まといになるのは目に見えている。

　真央は渋っていたが、やがて賀茂が、大人おとなしく帰ればあとで鰹かつお節ぶしを丸ごと一本買ってやると約束すると、仕方なさそうにうなずいた。

「言っとくけど誤解しないでよっ！　食べ物に釣られたんじゃなくて、貧乏なごんが自腹切って鰹節買ってまでお願いするから、それに免じて帰ってあげるだけなんだからねっ！」

　そう言い訳を残して、真央は姿を消した。

　そして賀茂とアブデルの二人は、たまの教会への道を急いだ。
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　その頃ころのたまの教会。

「はい、これで一応手当て完了」

　ダイニングで、律りつ子こはサラの腕に包帯を巻き終えると、そう言った。

「どうもすみません」

　頭を下げるサラ。

「まぁ、気にしない気にしない。うちの真ま央おちゃんがやった事だし、一応飼い主の責任としてこれくらいはさせてもらわないと。猫ねこの爪つめって雑菌多くて化か膿のうしやすいし、傷口がひどくなって慰い謝しや料とか請せい求きゆうされても面めん倒どうだしね」

　律子はそう言って笑った。

　真央を捕ほ獲かくしようとして逃げられた時に負った傷の手当てをしてもらっていたところである。ちなみにたまは現在入浴中でこの場にはいない。手当てをしてくれた律子は、すでにひとっ風ぷ呂ろ浴びて神父の遺品のパジャマを羽は織おっている。

「それにしても、あの叫び声は笑えたわよねー。『ぎにゃ[image: ～][image: ～][image: ～]っ』ってアンタ、不ふ二じ子こ・アナーキー・藤ふじ夫おの漫画じゃあるまいし」

　律子は椅い子すに座りなおすと、からかうような目で笑った。

「いっ、いいじゃないですかーっ！　あっ、あれは私の国での伝統的な悲鳴のあげ方なんですっ！　アメリカ人が『アウチッ』って叫ぶのと一緒で、文化的な差異なんですっ！　文化の違いを馬ば鹿かにして笑うなんて、そんなの差別主義者のやる事ですよっ！」

　大おお噓うそである。確かに叫び声にも文化ごとの差異はあるが、魔ま法ほうの国ヘクセニアにも『ぎにゃ～』などと叫ぶ奴やつは一人もいない。だが、ヘクセニアの存在も知らなければ見る事も出来ない律りつ子こにそんな事がバレる心配はない。それにこんな一時の噓一つで、祖国の誤ったイメージが広まるわけでもなし。王女である自分の体面を保つためなら、この程度の噓は許される範囲内のはずだ。

　と思ったら、律子は手帳を取り出して何やらメモを取っていた。

　サラは慌ててガタッと椅い子すから立ち上がる。

「ちょ、ちょっとそこっ！　何メモ取ってんですかっ！」

「ん？　何って、魔法の国ヘクセニアの文化について。行った事どころか聞いた事もない国だから、現地の住人の発言には興きよう味みあんのよ」

　律子はそう答えると、手元の手帳を開いて見せた。

　覗のぞき込むと案の定、

　──住人の叫び声は『ぎにゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！』である。

　と書いてある。

「ちょ、ちょっと！　何書いてるんですっ！　変な事メモらないでくださいっ！」

「変な事って、これは王女様直々のご発言なのよ？　それが間違いだとでも言うの？」

「だっ、だからっ、つまりその、それはオフレコです！　あくまで非公式な発言であって、外部に漏らされたら困るんです！」

　そう言うと、無理やり手帳のページを破り取る。

「あ～っ！　何すんのよ！」

　律子の抗議を横目に、サラは破り取ったページをちぎって丸めてそのまま口に入れて飲み込んだ。これで証拠隠滅完了だ。

「くれぐれも、他所よそで変な噂うわさを流さないようにお願いします……」

　変な物を飲み下して少し涙目になりながら、サラは律子に念を押した。

「……まぁいいけどね。メモ破られたって、憶おぼえときゃすむ話だし」

　律子はやれやれといった感じでため息をついた。

　それからおもむろに話を変える。

「それにしても、真ま央おちゃん一人捕まえられないなんて、魔法の国のプリンセスの名が泣くわね。ホントにアンタ、ちゃんと魔法使えんの？」

　そう言うと、からかうような視線を向けてくる。

　サラは一いつ瞬しゆんぎくりとした。もちろん自分は魔女だし魔法の国のプリンセスではあるが、はっきり言ってしまうと魔法とかそういうのは苦手だ。今回日本へ渡ってくるにあたっても、本当は箒ほうきに乗って飛んでくるつもりだったが、結局失敗して高い金を払って飛行機でやってきた。もちろんそれはまだちゃんとした悪あく魔まと契約を交わしておらず、魔力が足りていないせいであって、自分の技術が未熟とかそういう理由ではないはずだと思い込んではいるが、しかしロクに魔法が使えないのは事実である。

　とはいえ、まさかここで「魔法はほとんど使えません」などと答えるわけにはいかない。自分は魔法の国のプリンセス。祖国の代表であり、名誉と誇りを一身に担う存在なのだ。その自分がまるで魔法を使えないなどという事になったら、祖国ヘクセニアの評判はガタ落ちである。

　サラは猛然と言い返した。

「ちゃっ、ちゃんと魔法使えるかって、疑うんですかー？　そっ、そもそも、今こうやってあなたたちをここに閉じ込めてるのだって、私の魔法じゃないですか！」

「いや、そりゃまぁそうだけど。でもこれ以外に何か出来る？」

「でっ、出来ますよ！　当たり前じゃないですか！　私は魔法の国のプリンセス。将来は魔女の女王になる女ですよ！　二つの胸の膨ふくらみは何でも出来る証拠なんです！」

　そう断言してえへんと胸を反らす。

　律子はそれを見てぼそっと呟つぶやいた。

「二つの胸の膨ふくらみって、パッド入れてるのモロ分かりなんだけど……」

　ぎくっと狼ろう狽ばいした汗を浮かべるサラ。

「なっ！　ちょ、ちょっとばかり自分が胸おっきいからって威張らないでもらえますーっ？　私だってもうあと数年もすればそれくらい……」

　両腕で胸を隠しながら吼ほえる。

「あー、分かった分かった。んで、何でも出来るってたとえば？」

　律子はサラの抗議を軽くあしらうと、興きよう味み津しん々しんといった目つきで尋ねてきた。出会った時から馬ば鹿かにしっぱなしではあるが、サラの魔女としての能力には本気で関心があるらしい。

「たっ、たとえば……！」

　脊せき髄ずい反射的に口を開いてから、サラは考えた。

　ここは勝負どころだ。ここで一発ガツンとすごいところを見せてやれば、サラの株は急上昇間違いない。そして律子もからかうような態度から尊敬の眼まな差ざしへと変へん貌ぼうするだろう。そうなれば律子は魔女の存在や魔法、奇跡といったものを信じる心を取り戻す事になり、サラとしては人々に夢を取り戻すという使命を果たす事になり、そしてそれは祖国の国土回復に一役買う事になる。

　だが、自分の魔法ははっきりいって下手へたくそだ。今から新たに何かやっても失敗する可能性が極めて高い。それよりは、すでに成功した事を引き合いに出すほうが安全性が高い。もちろん目の前で現象を起こすのに比べてインパクトには欠けるが、失敗の許されない場面で賭かけに出るのは愚かな行為だ。

　サラは慎重に熟考してから、落ち着いた口調で言った。

「そう。たとえば、ここの建物ってずっと閉へい鎖さされてたはずですよね？　なのに、どうして私が入り込めたと思いますか？」

　律りつ子こはサラの言葉に首を傾かしげた。

「ん？　そういやそうよね。表の入り口はずっと鍵かぎがかかってたって言うし、居住部からのドアは開けた形跡なかったし。何か鍵開ける魔ま法ほうとかあるの？」

　好奇心を刺激されたらしく、瞳ひとみが輝かがやく。

　それを見てサラは得意げに笑った。

「ふっふっふ……。知りたいですか？　ならば教えてあげましょう」

　そう言うと、ポケットから秘密の道具を取り出す。

「じゃーん！　これですっ！　その名もずばりっ！　魔法のアイテム『みらくる☆レーキングピック』っっっ！」

　グリップの先に波型に曲がった針金がついた道具を高らかに誇示する。これこそは、魔法の国に伝わる伝説のアイテム『みらくる☆ピック』の中の一本だ。これを所有しているのは、王家の者だけに限られている。

　律子は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「ミラクル・レーキングピック？」

「そうです。ここの鍵みたいな旧式のディスクタンブラー錠じようなんて、このみらくる☆レーキングピックの前にはあってなきが如ごとし！　我らが偉大なる魔術ウイツチクラフトの力に不可能はないのです！」

　そう言うと、サラは手に持った鍵開け道具を高らかに誇示した。

「古いにしえより伝わる魔法の呪じゆ文もんを唱えつつ、鍵穴に軽くテンションをかけてから、このレーキングピックを差し込んでギコギコやれば、あら不思議！　ものの数十秒であっという間に開けゴマってなもんですよ！」

　まさに魔法の国の魔術と叡えい智ちの結晶である。サラは自信満々でえへんと胸を張った。

　律子はしばらく無言でサラを見ていたが、やがてポツリと呟つぶやいた。

「……っていうかそれ、古の呪文を唱えるのは何か意味あんの？」

「え……っ!?」

　ぎくっとして言葉を失うサラ。

「そ、それはだって……その………」

　汗を搔かきながら、言い訳を考えつつ無意味に指先を宙にさまよわせる。当然の事だが、必要なのは道具とそれを操る技術であって、呪文を唱えるのに意味などない。ただの雰囲気作りだ。しかし、そんな事を言えばまた馬ば鹿かにされるに決まっている。正直者が馬鹿を見るのが、世せ知ち辛がらい人間界の習いなのだ。

　だが、しばらく考えても上手うまい言い訳など思いつかない。

　となると、取るべき手段は一つしかない。「勢いでごまかす」だ。会議の場でもなんでも、最後には声のでかい奴やつこそが勝利する。筋の通った理屈や論理的整合性など、絶対的な声の大きさの前には完全に無力だ。それが、王女として長年政治の場に携わってきたサラの得た人生訓である。

　サラは心を決めると、おもむろに逆切れした。

「だって呪じゆ文もん唱えなかったら雰囲気出ないじゃないですかーっ！　そんなの、ピッキング犯と一緒ですよ？　魔女ともあろうものが、ただの空き巣と間違えられて逮捕されたらどうするんです！　あなたに責任取れるんですかっ！」

「っていうか呪文唱えててもピッキング犯と一緒だと思うんだけど」

　律りつ子こはまるで動じずあっさりと受け流すと、鞄かばんからピッキングセット一式を取り出した。

「大体ピッキングで鍵かぎ開けるくらいだったら、ただの一般人の私にだって出来るしなー」

「ぐ……っ！　こ、これだから今時の現代人って奴はー……っ！」

　サラは言い返せず、悔しそうに歯は軋ぎしりした。

「……律子さんって一般人だったんですか」

　突然脇わきからボソッと小さい声でツッコミが入った。

　そちらを見ると、風ふ呂ろから上がったたまがタオルで髪を拭ふきながら立っていた。

「お、たまちゃん上がったの」

　律子が軽く手を上げる。
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「上がりましたー」

　たまは答えてから、サラと律りつ子こを見比べた。

「何やってたんですか？」

　律子が答える。

「ん？　ちょっとサラちゃんにね、魔ま法ほうの国のプリンセスとしての面めん目もく躍やく如じよたるところを見せてもらおうかと思って」

「え？　何か魔法とか見せてもらってたんですか？　私も見たいです」

　たまはそう言うと、期待に輝かがやく目をサラに向けた。

「う……」

　たまの視線に、サラはいささか怯ひるんだ。こんな無邪気な瞳ひとみを裏切るような事は出来ない。子供の夢を守るのは、魔法の国の住人としての義務だ。とはいえ自分には、確実に成功させる自信のある術は何もない。魔法を見せますと言っておいて失敗したら、きっと相手は「やっぱり魔法なんてインチキだ」と思ってしまって、もう二度と魔法なんて信じなくなってしまうだろう。それだけは避さけなくてはならない。何かないか……。

　サラは考えた末、鞄かばんから軟なん膏こうの入った壜びんを取り出した。

「じゃ、じゃあこれを！」

「何それ？」

　律子が尋ねる。

「飛行用の軟膏です！　これを全身に塗って箒ほうきに跨またがると、自由に空を飛べるんです！」

「飛行用の軟膏？」

　たまが不思議そうに首を傾かしげた。

「そうです。みんな魔女が空を飛ぶのは箒に秘密があると思ってるようですけど、あれは後世のファンタジー作家が作り上げた虚偽のイメージなんです。本当はこの軟膏がなければ、どんな箒を持ってこようと空なんか飛べないんですよ」

「おお。それはなかなか業界裏話って感じでマジっぽい。で、ホントに飛べるの？」

　目を輝かせる律子。今回は律子もちょっと信じる気になったらしい。

「もちろん本当ですとも！　先祖代々伝わる、由緒ある物なんですから！」

「へー。ちょっと試しにやってみて」

　律子は興きよう味み津しん々しんだ

「分かりました。それじゃ、ちょっとだけですよ」

　サラはやや緊きん張ちようした面持ちでうなずいた。

「失敗しても、調子悪いとかって言い訳はなしよ」

「だっ、大丈夫です！　絶対成功します！」

　サラはそう言ったが、実は今までこれを使ってちゃんと目的地まで飛べた事は一度もない。かなりの距離を飛んだ記き憶おくはあるのに、何故なぜかいつも気がつくと元の場所に寝ていたりする。今回日本に来る時も、空を飛んでくるつもりだったのに目が覚めたら元の森の草地に寝ていた。はっきり言って、成功する確率はほとんどない。

　しかし、少なくとも空を飛んでいたという意識はある。遠くまで飛ぶ事が出来なくても、ちょっと空に浮いて見せるくらいなら可能なはずだ。そして今必要なのは、目的地までの移動ではなくて、箒ほうきに跨またがってちょっと飛んでみせる事だけだ。

　大丈夫。それだけでいいのなら問題はない。空に飛び上がった記憶なら、これまでだって何度でもある。その程度の事で失敗するはずはない。

　サラはそう自分に言い聞かせると、キッと顔を上げた。

「それではいきます」

　そう言うと、壺つぼの中の軟なん膏こうを手に取った。

「これが飛行用軟膏です。原材料は、動物性の脂にダチュラやマンドラゴラ等といった薬草のエキスを混ぜ込んで作ります」

　ギトギトと光る軟膏を見せながら説明する。

　そして、そっと口を近づけると、囁ささやき声で歌うように呪じゆ文もんを吹き込む。

「こうやって太古より伝わる秘密の呪文を唱え、軟膏の力を目覚めさせます」

　そして上着を脱いで半裸になると、爪つま先さきから下着の中から頭のてっぺんまで、軟膏を塗りたくった。

「こうして全身に軟膏を塗る事で、毛穴から外部の冷気が入る事を防ぎ、また魔ま力りよくが漏れ出してしまうのを予防するんです」

　サラはそう説明すると箒に跨った。

「こうやって、風の精せい霊れいに呼びかけます。『おられますか？』って。それで返事があると、やがて精霊の力によって空を飛ぶ事が出来るんです。それでは、今から実演してみせますね。よく見ててください」

　律子とたまにそう言うと、精神を集中させる。

　そして顔を上にあげると、天井に向かって呼びかけた。

「ヒークネエストゥ？」

　よく通る声が天井の角に吸い込まれていく。

　そして。

　シーン……。

　空むなしい静寂だけが返ってきた。

　律子が尋ねる。

「どしたの？　全然飛べてないわよ？」

「うっ、うるさいですねーっ！　今のはリハーサルです、リハーサルっ！　今度が本番です！　黙だまって見ててください！」

　真っ赤になって言い返すと、再び呼びかける。

「ヒークネエストゥ？」

　だがやはり何も起こらない。

「エスネトゥ!?　アデスネ!?」

　やけになったように何度も呼びかけるが、やはり何の反応もない。

「くそっ！　何なの？　ここって風の精せい霊れい一人さえいないようなド田舎いなかなわけ？　それとも、もしかして言葉通じてない？　日本って外国語苦手な人多いっていうし……」

　八つ当たり気味に呟つぶやくと、真っ赤な顔をしてヤケクソ気味に日本語で叫んだ。

「いるんなら返事しやがれコンチクショウ！」

　やはり、返ってくるのは静寂のみ。

　だが、それまでとは少し様子が違った。

　サラは天井を見つめたまま、魂を抜かれたような顔で硬直した。その体が、風邪かぜに舞う木の葉のようにふわりと揺れた。

　そして。

　たまと律りつ子こが見守る中、サラはばたんと床に倒れて気を失った。

「だっ、大丈夫ですか？」

　たまが慌てて駆け寄る。だが、サラはだらしない笑顔を浮かべて涎よだれを垂らしながら、完全に意識をなくしている。

「どっ、どうしたんでしょう？」

　たまは困った顔で律子を見た。

　律子はぼりぼりと頭を搔かく。

「ん～？　飛行用軟なん膏こうの成分でラリっちゃったんじゃないの？　材料もなんかアルカロイドたっぷりって感じだったし」

「あるかろいど？」

「植物に含まれる神経系の薬物よ。さっきサラちゃんが言ってた材料だと、ヒヨスチアミンとかアトロピンとかスポコラミンとか幻覚作用持ったもの盛りだくさんって感じだったから、多分それでラリっちゃったのね」

「はぁ……そうなんですか。でも、空を飛ぶための軟膏にどうしてそんな物が一杯使われてるんでしょうね？」

「さぁ？　特殊な意識状態になる事で、通常とは違った力が呼び覚まされるとか？　でもそれよりも、空を飛ぶっていうのはホントは単にラリった状態の幻覚に過ぎなかったりして。だとしたらかなり興きよう醒ざめよねー」

　律子は床に転がったサラを見ながら、落胆したように肩を辣すくめた。

　たまが律りつ子こを見上げる。

「そ、それでどうしたらいいんでしょう？」

「うーん。とりあえず軟なん膏こうを拭ふきとって、あとは目が醒さめるまで置いとくしかないんじゃない？　縛しばってさるぐつわかましておくとか」

「縛ってさるぐつわですか……？」

「バッドトリップして暴れたりしたら、ぶつかって怪け我がする危険もあるしね。舌嚙かんで死なれても嫌な気分でしょ？」

「はぁ……。とりあえず、軟膏を拭きますね」

　たまは新しいタオルを取ってくると、サラの体を拭きはじめた。

　その後ろで律子は、

「亀きつ甲こう縛りってどうやるんだっけなー」

　とビニールロープを手に首を傾かしげていた。
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　その頃ころ。

　賀か茂もとアブデルは、ようやくたまたちのいる教会前に到着した。

　見てみると、確かに窓から明かりが漏れている。

「中にいるみたいだな」

　賀茂はそう呟つぶやくと、居住部の玄関口へと足を進めた。

　以前みきによって剝はぎ取られたドアが、入り口に形だけはめ込んである。鍵かぎも一応かけてある。だが、蝶ちよう番つがいの外れた側から簡単に開きそうだ。入ろうと思えば簡単に入れる。

　賀茂は音を立てないよう気をつけながら、そっと中に忍び込んだ。

　その瞬しゆん間かん。

　アブデルが鋭するどい声を上げた。

「待て、賀茂っ！　入るなっ！　結界だっ！」

「え？」

　賀茂はびくっとして振り返った。だが、その時はすでに玄関の中に踏み込んでしまっていた。

　すぐに出ようとしたが、見えない壁かべのようなものに邪じや魔まされてしまって出られない。

「出られない？　そんな？」

　賀茂は焦った。

　普通、結界というのは霊れい的てきな影えい響きよう力を遮断するためのものだ。肉体の出入りまで阻害する事はまずない。もちろん、人間の霊れい的てきな部分すなわち魂は、結界による抵抗を受ける事になるが、それでも出たり入ったりに影えい響きようが出る事はほとんどない。何故なぜなら魂と身体の結びつきのほうが結界の妨害よりもずっと強固であり、身体が外へ出ようとする力が結界の遮断力を上回っているからだ。

　しかしこの結界は違う。魂の通行を完全にブロックしてしまっているため、魂と結びついた身体も出られなくなっている。それでも無理やり出ようとすれば、魂と身体の結びつきが切れ、結界内には魂だけが残り、抜け殻になった身体だけが外に出るなどという事態になりかねない。魂と身体が分離するという事は、要するに死ぬという事だ。

「しまった……」

　賀か茂もは舌打ちした。たまと律りつ子こがこの教会にいるのが確実と分かった時点で、うっかり霊視の『眼』を閉じてしまったのがマズかった。

「この馬ば鹿かめが……！」

　アブデルが苦々しい顔で吐き捨てる。そして、建物全体に張られた結界を一いち瞥べつした。

「どうやら、中に入るのは自由だが外には出られないように作ってあるようだな。これでたまちゃんと律子を捕ほ獲かくしたわけか」

「っていうか、こんな結界張れるなんてやっぱり相手は……」

「うむ。ただ者ではないな。少なくとも、猫ねこ耳みみ娘の見た子供とはまた別に、何者かが関与していると見たほうがよかろう」

「まさか、本当に魔ま女じよとかって事は……」

　今更になって、途中で会ったセバスティエンヌという女性の言った事が本当のように思えてきた。もちろん、魔女がこの近辺にいると断定した彼女の推論が滅め茶ちや苦く茶ちやだった事に変わりはないが、しかしそういった推論とは別に、占術その他ほか何らかの方法で、魔女がいるという確信を得ていたのではないか。あの霊力の高さを考えれば、それもあながちありえない事ではない。それを口にしなかったのは、彼女が『眼』を閉じていてこちらも霊能力者である事に気づかなかったからだと考えれば、一応筋は通る。

　アブデルも考え込むようにうなずいた。

「確かに、本当に魔女の仕業である可能性もないわけではないな……」

　そう呟つぶやくと、視線を下方に彷徨さまよわせる。

　やがてアブデルは賀茂を見ると、厳きびしい目で言った。

「賀茂よ。今のうちに言っておく。もし相手が魔女であった場合は、躊ちゆう躇ちよせず殺せ」

「え？」

　物ぶつ騒そうな発言に一いつ瞬しゆん戸惑う賀茂。

「殺せって……」

「俺おれの力を引き出して、相手の魂を消し飛ばしてしまえばいい。情けは無用だ」

「いや、だけど……」

　賀か茂もはためらいがちにアブデルの顔を見た。突然殺せと言われても、殺さなければならないような理由が分からない。そもそも、賀茂としてはたまの無事を確認して連れ帰る事が出来ればオッケーなのであって、人を殺すような覚悟も度胸もない。

「何で殺す必要があるんだ……？」

「何故なぜだと？」

「いや、だって、相手がどういう奴やつかは知らないけど、殺さなきゃいけないような人かどうか分からないし……」

「甘い事を言うな。魔ま女じよは、魔女であるというだけで死に値する」

「だから何で……？」

「いいか。すでに言ったように、魔女とは故意に神に背いて悪魔にしたがった背信の徒。プロテスタント説教師ジョージ・ギフォードの言葉を借りれば、『神の御み言葉に従って魔女が死なねばならないのは、その者が人を殺したからではない。その者が悪魔と関係したから』なのだ。『出エジプト記』にも、『魔女を生かしておいてはならない（二十二章十七節）』と明記されている。魔女は全すべて焼き滅ぼすべしというのは、旧教カトリツク、新教プロテスタントを問わず西欧キリスト教における公式見解だ！」

「いや、だけど悪魔と関係したからってだけで死ねって、それはいくらなんでもあんまり……」

　大体、たまだって一応あれでも悪魔である。アブデルの論法でいったら、賀茂まで死なねばならなくなりそうだ。

　だがアブデルはいっそう厳きびしい顔で言う。

「甘ったれた戯ざれ言ごとをぬかすな！　魔女がどんな悪さをしたかは問題ではない。魔女の輩は神に背き悪魔に与くみした反逆者。その時点で奴らはすでに、滅ぼすに値する『良心の罪』を犯しているのだ！」

「りょ、良心の罪ってあの……。一応この国じゃ思想信条の自由は保証されてるんだけど……」

　困ったようにため息をつく賀茂。

　そんな賀茂を見て、アブデルは苛いら立だったような声を出した。

「キサマはさっきから一体何を躊ちゆう躇ちよしているのだ？　念のため言っておくがな、本物の魔女というのはアニメの魔女っ娘ことはわけが違う。年老いて皺しわだらけの面めん皰ほうだらけになった醜みにくい白髪婆ぁと相場は決まっているのだぞ？　ジローラモ・カルダーノも『これまで醜くない魔女など見た事がない』と言いきっている。こんな奴ら、もはや存在自体が『格クリ別メン・のエクス罪ケプタ』であると言っても過言ではなかろう。それを葬り去るのに何の遠えん慮りよがいるというのだ！」

「ちょっと待てっ！　アンタ今お年寄りに対して滅め茶ちや苦く茶ちや失礼な事言ったぞ！」

「何が失礼なものか！　せっかく神がその大いなる恩おん寵ちようをもって可愛かわいらしい少女として生まれさせてくれたというのに、醜みにくく汚らわしいヨレヨレ婆ばばぁに落ちぶれたりしおった奴やつらのほうが、よっぽど失礼ではないか！　これを神の愛に対する冒ぼう瀆とくと言わずして何と言うのだ！」

「そんなもん、誰だれだって老化するのは仕方ないだろ！　人間である以上は！」

「それならばせっかくの恩寵が失われる前に、偉大なる神の御み許もとへ帰ってくればよいではないか！　そうする道があるにもかかわらず、老いていくに任せていたという事は、年老いる道を自らの意志で故意に選んだという事！　すなわち、故意に神に背いたという事ではないか！」

「それって年老いる前に死ねって事か……」

「そうではない。自殺は罪だ。ただ、生き長らえる事で神に背く事になるくらいならば、信仰に殉じゆんずる道を選べと言っているだけだ」

「同じ事だろっ！」

　賀か茂もは呆あきれたように大声を出すと、強引に話を変えた。

「それより、結界内に入っちゃったものはしょうがないし、ちょっと中の様子探ってくる。待ってて」

　いつまでもアブデルと論議していても仕方がないし、下手に議論を長引かせれば、丸め込まれて「殺す」と約束させられかねない。だが魔女といったって人間だ。それを問答無用で殺すなど、平和原理主義の国日本で育った賀茂には到底受け入れがたい。もちろんアブデルの霊れい力りよくを用いて魂を消し飛ばしてしまえば、殺した証拠は残らないし殺人罪に問われる事もないだろう。だが、それとこれとは別問題だ。

　だが、玄関を上がりかけた賀茂にアブデルが声をかけた。

「いや、待て。俺おれも一緒に行こう。敵の陣地で下手に分散すれば、一人ずつ各個撃げき破はされかねん。まとまって動くほうが安全だ」

　そう言うと、玄関の敷しき居いを越えて中に入って来ようとする。

　賀茂は慌てて止めた。

「おい！　アブデルまでわざわざ結界内に入ってきてどうすんだ！　何かあった時のためにも、誰だれかが外で待機してるほうがいいって」

　助けを呼ぶにしろ何にしろ、自由な身の人間がいるほうが絶対に安心だ。相手が本当に魔女であるなら、万が一の場合には、来る途中で会ったセバスティエンヌへ連絡して援えん護ごを頼むという手も考えられる。思考回路にやや問題ありそうな雰囲気ではあったが、彼女の霊力は十分頼りになるレベルだ。

　だがアブデルは首を振った。

「俺は一応お前の守護霊として、お前の身の安全には責任がある。もし俺が結界の外にいて、いざという時にお前が俺の霊力を引き出せんなどという事になったら大問題だ」

「え？　だけど、中に入る分には自由なんだろ？　だったら、アブデルの力が結界内のボクのほうに流れ込んでくる分には問題ないんじゃ……？」

「そう思うならやってみろ」

「やってみろって……」

「そうだな。じゃあ、試しに俺おれの名前を使ってここの土地神を呼び出してみろ」

「うん。分かった」

　賀か茂もは言われるままに床に円を描くと精神を集中した。

「熾し天使アブデルの名において命ずる。この教会の土地神よ、姿を現せ！」

　だが、何故なぜか何の反応もない。いや、それ以前に、いつもなら賀茂が唱えるのに感応して全身に流れ込んでくるアブデルの霊れい力りよくが、微み塵じんも感じられない。当然の事ながら土地神も姿を現さない。呼び出す相手の名前も知らずに召喚するなど、アブデルの霊力による強制なしでは所しよ詮せん無理がある。

「あれ？　変だな……」

　賀茂は首を捻ひねった。

「熾天使アブデルの名において命ずる。土地神よ、姿を現せ！」

　もう一度試してみる。だがやはり、アブデルの力は感じられない。

　賀茂は精神を集中し直すと、霊視の『眼』も最大限に開いて室内を『見た』。そして、薄うすく漂ってほとんど何も『見え』ない土地神の霊気をなんとか見つけると、逃げられないよう凝ぎよう視ししながら三度唱える。

「熾天使アブデルの名において命ずる。この教会の土地神よ、姿を現せ！」

　今回もアブデルの力は引き出せていなかったが、三度目にしてやっと、室内の霊気が描いた円の中に集まって人の姿を取った。小柄なお婆ちゃんといった格好だ。

　賀茂は急いで話しかける。

「あ、あの……」

　だがお婆ちゃんふうの土地神は賀茂の言葉を遮った。そして、胡う散さん臭くさそうな目を向ける。

「熾天使のアブデル様なら知っとるよ。ちょくちょく日本にも来てはるしな。そやけど坊は一体何者や？」

「え？　いや、その、賀茂是これ雄おといって、アブデルは今ボクの守しゆ護ご霊で、その……」

「見え透いた噓うそ言うたらアカン。アンタ、全然アブデル様の加護受けてへんやないか。ホンマに守護霊やったら、ちゃんとアブデル様の霊気を帯びてるはずやで」

「あ、それはその、なんかさっきから調子が悪くて……」

　弁解する賀茂に向かって、土地神は諭さとすように言った。

「アンタくらいの未熟な術者のうちは、分不相応に強い力持った守護霊欲しがるいうんも分かる。その気持ちはわたいもよう分かるんや。けどな、坊。そやからいうて、何の縁えんもゆかりもない方の名前を勝手に騙かたったらアカン。力ある霊の名前をみだりに騙ったら、絶対そのうちしっぺ返しが来るんや。アンタもな、将来そっちの道進むつもりがあるんやったら、それだけはよう肝に銘じておかなアカンで」

　それだけ言うと、さっさと姿を消してしまう土地神。

「な？　だから言っただろう」

　アブデルが言う。

「でも何で……？」

　首を傾かしげる賀か茂も。自分を通じてアブデルの霊れい力りよくを発動させるのであれば、流れは結界の外から内へだ。外から中に入る分には自由なはずなのに、どうしてアブデルの力が流れてこないのだろうか。

　納得いかない賀茂に、アブデルが説明した。

「結界に遮られてお前の宣告が俺おれのところまで届いておらんのだ」

「え？」

「え、じゃない。通常、お前が俺の名のもとに命ずると宣告すると、それを受けて俺の霊力がお前に流れていくようになっているだろう。だが、今はお前の宣告による霊的な合図は結界に遮られてしまって、俺のところにはただの声としてしか届いておらんのだ。これでは力を引き出す事は出来ん」

「そ、そうなのか……」

　賀茂は何となくアブデルの説明に違和感を感じた。アブデルの名において命ずるに当たっては当然自分の霊力を集中させるが、それはあくまでアブデルの霊力の制御が目的であって、合図を送っていた自覚はない。だから、貯水槽そうに合図など送らなくても蛇口を捻ひねれば水が出るように、アブデルへの霊的な合図などなくても一方的に霊力は流れ込んでくると思っていたのだが。

　とはいえ、未熟者の自分と天使の階級で最上位のアブデルでは、アブデルの言う事のほうが正しいのだろう。自分では自覚していなくても、こっちが霊力を集中させる事がアブデル側にとっては合図と受け取られているという事かもしれない。そう思って賀茂は、どこか納得いかないながらもうなずいた。

「まあ心配するな。同じ結界内に入ってしまえば問題はない。幸い中に入るだけなら自由なようだからな。外へ出る方法は、結界を張った奴やつを屠ほふったあとでゆっくり考えよう」

　アブデルはそう言うと、玄関の敷居を跨またいだ。

　そして聞こえないように口の中でボソッと呟つぶやく。

「囚とらわれの美少女を救出しに突入という美味おいしい役回りを、賀茂一人に独占させるわけにはいかんからな……。俺もたまちゃんの手前いいところを見せねば」

　果たして賀茂がアブデルの霊力を引き出せなかったのが本当に結界のせいなのか、それともアブデルが自分も一緒に突入するための口実作りであったのかは、永遠の謎なぞであった。
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「一応これで大丈夫でしょうか」

　たまは洗面器でタオルを絞りながら、ふぅっ、と息をついた。

　サラの全身の軟なん膏こうをやっと拭ふき終えたところである。服や下着にも付いてしまっていたので、それらも全部脱がして着替えさせた。

「大丈夫かどうかは分かんないけど、やれる事は一応やったし、いいんじゃない？」

　律りつ子こはそう言うと、サラを抱き上げた。

「どこに寝かしとく？　床の上に転がしとくのもなんだし」

「あ、隣となりの応接間にソファがありますから。上にあがればベッドもありますけど、運ぶの大変ですし」

「よっしゃ。んじゃ、応接間に置いてくるわね」

　律子はサラを抱えて隣の応接間へ移動した。

　そしてベッドにサラを寝かせると、幻覚を見て暴れ出したりしないよう、体をロープで拘束する。

「全身の血行を止めないようにする縛しばり加減が難しいのよね……。ほんのり赤くロープの跡が残るくらいがいいんだけど」

　ぶつぶつ言いながら手際よくロープをかけていく律子。

　たまはサラの事を律子に任せて、洗面器を風ふ呂ろ場に戻してくる事にした。

　そして、台所兼食堂から廊下に通じるドアに手をかける。

　だが、そこでたまはぴたっと立ち止まった。

　ドアの向こうから、物音がした。低い囁ささやき声で、人数は多分二人くらい。若い男の声だ。何か揉もめているような感じである。

「り、律りつ子こさん……」

　たまは声を押し殺して律子を呼んだ。

　律子は隣りん室しつから戻ってくると、のんびりした調子で返事する。

「んー？　何？」

「い、今、玄関のほうから、ひ、人の話し声が……」

「人の声？　あー、玄関のドア壊こわれっぱなしだしね。夜遊びしてる不良少年たちとか、その辺の浮浪者とかが、一夜の宿を求めてやってきたんじゃないの？」

　律子は笑い話のように言う。

「律子さん。笑い事じゃないですよ……。変な人が入ってきたらどうするんですか……」

「その時はまぁ、ぶん殴って縛しばり上げて警けい察さつ呼べば。家宅侵入だったらうっかり殺しちゃっても正当防衛認められるんだったっけ……？」

　そう言いかけて律子はハッとした。

「あ、でも警察が来ても、結界のせいで犯人たちの身柄引き渡せないんだっけ。そうか。それは困ったわね。どうしよう……」

「何だか困るポイントが違う気がしますけど……」

　たまは困った汗を浮かべながら呟つぶやいた。しかし、律子のこの余裕は正直なところ心強くもある。

「まぁちょっと様子窺うかがってみようか」

　律子はそう言って立ち上がると、たまのほうへやって来た。そしてドアに耳を当てる。

「二人……。何か揉めてるわね」

「はい」

「結界のせいで外に出られなくなって慌ててんのかしら？」

「どうなんでしょう……？」

「まぁそれはともかくとして、真っ当な訪問者なら黙だまって入ったりせずにチャイム鳴らすだろうし、不法侵入と見なしていいわね」

　律子がそう言った時、玄関先のほうからみしっと床板を踏む音が聞こえた。家の中に上がってきたらしい。

「律子さん……！」

　たまは思わず律子の服にしがみつく。

　律子は人差し指を口に当てて、静かにするよう身振りで示した。そして、離れていろとジェスチャー。

　たまは口を押さえてうなずくと、ドアから離れて奥へ下がった。

　律りつ子こを見ると、じっと耳を澄すませて足音に集中している。侵入者の歩くリズムをカウントしながら、いきなりドアを開けた。

「曲くせ者ものっ！」

　時代劇げきがかった台詞せりふを叫びながら、大振りのフックをドアの向こうへ叩たたき込む。

　拳こぶしが頭ず蓋がい骨こつに当たってすごい音を立てた。

「ぶべらっ！」

　殴られた相手が、まるでやられ役の雑魚ざこキャラみたいな声を上げるのが聞こえた。

　続いて、仲間と思おぼしき人物が慌てたような声を出す。

「賀か茂もっ！」

　その声を聞いてたまは思わず目を見開いた。

「賀茂さん？」

　律子も驚おどろいた様子で、殴り飛ばしたほうを見つめている。

　やがて玄関のほうから、アブデルが賀茂を背負って姿を現した。

　律子はたまのほうを振り返ると、苦笑いを浮かべて頭を搔かいた。

「ごっめ～ん。たまちゃんの大事な賀茂くんの顔面、思いっきり傷つけちゃったかも。てへ」

　全然反省していない様子のその表情からは、殴ったのがアブデルじゃなくてよかったという思いが、いっそ清すが々すがしいほどの勢いで発散されていた。




「んで、こんな時間にこんなとこまで来て、こそこそと何やってたの？」

　賀茂が意識を取り戻すと、律子がさっそく問い詰めるような口調で尋ねた。いきなり殴った事への後ろめたさなど、まるで無視である。

　賀茂は氷を入れたビニール袋をこめかみに当てながら、やや不機嫌に答えた。

「たまちゃんの帰りが遅いから探しにきたんだ。そしたら何か結界とか張られてるし、もしかして変な奴やつに捕まってるんじゃないかと思って玄関先で色々対策とか話してたんだよ」

「ごめんなさい。ご心配かけちゃって……」

　たまは悄しよ気げた様子でうつむいた。

「ちゃんと電話しようと思ったんですけど、サラさんに電話機壊こわされちゃって……」

「サラさんって？」

　賀茂は尋ねる。

　たまの代わりに律子が答えた。

「私たちをここに閉じ込めた張本人。魔ま法ほうの国からやって来た魔女だそうよ」

「魔女だって？」

　賀か茂もは驚おどろいて立ち上がった。アブデルも一緒に立ち上がる。二人に緊きん張ちようが走った。

「それでその魔ま女じよは今どこに？」

　勢い込んで聞く賀茂。たまも律りつ子こも余りに平然としていたからうっかりしそうになったが、二人は結界に閉じ込められていたのである。ついでに賀茂たちも、今は囚とらわれの身なのだ。

　たまが二人の緊張など露つゆ知らぬ様子で、のんびりと答える。

「あ、えっと実は突然気を失っちゃったんで、今隣となりの部屋のソファに寝かせてあります」

「気を失った？」

「はい。魔法を使うところを見せてくれるって言って、空を飛んで見せるからって飛行用の軟なん膏こうとかいうのを全身に塗ってしばらくしたら、突然ばたっと……」

「どういう事……？」

　よく飲み込めない賀茂。

　律子が隣から説明した。

「いや、そのサラちゃんってのがね、自称魔法の国のプリンセスだって言うもんだから、じゃあどんな魔法が使えるのか見せてって頼んでみたのよ。そしたら、空を飛んでみせるって大見得切って、そのために飛行用の軟膏とかいうのを全身に塗ったんだけど、どうもこれがナチュラルドラッグの塊みたいなものらしくて、そのままラリって意識失ったってわけ」

「な、何か、間抜けっていうか、緊張感全然ないな……」

　賀茂は何だか脱力しながら呟つぶやいた。

　二人を閉じ込めたり、こんな強力な結界を張ったりしているから、もっと凶悪で狡こう猾かつな相手を想像していたのだが。

　とはいえ、特にひどい目に遭わされた様子もなく、むしろフレンドリーと言ってもいいような雰囲気で過ごせていたようなのは一安心だ。

「っていうか、そもそもどういういきさつで閉じ込められたわけ？」

　賀茂は少し落ち着きを取り戻しながら尋ねた。

　たまが説明する。

「えっと、今朝からちょっと風邪かぜっぽかったんで、学校の帰りに、こっちに置きっぱなしになってた冬物の服を取りにきたんです。そしたら、サラさんが礼拝所にいて、『ここの教会に住み着いた悪魔を召喚しようとしてた』って言って……」

「ここの教会に住み着いた悪魔？　それって……」

「はい。私の事です……。何でも、一人前の魔女になるためには、悪魔と主従関係の契約を結ばないとダメだとかっていうお話で、でも最近地上で活動してる悪魔なんて滅めつ多たにいないから、それで私にって……」

「契約か……」

「一応、よく分からない書類に判はん子こは押せませんって言って断ったんですけど」

「それで契約してくれるまで帰さないっつって閉じ込められたってわけ」

　律りつ子こが補足する。

「そうか。まぁ、少なくとも危害を加えるつもりで閉じ込めたわけじゃなさそうだな……」

　賀か茂もは緊きん張ちようを緩ゆるめて小さく安あん堵どした。

　だが、その背中をアブデルが叩たたく。

「賀茂よ。気を緩めるのはまだ早い」

「え？」

「今はまだ契約するために穏おん和わで友好的な態度を取ってみせているかもしれんが、たまちゃんと契約を交わした暁に一体何を企たくらんでいるのか分からん。独力でこれだけの結界を張れる奴やつがたまちゃんの魔ま力りよくを自由に使えるとなると、はっきり言ってお前の手には負えんだろう。今のうちに手を打っておくべきだ」

「そ、それもまぁそうだけど……」

　賀茂は曖あい昧まいに同意しつつ、それでもあまり気は進まない。

　アブデルはそんな賀茂を厳きびしい目で睨にらんできた。

「けど、何だ？　先ほど言った事を忘れたのか？」

　先ほど言った事。

　要するに、魔女は魔女であるという時点で死に値するという話だろう。

　もちろんこんな短時間で忘れるほど賀茂の記き憶おく力は悪くない。むしろ、忘れていないからこそ気が進まないのである。

　しかし、賀茂の気が進むか進まないかなど、アブデルにとっては些さ事じに過ぎない。賀茂の首根っこを引きずるようにして隣りん室しつへ進んでいく。

「と、とにかくまぁ、意識をなくしてる間にどんな奴か『見る』だけ『見て』おくか……」

　賀茂は引きずられるようにしながら、アブデルとともに隣室へ向かった。

　どうせ受肉した状態のアブデルの力は、賀茂を通じてしか発揮できない。ならば、自分が手を下さない限り、いきなり問答無用で魂を消し飛ばすような暴挙は起こらないはずだ。

　ドアを開けると体を縛しばられた状態でソファに寝かされている人物が見えた。あれが『自称魔法の国のプリンセス』、魔女のサラだろう。思っていたより随分小柄だ。魔女と言えば老婆と決まっているそうだが、よっぽど歳としを取って縮ちぢんでしまったのだろうか？　だが、少女のようなツインテールに結った髪は、遠目にも艶つやがあって若々しい。ソファの背もたれの側を向いて横たわっているため、顔はよく見えない。

　賀茂が部屋の入り口で躊ちゆう躇ちよしているのを脇わき目めに、アブデルはずんずん中へ入っていく。そして、立ち止まっている賀茂に鋭するどい目を向けた。

「どうした？　そんなところで止まってないでお前も来い」

　真剣な表情だ。アブデルがこんな真剣な顔を見せるのは、秋あき葉は原ばらで同人誌を選んでいる時を除けば本当に危険な時だけだ。だが、アブデルの霊れい力りよくをもってしてもヤバい状況など、滅めつ多たにあるものじゃない。魔ま女じよというのはそこまで危険な存在なのだろうか。

　賀か茂もはごくりと唾つばを飲み込んだ。『眼』を開き、いつでもアブデルの霊力を放出できるように精神を集中させながら、部屋の中へ足を踏み入れる。

　サラを『見る』と、確かに持っている霊力は普通人と比較するとやや強い。とはいえ、はっきり言ってその強さの程度は賀茂自身とそれほど差はない。むしろ、賀茂のほうがまだ強いのではないだろうか。しかしこの程度の力でこれほどの結界を張ってしまえるのかと思うと、それはそれで逆に怖い気がした。相当の集中力と技術がなければ不可能だ。絶対に賀茂には真似まね出来ない。

　だが、本当に殺せと言うつもりなのか？　悪事らしい悪事を働いたというわけでもないのに？　たまや律りつ子こを閉じ込めていたとはいっても何の危害も加えていないのに？　ただ魔女だからというだけの理由で殺すべきだと本気で言うのだろうか？

　もちろんアブデルからすればきっと、懸け念ねんするだけの理由があるのだろう。何かが起こってからでは遅いのだという考えも分からないではない。そしてそれを見過ごすよりは、何も起こらないうちに芽を摘んでおきたいと考えているのだろう。だが、そのために、まだこれといった悪事を働いたわけでもない彼女を殺してしまう必要があるのか？　殺さずとも、何らかの方法で魔力を永久に封じたり消滅させるような手段はないのだろうか。

　賀茂が悩んでいると、アブデルの声が飛んできた。

「どうした？　何を考えている？」

　賀茂は思わずびくっと体を竦すくませた。

「い、いやその、ちょっと相手の魔力を封じる方法がないかなって……」

「魔力を封じる？」

　アブデルはじろっと賀茂を睨にらむ。

「まだキサマはそんな甘っちょろい事を言って……」

「あっ。い、いや、だからそのつまりその、こ、殺すにしてもほら、確実さを高めるためには……」

　賀茂が苦しい言い訳をしかけた時、サラが軽いうめき声を上げた。そしてごろんと寝返りを打つ。今まで向こうを向いていた顔がこちらを向いた。

　それを見た瞬しゆん間かん、アブデルはハッと息を吞のんだ。

「待てぃ賀茂っ！　殺してはならんっ！」

　慌てて賀茂の後ろ襟えりを摑つかむと、力一杯引っ張る。

「うわっ!?」

　バランスを崩して後ろに倒れる賀茂。

「な、何だいきなり？」

「これを見ろ」

　アブデルは鋭するどい声で寝ているサラを指差した。言われるままに目を向ける賀か茂も。

　こちらを向いたサラの顔は、老婆ではなくまぎれもない少女だった。ほっそりとした体つきに透き通るような白い肌。吞のん気きな寝顔で涎よだれを一筋垂らしている。この背格好からして、年ねん齢れいは十歳から十二歳くらいの間だろうか。いかにもアブデル好みの美少女だ。

　賀茂は白けた表情で聞き返す。

「……何？　要するに自分の好みだから殺すのは中止って事？」

　まあ、初めから殺したくないと思っていた賀茂としては、それでも全然構わないのだが。

　しかし、アブデルは賀茂の問いに激げつ昂こうした。

「馬ば鹿かにするな！　全天一神に忠実な僕しもべと称されるこの俺おれが、自分一人の嗜し好こうに左右されると思うかっ！　いいか賀茂？　この少女は、魔ま女じよは魔女でもただの魔女ではない。そう。『魔女っ娘こ』なのだぞ？　それも、魔女っ娘として最適齢期である小学校高学年くらいで、髪型はコケティッシュなツインテールで、しかも律りつ子ことたまちゃんの話によればちょっぴりドジな魔法の国のプリンセスだと言うではないか！　この狙ねらい澄すましたかのような設定に加えて、この容姿！　幼い中にも王女としての気品を漂わせる顔立ちと、間抜けささえ漂う無防備な寝顔のアンバランスさ！　これぞ神の大いなる恩おん寵ちようの地上における具現の一つと讃たたえられるべき存在ではないか！」

「はぁ……？」

　一いつ瞬しゆん言葉を失ってから、慌てて我に返る賀茂。

「い、いや、確かにアブデルの好み的にストライクゾーンど真ん中かもしれないけど、いいのか今の発言？　『魔女は生かしておいてはならない』ってのが西洋キリスト教では公式見解だったってさっき……」

「うむ、確かにな。かつて魔女は、神に背いて悪魔に従った異端者であるとして、多くの者が異端審問にかけられた。いや、それどころか何の罪もない善男善女でさえ片っ端から魔女の嫌疑をかけられ、過酷な拷問によって引き出した自白のみに基づいて断罪されたものだ。そうして実に十万以上もの人間が火刑に処された。ボン近郊のとある教区司祭が書いた手紙によれば、彼の地元では九歳から十四歳までの身分の高い子供たちまでがあらぬ嫌疑で焼き殺されていると証言されている」

　アブデルは他人ひと事ごとのように嘆いてから、憤りも顕あらわに拳こぶしを握り締しめて天を仰いだ。

「だが！　九歳から十四歳と言えば、少女たちがその魅力を最も妖あやしくきらめかせる時期として、かのハンバート・ハンバートが称揚したまさにその年代ではないか！　一六二九年に火刑にされたバルバラ・ゲーベルという少女は、刑吏の記録によれば当時ヴュルツブルクで最も美しい乙女だったのだぞ！　それを焼き殺すなど、世界に対する大罪、神に対する反逆と言わずして何と言う！　はっきり言って十五世紀から十七世紀にかけて吹き荒れた魔女狩りの狂気は、神の御み心こころから最もかけ離れた蛮行であり、キリスト教史における最大の恥辱と言っていいだろう」

「な、何を他人ひと事ごとみたいな言い方……。っていうかアブデルだって……」

　同じ事を言っていたくせに、とツッコもうとした賀か茂もだったが、アブデルはそんな隙すきを与えない。

「第一、魔ま女じよと魔女っ娘こは違う。そもそも異端とは何か？　正統に対する対義語だ。ならば魔女が異端として糾きゆう弾だんされるためには、彼女がキリスト教文化に属していなければならない。同じキリスト教文化に所属していながら、正統教義から逸脱する事を以もって初めて異端は異端たりうるのだからな。すなわち、魔女裁判にかける事が許される魔女は全すべて、キリスト教徒もしくは元キリスト教徒でなければならないのだ。だがしかし！　彼女が自称していたという『魔法の国のプリンセス』という言葉からも分かるように、魔女っ娘というものは『ファンタジーの世界』の住人であり、キリスト教徒であるか否かという話とは無む縁えんな存在だ。その魔女っ娘を、一体いかなる理由によって『異端』として糾弾するというのだ？　そもそも初めからキリスト教の内部に存在していない者を『異端』として糾弾するとしたら、それは信仰の押しつけ以外の何ものでもない。だが信仰とは『説かれるべきもの』であって、『強制されるべきもの』ではない。ある信仰に背いたからといって命を奪われるような野蛮な事は許されるべきではないのだ。『魔女は魔女である時点で神に背くという良心の罪を犯している』などという主張からしておかしいと気づくべきだったな」

　そう言って首を振りながら悲しげに嘆息する。

「まあ、我が主に信仰を捧げているキリスト教といえども、所しよ詮せんは人間どもの作った一宗教。結局、有限な存在である人間ごときには、神を理解するにも限界があるという事の一例だな。悲しい事ではあるが……」

　やりきれない顔を浮かべてさっさと自己完結してしまったアブデルを、賀茂は何もツッコめないまま黙だまって見守るしかなかった。

　一応『悪魔』であるたまと契約を結ぼうとしている時点で、アブデルの立場からすれば糾弾対象みたいな気がしたが、余計なツッコミを入れるよりも、とりあえず殺さずにすんだ事を前向きに喜ぼうと、必死で自分に言い聞かせる健けな気げな賀茂だった。
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　少し時間を遡さかのぼって、賀か茂もの家に残ったみきである。

　電話が鳴ったので出てみると、たまを探しにいった賀茂からだった。今、以前彼女が住んでいた教会の最寄り駅にいるという。電話の用件は、たまが入れ違いに帰宅していないかどうか、念のために確認しただけらしい。

　まだ帰っていないと答えて受話器を置く。

　そして時計を見た。

　そろそろ夜の十一時。こんな時間まで帰ってこないなんて、本当に一体何があったのだろう。何か危険な事に巻き込まれたのではないのか。無事でいるだろうか。そして、探しにいったアブデルまで巻き込まれてしまったりはしないだろうか。

　じっと待っているだけというのは落ち着かない。みきは千々に乱れる思いを胸に居間の座布団に戻った。

　心配を紛らわすためにテレビの教育番組を点つけてみたが、気もそぞろでまるで頭に入ってこない。

　気持ちを落ち着けようと、茶道具を取り出してお茶を立てた。静かに一服すると、少し落ち着きが戻ってきた。

　しかし、それも束つかの間の効用に過ぎず、しばらくすると茶に含まれるカフェインが交感神経を刺激して、前よりいっそう落ち着かなくなってきた。

　無駄だと分かっていながら、玄関先まで様子を見に立つ。そして、馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思い直して居間に戻る。そんな事を三、四回繰くり返した。

　だが、そんな事をしていても詮せん無なき事。こんな所で無駄にそわそわしているよりも、この場にいながら何かやれる事はないだろうか。

　みきは考えた末、ある事に思い至った。

　お筆ふで先さきである。

　筆に神しん霊れいを降ろし、直接そのお告げを得るという、みきの得意の術だ。お筆先によって得られる神託の情報は断片的で、しかも解釈を必要とする形でしか得られないが、その代わりアブデルの霊視力でさえ捉とらえられない事を知ることが出来る場合もある。

　お筆先で何らかの情報を摑つかむ事が出来れば、今度もし再び電話があった時に何らかの助言を与える事が可能ではないか。何故なぜその事に今まで思い至らなかったのか。

　みきは風ふ呂ろ場へ足を運んだ。そして、服を脱ぐと、冷水を盥たらいに溜ためて頭から被かぶる。水みず垢ご離りだ。冷たい水を被る事で、乱れる心を鎮しずめ、体を清めるのである。

　何度か冷水を浴びて心身を清浄にすると、再び服を身に着け自室へ向かった。

　鞄かばんの中から、常つね日ひ頃ごろ携帯している秘蔵の筆を取り出す。

　そして、賀か茂も家の神棚が置かれている仏間に入り、部屋の中央に音もなく座った。この神棚に祀まつられているのはあくまで賀茂家の守しゆ護ご神であるが、これからお伺うかがいを立てる事は賀茂家の人間たちに関かかわる事であるし、自分も居候とはいえすでに賀か茂も家の一員だ。神棚の世話も任されている。問題はない。
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　霊れい視し力の著しく低いみきでは、筆に降りた神が邪霊や野の狐ぎつねなどであっても見抜けないという弱点があるが、幸いこの部屋は霊能力者一家の仏間だけあって、その種の雑霊が入る事のないようきっちりと結界が張られている。安心していい。

　みきは目の前に紙を広げると、精神を統一した。そして筆を手に取る。

　形の整った唇から、歌うように神しん咒じゆがこぼれた。

「あはりや、あそばすともうさぬ、あさくらに、やえことしろぬしの大神あそばしませ……」

　三回ほど唱えると、右手に持った筆を紙の上に持っていき、神が降りてくるのを静かに待つ。

　やがて、筆の先が小刻みに震ふるえはじめた。

　……来た！

　みきは意識を筆先に集中した。

　筆はしばし行き惑うかのようにいびつな円を描いていたが、そのうち見えない力に引きずられるようにして紙の上に線を描き出した。その線は文字を形づくり、文字は連なって言葉を作り、そして一首の和歌の形式の託宣となる。

　筆の動きが止まると、みきは神を帰す秘ひ咒じゆを唱えて筆を納めた。

　紙を取り上げ、現れた託宣を読む。

　──とぶらひし　玉たま藻もの宿や　をとめをり　契りなくして　よも帰るまじ

　これと言った修辞もなく、至って単純な歌だ。上手下手へたはともかくとして、分かりやすい。

　素直に読み解けば、訪ねていった家に乙女がいて、契りを結ばない事には帰れないという事か。「をとめをり」とは「乙女居り」であると同時に「乙女／留めおり」かもしれない。「乙女檻おり」であるとも読める。「玉藻の宿」というのはいささか奇妙な表現だが、風に吹かれて揺れているような古びた空家を指すのであろうか。玉は、現在探している最中のたまと掛けている可能性も高かろう。とすればここは、「たまのいる古い空家」と読むべきか。あるいは、今は空家になっているたまの教会を意味しているのかもしれない。そうすると、「たまのいる古い空家（たまの住んでいた教会）を訪ねてみると乙女がいて檻のように閉じ込められ、契りを結ばない事にはとても帰ることが出来ない」という意味になる。

　そこでみきは顔がん色しよくを失った。契り？　契りを結ばないと帰れない？

　辞書で「契り」を引いてみると、大体次のような意味が載っている。

　ちぎり【契り】　①ちぎること。約束。契約。②前世からの因いん縁ねん。ゆかり。③男女が情を通ずること。夫婦の交わり。

　そして、「乙女」がいて「契り」と来たら、これはもう当然ながら意味は③に決まっている。

　お兄様アブデルの貞てい操そうが危ない！　こんな所で吞のん気きに帰りを待っている場合ではない！　みきは託宣を受けた紙を握り潰つぶしながら立ち上がった。

　他ほかの女などに渡してなるものか！

　懐ふところに呪じゆ殺さつ用の藁わら人形を入れると、外出の支度もそこそこに玄関から飛び出す。

　行き先は、たまの以前住んでいた教会で間違いなかろう。一体何者だ？　妹にも等しいたまを拉ら致ち監禁しただけでは飽き足らず、大事なお兄様にまで手を出そうという不ふ埒らちな輩やからとは！

　駅に向かう夜の道を憤ふん怒ぬの相で駆け抜けていくみきの姿は、さながら悪鬼の如ごときであった。財布の中に三十円しか入っていない事に気づくには、あまりに頭に血が上りすぎていたみきだった。




　その頃ころ、賀か茂もたちと別れた真ま央おは、家には向かわず周辺のナワバリを見回っていた。

　ゴミ捨て場や休きゆう憩けい用の屋根などを歩いて回りながら、時折匂においをマーキングするため頭を擦こすりつける。さすがにこういう行動は、人目のある日中ではやりづらいものがある。せっかくこの時間帯に出てきたのだから、チェック出来るところはチェックしておきたい。

　最近律りつ子こに夜間の外出を阻まれていたせいで、かなりよそ者が幅を利かせているようだ。日当たりがよくてお気に入りだったアパートの屋根も、いつの間にか知らない猫ねこの匂いがしていた。

「何こいつ？　新参者？　挨あい拶さつもせずに人の場所取ったりして感じ悪～っ」

　鼻をひくひくさせて不平を漏らしながら、自分の匂いを上塗りするためにトタン屋根にごしごしと頭を擦りつける。

「ったくもぅ、しばらく見回りに来ないとすぐこれだから……」

　ブツブツ言いながらため息をつくと、次のチェックポイント目指して道の向こう側の屋根へと跳ぶ。

　その時、突然何かが足に絡まった。

「わっ!?」

　空中でバランスを崩す真央。目指す屋根には飛び移れたが、着地に失敗してそのまま転がるように屋根の向こう側から落下した。

　落ちる途中でなんとか体勢を整え、衝しよう撃げきを吸収するように四つんばいになって着地。幸い下は芝生の植え込まれた庭で、怪け我がはない。

「もぉ～っ！　何なのよ一体！」

　腹立ち混じりに足を見る。

　数珠のような物が右足首に絡みついていた。小さな珠たま十個おきに、大きな珠が一つ付いている。そして、十字架が取りつけられていた。祈き禱とうの際に用いるロザリオだ。

「何これ？　首飾り？」

　真央は不機嫌そうにロザリオを摑つかむと、力任せに引きちぎろうとした。だが、思ったより丈夫な紐ひもを使っているのか、引っ張っても足に食い込むばかりでちぎれる気け配はいはまるでない。大人おとなしく、絡みついたのを解ほどいたほうがよさそうだ。

　ところが、解こうとしても、どういう理屈か足にへばりついて離れない。何とか一部を引き離す事に成功しても、続いて他ほかの場所を引っ張ろうと手を移動するとすぐ元に戻ってしまう。

「何？　どういう事？　何で？」

　真ま央おは少し焦りを覚えた。しかしロザリオは絡みついたまま、どうしても離れようとしない。

　その時、すぐ隣となりで足音がした。いつの間に？　ロザリオと格かく闘とうするのに夢中になっていて、全然気がつかなかった。

「探しましたよ……」

　冷たい女の声がした。

　真央はびくっとして飛びすさった。だが、大して重量もないはずのロザリオが何故なぜか右足のバランスを奪い、そのまま後ろ向きに尻しり餅もちをついた。

「あたたた……」

　倒れたまま声の主を見上げると、歳としの頃ころは二十代半ばくらい。日本語を喋しやべっていたが、見た感じはコーカソイド系の金髪女性。袷あわせの部分と胸のラインに十文字のデザインを入れた黒いコートを着込んでいる。

　街灯を背にしているため、表情は影になってよく見えない。だが、その雰囲気はどこかしら冷たい敵意のようなものを感じさせた。

　女性はじりっと間合いを詰める。真央は背中に嫌な汗を搔かいた。完全に尻餅をついた今の体勢からでは、起き上がってダッシュするまで二挙動は必要だ。この距離では、それはあまりに遅すぎる。逃げられない。

　彼女は音もなくもう一歩距離を縮ちぢめた。

　そして真央の顔を覗のぞき込み…………意外そうな顔をした。

「あ、あら？」

　それまでの雰囲気とはがらっと異なる、素すっ頓とん狂きような声。

「ごっ、ごめんなさい。人違いでした……」

　口に手を当てて少し動揺した様子を見せた。

　そして、大慌てで真央の足元に屈かがみ込むと、巻きついていたロザリオに指を触れて何事か囁ささやく。その途と端たん、あれほど頑固に絡みついていたロザリオは、するりと真央の足首から離れ落ちた。

　驚おどろく真央に向かって女性は申し訳なさそうに頭を下げると、謝しや罪ざいの言葉を繰くり返した。

「本当にごめんなさい。こんな夜よ更ふけに空を飛んでいるなんて、絶対に魔ま女じよに違いないと思ったものですから……」

　空を飛んでいたわけではなく、屋根から屋根へ飛び移っていただけなのだが、暗い夜に下から見上げれば飛んでいるようにも見えたかもしれない。

　それよりも真ま央おは、もっと別のところが気になった。

「魔ま女じよって……？」

　物問いたげに呟つぶやく真央に向かって、女性は静かにうなずいた。

「赤ん坊を攫さらって生き血を啜すすり、夜よ更ふけに山の上で冒ぼう瀆とく的なサバトを繰くり広げると言われるあの魔女です。天候を荒れさせ、家畜の乳の出を悪くし、隣りん人じんたちに疫病をばら撒まく事が生きがいだとされている、あの魔女の事です」

　そう言って忌々しげに首を振る。

「あの、よく分からないけど、もしかしたらたまちゃんちの教会にいたあの魔女の事？」

　真央がそう言った途と端たん、女性はハッと目を見開いた。

「知っているのですか？」

「知ってるっていうか、さっきちょっと喧けん嘩かしてきたとこだから」

　捕まりそうになって尻尾しつぽを巻いて逃げてきたとは、さすがに恥ずかしくて言いにくい。

　女性は激しい勢いで真央に迫った。

「ど、どこです？　どこで出会ったのですか？」

「だからたまちゃんの住んでた教会」

　そう言いながら、指で方向を示す真央。

「案内してください！」

「え？　今すぐ？　今はちょっと……どうしよ……」

　真央は少しためらった。ついさっき賀か茂もたちと別れたばかりだ。今行けば、まだ賀茂はあの辺りにいるだろう。見つかれば、帰るという約束を破った事になってしまう。

　だが女性は激しい剣けん幕まくで迫る。

「今すぐです！　魔女を捕らえるのが遅れれば、その分だけ彼女は世界に害を撒き散らします。一刻の猶予も許されないのです！」

　勢いに押されて怯ひるむ真央。

「ん～、ま、まあ、近くまで案内するだけだったら……」

　やむを得ずそう呟いてうなずく。

「じゃあ、ついてきて。こっち」

　道路に出ると、先に立って先せん導どうする真央。

　女性は静かにあとに続く。

　黙だまって歩くのも何となく気まずいので、真央は女性に向かって話しかけた。

「ところでおばさんは何で魔女なんか追ってるの？」

「おばさん？」

　ぴくっと女性のこめかみに青筋が浮き出た。まだおばさんと呼ばれる年ねん齢れいではないと言いたいらしい。

　だが、大きく深呼吸して気持ちを鎮しずめると、まだ少し頰ほおをぴくぴく引きつらせながらも、何事もなかったかのように言った。

「そういえば、まだ自己紹介をしていませんでしたね。申し遅れました。私はセバスティエンヌ・ウリエリスと申します。本国では、司法と警けい察さつを兼ねたような官職に就いております……」

　そう言って名刺を差し出す。そして軽く咳せき払ばらいをしてから言った。

「今回私は、人間界へ現れた魔ま女じよを捕ほ獲かくするためにこの地へやってきました。その魔女がこの世に害をもたらす前に見つけて捕獲するのが任務です」

「よく分からないけど、あの魔女ってやっぱり悪者なの？」

「悪者。そう……ですね……。少なくとも、世界の人々に対してよからぬ事を企たくらんでいるのは間違いありません……」

　少し視線を伏せながら、セバスティエンヌは深刻そうにうなずいた。

　やっぱり、あの魔女っ娘こは悪い奴やつだったらしい。問答無用でいきなり襲おそいかかってくるところからして、悪者に決まっているとは思っていたけれど。

「じゃあさ、悪者だったら、私も魔女捕まえるの手伝っていい？」

「え？　ええ、そうですね。手伝っていただければ助かります」

　その返事を聞いて真ま央おは満足そうな笑みを浮かべた。

　相手が悪者と決まっていれば、少々手荒な事をしたって咎とがめられまい。さっきやられたお返しに、今度こそコテンパンにのしてやる。人のナワバリ内で大きな顔をしたらどんな目に遭うか、徹てつ底てい的てきに体に分からせてやるのだ。

　真央は爪つめを出し入れしながら、興こう奮ふんに身をわななかせた。そしてはやる足取りでたまの教会への道を急いだ。




　再びたまの教会である。

「おかあさんごめんなさいおかあさんごめんなさいおかあさんごめんなさいっっっ！」

　サラを寝かせていた応接間から、ものすごい絶叫が響ひびいた。

「どうしたっ？」

　賀か茂もたちが慌てて駆けつけると、サラは起き上がって、真っ青な顔にびっしょり冷や汗を搔かいていた。

「ゆ、夢……？」

　息の上がった声で呟つぶやくと、ホッと息を漏らす。

　どうやら何かあったわけではなく、悪い夢を見ただけらしい。

　たまが駆け寄って、縄なわを解ほどくと汗を拭ふいてやる。

「大丈夫ですか？」

「あ、す、すみません……。ちょっと、恐ろしい夢を……」

　サラはまだ血の気のない顔でそう答えると、胸を押さえた。

　それから、賀か茂もとアブデルを見て不思議そうな顔をする。

「あの、この人たちは……」

「あ、えっと、私が今居候させてもらってるお家うちの賀茂さんとアブデル義兄にいさま。私の帰りが遅いからってわざわざ探しにきてくれて……」

　それを聞いた途と端たん、サラはさっと顔色を変えて立ち上がった。そしてたまの腕を摑つかんで身構える。

「つっ、連れ戻しにきたんですね？　たまさんをこの私から奪い去りにきたんですね？　でも私と契約してくれるまで、たまさんは返しませんよ！　言っときますけど、この家にはすでに結界が張ってあって、一度足を踏み入れたら絶対出られないようになってるんですからねっ！　連れ帰ろうったって、あなたたちだってここから出られないんだからっ！」

　警けい戒かい心しん剝むき出しでそう叫ぶと、今度はたまのほうを見る。

「たまさんも、この人たち全員ここから返してあげたかったらさっさと私と契約してください！　この人たちが自由になれるかどうかは、あなたの決断一つにかかってるんですよ」

　そう言って羊皮紙に書いた契約書を取り出す。

「さぁ、ここにサインと判はん子こを！」

　たまは困ったように手を振る。

「あ、あの、でも私、連帯保証人とかそういうよく分からない書類には判子押しちゃダメって言われてますから……」

　助けを求めるように賀茂へ視線を送るたま。

　だがサラはその目の前に立ちはだかって遮った。

「怖がらなくても大丈夫ですってば。そちらにとって不利益になるような事は何一つありませんから」

「でも……、そういう契約って、契約した人の魂と引き換えに使い魔まになっちゃうんですよね……？」

　以前、確か賀茂がそんな事を言っていた。契約した人間が生きている間はその人の使い魔として過ごし、契約者が死ぬとその魂が自分のものになる。そして賀茂は言ったのだ。二人でその契約を結べば、生きている間も、賀茂が死んでしまってからも、ずっと一緒にいられると。そうして、たとえ死んでも、いつまでも一緒にいてくれると。だが結局その後色々考えて、賀茂と契約を交わしてしまったら守しゆ護ご霊れいであるアブデルは天使という立場上マズいんじゃないかとか、賀茂に死後自分の側そばへ留とどまってもらうよりも、自分がきちんとこれまでの罪を償つぐなって、賀茂と一緒に天国へ入れるように頑張るべきなんじゃないのかという迷いもあって、その約束の話はそれっきりになったままずるずると今日まで過ごしているのだが。ちなみに賀茂のほうからもその話はしてこない。照れ屋の賀か茂もには切り出すきっかけがつかめないのか、それともアブデルからの制止あるいは妨害でもあるのか、それはたまには与あずかり知らぬところである。

　だがそれはそれとして、使い魔まになってしまったら常にサラと一緒にいなければならないのではなかろうか。見知らぬ魔法の国へ連れていかれて、生きているうちから賀茂と引き離されてしまったら、それはちょっと……いや、ものすごく困る。

　しかしサラは、気楽な口調でたまの言葉を否定した。

「あー、そういう心配ですか。大丈夫です。確かに男の魔術師なんかは支配欲強いですから、悪魔を自分の召使として契約しようってタイプも大勢います。中には契約なんていいもんじゃなくて、神の威光をちらつかせて悪魔を奴ど隷れいのようにこき使うような人だっているのは事実です。でも、私たち魔女は違います」

「違うってどう……？」

「魔女は悪魔に忠誠を誓い、手足となって働く代わりに、力を分け与えてもらうという形を取ります。使い魔インプを持つ魔女もいますけど、それは忠誠を誓った悪魔の人から借り受けるという形でして、決して奴隷や家畜のように虐しいたげたりはいたしません。私たち魔女は、悪魔を奴隷として使うような非人道的な差別待遇には断固として反対します！」

　サラは元気よくそう言った。

「そういうわけで、忠誠を誓う代わりにちょこっと魔力を貸してくださいな、っていう話ですから、そちらが不利益を被る事なんてまずありません。あなたの自由が今より束そく縛ばくされる事は決してないと保証します！　お任せ安心プランです！　私を信じてください！」

「そ、そう言われても……」

　たまはなおも渋った。まだ一つ気になる事があるのだ。

　契約すると、サラにはたまの持っている魔力が使えるようになるらしい。だが、サラは一体たまの力を何に使うつもりなのか。今はただ単に一人前になるためだけの目的かもしれないが、一度契約してしまったらもういつでもたまの力を使えるわけである。自分の目の届かない所で悪用されたらどうすればいい？　そもそも、秩序をかき乱し混乱を引き起こす事にのみ適した自分の魔力など、悪い事以外に使い道がないではないか。だけど、自分の魔力のせいで誰だれかを不幸にしてしまうのはもう嫌だ。これまで無自覚のうちに病気にしたり死なせてしまった人たちだけでも、すでに償つぐないきれない罪を背負ってしまっている。これ以上は背負えない。背負いたくない。

　黙だまっているたまを見て渋っていると思ったのか、サラは付加サービスを付けてきた。

「今契約してくださったら、サービスとして洗剤二パックお付けしますからっ」

「はい？　い、いえ、結構です。間に合ってますから……」

「じゃあさらに奮発してゴミ袋とビール券二十枚付けます！　これで何とかっ！」

「あ、あの～……新聞の勧誘じゃないんですから……」

　たまは困った顔でごまかし笑いを浮かべた。

「と、とにかく私、判はん子ことか全部賀か茂もさん家ちのほうに持ってっちゃってますし……」

「心配要りません！　ここにほとんどの苗みよう字じの判子を揃そろえてあります！」

　サラはそう言うと、三文判をぎっしり詰めた箱を取り出した。

「さあ！　ご自分の苗字を選んでください。実印届は私のほうでやっておきますから！」

「じ、実印届って……」

　たまは顔を引きつらせて大粒の汗を浮かべた。そのまま困ったように、目の前の判子を見つめる。

　サラはたまを拝み倒すように言った。

「お願いですよぉ～。いいじゃないですか、判子一つくらい～。減るもんじゃなし～」

「減るもんじゃなしって言われても……」

　当然のように、困った表情で口ごもるだけしか出来ないたま。

　するとサラは今度は逆切れした。

「何なんですかもう！　契約してくれる気がないんだったら、初めっから召喚なんかに応じなきゃいいじゃないですか！　それをのこのこ現れておいて、いざ契約を迫ったら『よく分からない書類には判子押しちゃダメ～』って、何ですかそれ！　馬ば鹿かにしてるんですか？　私のこと、おちょくってるんですか？　そんなのね、社会に出たら通用しませんよ！」

「す、すみません……。でもだってドア開けた時は、まさか私なんかを召喚中だなんて思わなかったんで……。ごめんなさい……」

「謝あやまるくらいなら判子くださいっ！」

「そ、それとこれとは……」

　押されっぱなしの困りっぱなしではあるが、それでもたまとしてはなかなか頑張って断り続ける。

　サラは次第に目に涙を浮かべ始めた。逆切れの次は、泣き落とし作戦発動らしい。

「いいじゃないですかぁ。そんな意地悪しないで……。契約取れないと私、国に帰れないんですよぉ～。たまさんが判子一つポンと押してくれさえすれば、皆さん無事にお家うちへ帰れるし、私も国へ帰れるし、双方丸く収まって万ばん々ばん歳ざいじゃないですか。ね？　そうでしょう？」

　両手を合わせてすがるような目つきで見上げるサラ。

「あ……ぅ……」

　たまはその目に怯ひるんだ。

　正直な話、こういう目には弱いのだ。本来なら、一方的に監かん禁きんしておいて「双方丸く収まって云うん々ぬん」もクソもあるかと、簡単に切り捨てたところで構わないはずである。だがたまの場合は、その場の情に非常に流されやすい性格に加え、そもそもそういう切り返しが思いつかない。脳みその作りが、そういうシナプス結合を発達させていないのである。

　その時、困りきったたまを見かねたのか、それとも純粋な好奇心からか、律りつ子こが脇わきから口を挟んだ。

「そういえばさ、国に帰れないってサラちゃんの国どこら辺にあんの？」

「え？　私の国ですか？」

　話題を振られて律子のほうを振り向くサラ。たまは内心ホッとする。

　律子はサラに向かってうなずいた。

「うん。国名、ヘクセニアって言ったっけ？」

「そうです。夢と奇跡のワンダーランド、魔ま法ほうの国ヘクセニアです」

「その国名、実は地図帳で探してみたんだけど見つかんなくてさー」

　律子はそう言いながら通学鞄かばんを取ってくると、中から地図帳を取り出した。そして後ろのページをぱらぱらとめくってみせる。

「ほら、後ろの索引にも載ってないのよ。どこら辺にあんの、ヘクセニアって？　っていうか実在するのそんな国？」

「あー、それはですねー」

　サラはそれを聞くと、なるほどといった顔でうなずいた。そして、目を閉じ胸を反らして得意げに人差し指を立てると、小こ馬ば鹿かにしたような調子で答えた。

「魔法の国ヘクセニアは、大人になってしまった人には見えない所にあるんです」

「はぁ？」

　律子は首を傾かしげた。

「大人になったら見えなくなるとこって、具体的にどこ？」

　サラは虚こ仮けにするように笑った。

「夢見る事を忘れた旧ふるい現代人のあなたたちには、探したところで永遠に見つからないですよ。考えるだけ無駄です」

　その時アブデルが感嘆の声を上げた。

「まっ、待て！　お、大人になったら見えなくなるという事は、もしかするとその国には子供しかいないという事なのか……？」

「え、なんで？」

　賀か茂もが不思議そうにアブデルを振り返る。

「ん？　何故なぜならこの場合の『見えなくなる』というのは、単純に視覚で捉えられなくなるというだけではなく、『大人になったら入れなくなる』という事だろう？　という事は、大人になってしまったらその国からは閉め出しだということではないか！　中に残るのは、まだあどけない少女たちのみっ！　醜みにくい老婆の魔女は一人もおらず、可愛かわいらしい魔女っ娘こだけが住む事を許された禁断の花園か！　いいかもしれん！　まさに夢の国だ……！」

　心はいつも燃え盛る十代にして、守備範はん囲いは心の年ねん齢れいよりマイナス五歳までのアブデルは、うっとりとため息を漏らした。

　それを聞いて律りつ子こも興きよう味み深ぶかそうに呟つぶやく。

「そっか。言われてみればその国って子供しかいないんだ。ガキばっかりで、国としてちゃんと運営出来てんのかしら？」

　そして、つぶらな瞳ひとみを野や次じ馬うま根性に輝かがやかせてサラのほうを見た。

「っていうかさ、人口を維持するには一定の出生率が必要だけど、大人がいないのにどうやって子供が生まれるわけ？　もしかしてその辺の事情って、詳しくツッコむと児童ポルノ法に抵触？」

　サラはそれを聞くと、カァッと顔を真っ赤にしながら動転したように大声を出した。

「ひっ、人の国を何だと思ってるんですかっ！　変な事言わないでくださいっ！　たとえ年ねん齢れいは大人でも、純粋な子供の心を残している人にはちゃんと見えるし住めるんですっ！　大人が全部あなたの同類だと思わないでください！　失敬なっ！」

　だがそう怒鳴ったあとで、サラはふと我に返ったように視線を逸そらした。

　そして、突然肩を落とすと、暗い声で独り言のように呟いた。

「……ですが、人口の減少が深刻な問題になっているのは確かですね。私たちの国は未いまだ、あの凄惨な魔ま女じよ狩りの後遺症から回復出来ていません……」

「魔女狩り？」

　たまがきょとんとして首を傾かしげた。

　律子が説明する。

「ヨーロッパの中世とかだったと思うけど、世界中に魔女がはびこって悪さしてるって妄想が広まってね。もしかしたら自分の隣となりの人も魔女かもしれない、みたいな疑心暗鬼に駆られて集団ヒステリーみたいになって無実の人を火あぶりにしまくったりとか、そういうのが大流行したのね」

「そ、そんな事が流行になったりしたんですか……。昔の人って怖いですね……」

「昔の人に限った事じゃないわよ。レッドパージとかも現代の魔女狩りみたいなもんだし」

「れっどぱあじ？」

「東西冷戦華やかなりし一九五〇年代、マッカーシズムの吹き荒れるアメリカ合衆国で大流行した共産主義者アカ狩りね。初めのうちはどうだったか知らないけど、煽あおりすぎたせいかだんだんエスカレートしちゃって。みんなすぐ身近に恐怖の共産主義者が潜ひそんでいるんじゃないかって疑心暗鬼に駆られて、密告合戦みたいな感じになっちゃってね。リベラル中道くらいのポジションでさえ糾弾されかねないような風ふう潮ちようで、共産主義と全く無関係な人まで次々槍やり玉だまに挙げられて、他ほかにも政敵を失脚させるために共産主義シンパのレッテル貼はったりとか、とにかくひどく混乱した事があったのよ」

「そうなんですか……」

　よく分からなかったが話の腰を折るのは気が引けるので、たまはとりあえずうなずいた。

　往時を偲しのぶように律りつ子こは遠い目をして吐息を漏らす。

「そうよ。私も結構リベラルなほうだから、当時は苦労したわ……」

「当時は、ってその頃ころまだ律子は生まれてないだろ」

　後ろから賀か茂もが念のため律りち儀ぎにツッコんだ。

　サラは話を続ける。

「レッドパージというものには詳しくありませんが、魔ま女じよ狩りが盛んだった時期は中世よりもむしろルネッサンス以降、十五世紀から十七世紀ですね……。異端を滅ぼし尽くした異端審しん問もん所が、組織の自己保存のために新たに糾弾の矛ほこ先さきを向けたのが、私たち魔女でした。魔女として処刑された人の財産は異端審問官によって没収されましたから、魔女狩りは彼らにとって貴重な財源でもあったのです。狂信と物欲を車の両輪として、魔女狩りの嵐はヨーロッパ中に吹き荒れました。留まるところを知らない狂気は罪のない人々の命を奪い、人血から金銀を手に入れる新たな錬れん金きん術じゆつが生まれたのです。庶民だけではなく、貴族や有力者たちもその餌え食じきとなって次々と狙ねらわれ、良心的な無実の人々が何人も処刑されていきました。そして、やがてその狂気の矛先は、私たちの住む魔法の国ヘクセニアにも向けられたのです……」

　サラはそう言ってぎゅっと拳こぶしを握り締しめた。

「私たちの国は当時およそ人口一万人程度の小さな国でした。そして、時折人間界と交流を持ちながら、慎つつましく静かに暮らしていたのです。ところがある日突然、狂信に駆られた異端審問官たちがなだれをうって入り込み、手当たり次第拷問にかけて火あぶりにしていきました。幼い子供でも、容赦はされませんでした。万力のような締め具で親指を潰つぶされ、『イスパニアの長靴』と呼ばれる拷問具で足の骨を砕かれ、焼けたはさみで肉を切り裂かれ、ボロボロにされた挙句に火刑台の上で焼かれたのです。そうやって虐殺された住民の数は、実に三十万人以上にも上りました……」

「そ、そんなにたくさん……」

　聞いていたたまの顔から血の気が引いた。思わず吐き気がこみ上げる。

　が、しかし。

　賀か茂もが言いにくそうに口を開いた。

「いや、あの、ちょっといい……？」

「何ですか？」

　サラが聞き返す。

「当時の人口、一万人だったんでしょ？　なのに被害者三十万人って……数字おかしくない？」

「え？」

　サラは、ぎくりとした汗を搔かいて気まずそうに視線を逸そらした。

「そっ、それはそのっ、つまりあの……っ、ちょっ、ちょっとした勘違いで……」

　引きつった笑いを浮かべてごまかそうとするサラ。

　それを聞いて呆あきれたように呟つぶやく賀か茂も。

「勘違いって、普通間違うか？　一万と三十万じゃ三十倍も違うぞ……」

「いっ、いいじゃないですか！　一万人だろうが三十万だろうがそんな細かな事はーっ！　三十万って数字はあくまで『政治的な数字』なんです！」

　その時今度は律りつ子こが口を開いた。

「あ、私も一個聞いていい？」

「なっ、なんですか……っ？」

　焦った顔を浮かべながら聞き返すサラ。

「あのさー、魔ま法ほうの国とやらは大人になっちゃった人には見えないって言ってたわよね？」

「ええ。それが何か？」

「じゃあ何で魔女狩りの異端審しん問もん官たちは魔法の国に入れたわけ？　何か入るための裏技あるの？」

　それを知れば自分にも魔法の国へ入れるかもしれないとの期待を抱きつつ尋ねる律子。

　だがサラは、この質問にはあっさりと答えた。

「そんなの、入れて当然じゃないですか。いいですか？　異端審問官の連中っていうのは、いい歳としこいて魔女だのなんだの本気で信じるような連中ですよ？　こんなの絶対、二十歳過ぎてもサンタクロースとか信じてるようなタイプの幼稚な人種ですよ。精神年ねん齢れいお子様並みに決まってます。そして、大人になっても子供時代の純粋さを残してる人にはちゃんと見えるんだって、言ったじゃないですか！」

　堂々と自信満々に言いきる。

　それを聞いて律子は困った顔で呟いた。

「サラちゃんにとっちゃ純粋な心を残している事と精神年齢が子供並みなのは一緒なのね……。っていうか、『魔女だのなんだの本気で信じてる』ってその言い方、自分自身の存在を否定したのと一緒だって分かってる……？」

　サラはその言葉にハッとして動転する。

「いっ、いちいちうるさいですねー、さっきからっ！　些さ細さいな事にいちいちこだわって話の腰を折らないでくださいっ！」

　サラは大声でそう言うと、力技で無理やり話を打ち切った。

　そして額ひたいの冷や汗を拭ぬぐうと、仕切り直すようにゴホンと一つ咳せき払ばらい。

「……話を戻します。とにかくあの魔女狩りの煽あおりを受けて、我が国は多くの貴重な人材を失いました。それと相前後するように、私たちの国が見えない人間が増えはじめ、それに伴い国土は急激に減少しはじめたものですから……」

「国土が減少？」

　たまが首を傾かしげる。

「はい。私たちの国は魔ま法ほうの国の一つとして、ファンタジーの国のお約束に批ひ准じゆんしていますから、人々が夢を信じる子供の心をどれだけ持っているかに比例して国の大きさが増減するんです……。ですが……」

　サラは言葉を切ってため息を漏らすと、力なく椅い子すに座った。

「……最近では大人に限らず子供でも、私たちの国を訪れる事が滅めつ多たになくなってしまいました。以前はもっと頻ひん繁ぱんに人間界との交流があったのですけど、ここ二年ほど……、いえ、ヘクセニアの一年は人間界の百年に当たりますから、そうするとここ二百年ほどは、まるで何の音おと沙さ汰たもなく……」

　寂しげなため息を漏らすと、サラは少し遠くへ目をやった。

　そのままフッと暗い顔で黙だまり込む。

　思わず、たまは賀か茂もたちと顔を見合わせた。何か予想外に深刻な事情のありそうな話だ。

「あの……」

　おずおずと声をかけてみた。

　サラは無言で振り向く。

「あの、もしかしてサラさんが人間界へやってきたのも、その事と何か関係が……？」

「……ええ……そうですね」

　サラは小さくうなずくと、視線を床に落とした。長い髪が揺れて、まだ幼いその顔に影を落とす。

　そうして顔を伏せたまま、サラはやがて囁ささやくような声で語り出した。

「ずっと昔……かつて人々がもっと素朴で無邪気で純粋だった頃ころ、動物たちと戯たわむれ木々と語らう事が当たり前だった頃、精せい霊れいたちの存在を信じ、祝祭の日には大地と空と森に感かん謝しやの祈りを捧げる事を忘れていなかったあの頃は、私たちの国も最盛期でした。領土はほとんど地上全土を覆おおい、人間界との行き来も当然のように行われていました。いえ、と言うよりもむしろ、人間界と魔法の国とは完全に重なり合って一つの世界だったのです。人々はまだ未開で、文明は発展の途上にありましたが、それでもみんな幸せに暮らしていました……」

　そこで少しの間、サラは息を整えるように言葉を切った。

「……ですが、やがて文明が発展し、啓けい蒙もうの時代が訪れ、民衆の間に教育が行き渡り出すと、次第に人間界と魔法の国との蜜みつ月げつも終わりを告げました。人々が夢や奇跡を信じる心を忘れていくに従って、魔法の国は人間界の中からその居場所を奪われていき、結果、我が国の国土は急速に失われていきました。すでに魔女狩りによって深刻なダメージを受けていた我が国には、これに対抗するだけの人的資源が決定的に不足していました。十九世紀初頭にロマン派を興こう隆りゆうさせて失地回復を図りましたが、産業革命の猛威の前には蟷とう螂ろうの斧おのに過ぎず、現代ではもはや、我が国はほとんど消滅寸前です……」

　サラはやりきれないように首を振った。そして、そのままうなだれる。

「……民は耕すべき土地を失い、動物たちは憩いこうべき森を失い、鉱脈豊かだった山も、大地を潤うるおす川も湖も、そのほとんどが消えていきました……。すでにもう、我が国の領土は全盛期の百分の一もなく、国力は千分の一もないでしょう……。このままでは、民もろとも滅びるより他ほかに道はありません……」

　荒廃した国土と疲ひ弊へいしきった民の顔を思い浮かべて、思わず服の裾すそをぎゅっと握り締しめる。嗚お咽えつを堪こらえているのか、体が小刻みに震ふるえた。しばし、声を詰まらせる。

　たまは何か声をかけてやりたかったが、こういう時に何を言ったらいいのか分からない。賀か茂もや律りつ子こ、アブデルたちも、みんな黙だまって聞いている。みんなもかける言葉が見つからないのか。それともこういう場合は、下手へたに声をかけるよりもじっと待つほうがよいのだろうか。たまはもどかしい思いを抱えながらサラを見守った。

　やがてサラは少し荒くなった呼吸を何とか落ち着けると、吐き出すように言った。

「ですが……」

　顔を上げると、周囲の顔を見回す。そして立ち上がると拳こぶしを握り締めた。

「ですが、私は魔ま法ほうの国のプリンセス！　いずれは女王として国を統すべる身です！　その私が、滅び行く祖国を座して傍観するわけにはいきません！　人々の心が夢と希望を失ってしまったというのなら、この私が取り戻してみせます！　そして、必ずや祖国ヘクセニアを滅亡の危機から救い出してみせます！　私は、そのために人間界へやってきたのです！」

　そう言いきると、キッとたまを見据えた。

　その思いつめた目線に、思わずたまは後ずさる。

　そのたまの腕を逃がさないようにぎゅっと握って、サラはじっと目を見つめた。

「そのために、あなたの力を貸してほしいんです。王女とはいえ、私はまだ半人前の魔女見習いに過ぎません。一人前になるために、そして国と民を救うために、あなたと契約を結び、その強力な魔力を使わせてほしいんです！　決して悪魔としての名を汚すような使い方はしません！　約束します！　ですからどうか！」

　がばっと深く頭を下げるサラ。

「私にはもう、あなた以外に頼る相手がいないんです……！」

「あ、あの…………」

　たまは動揺した。そんな事情を聞かされてしまっては、断る事は心情的に出来ない。

　それに正直に言って、これまで周囲に害しか与えてこなかった自分の力が、誰だれかのために役立てられるかもしれないという可能性に、たまはかなり心を動かされた。

　自分の育ての親も親友も奪い、そして無関係の何万もの犠ぎ牲せいを出した強すぎる魔力。自分では使い方も分からず、寝ている時も起きている時もずっと、周囲に漏らさないように抑え続けるだけだった忌まわしい力。いっその事なくなってほしいとばかり思い続けていた悪あく魔まとしての力。そんな自分の力が誰だれかの役に立てられるとしたら、それだけで単純に嬉うれしい。

　もちろん、サラを助けてやったからといって、過去の償つぐないになるわけじゃない。それとこれとは別問題だし、もともと一度で簡単に償えるような事でもない。でもそんな事とは関係なく、自分が誰かを救うために力になれるとしたら、それは素す敵てきな事に違いなかった。

　けれど、自分の魔力ははっきり言って危険物なのだ。使い方を誤れば、大勢の人を巻き込んでとんでもない被害を与えてしまう。漠然とした妖よう気きを漏らしただけでさえ、十万人もの犠ぎ牲せい者を出してしまった過去がある。安易に他人に使わせていいものじゃない。使おうとしたサラ本人や、救おうとした魔法の国が、反対に危険に晒さらされてしまう恐れだってあるかもしれない。

「あの、サラさん……。ちょっとだけ聞いてもいいですか……？」

「はい。なんでしょうか」

「えっと……」

　切り出す前にちょっと頭の中を整理してから、たまは口を開いた。

「サラさんはどうやって魔法の国を救うつもりなんですか？」

「どうやって、というと？」

「あの、つまり私の魔力って、その、『見た』ら分かると思うんですけど、物をダメにしたりとか人を病気にしたりとか、そういう方向にばっかり適した感じになっちゃってて、しかも無駄に力が強いですからその……。下手へたに使うと、サラさんや魔法の国にとって逆に悪い影えい響きようを及ぼしちゃうかもしれないんで……」

「なるほど……。ご心配していただいてありがとうございます。でも、多分大丈夫ですよ」

「大丈夫ってどうしてですか？」

「直接魔法の国に対して何かするってわけじゃありませんから」

「というと……？」

「先ほども言いましたけど、私の国の大きさは人々の心にどれだけ夢見る子供の純粋さが残っているかに比例します。ですから、人々の心に夢を取り戻してあげれば、国土はすぐ回復します。更に、夢を取り戻した人々は我がヘクセニアを見つけ、入る事が出来ます。そのうちの多くはきっと素す晴ばらしい我が国に魅み了りようされて、そのまま定住してくれるに違いありません。そうなれば、人材の不足も補えるはず」

「あ。な、なるほど……」

「これは我が国の危機を救うだけではなく、人間界にとっても有益な事です。たまさんと私で、この灰色に曇くもった退屈な世の中を、夢に満ち満ちた虹にじ色いろの世界へと一変させるんですよ。そうする事で人間界は生き生きとした活力を取り戻し、私たちの魔法の国は消滅を免れる！　一挙両得です。素晴らしいと思いませんか！」

「そ、そうですね……」

　たまはうなずいたが、しかし根本的な疑問は解決されていない。

「でもあの、私の魔ま力りよくはその、性質上、さっきも言ったみたいに悪いほうにばっかり働いちゃいますから、その、人々の心に夢を取り戻すみたいな事に上手うまく使えるんでしょうか……。夢っていうより悪夢に取り憑つかれるような事になっちゃわないかっていう不安が……」

「ご心配要りません！　大切なのは、世界中の大人たちに子供の心を取り戻させる事。言い換えれば、お子様並みの知能にまで低下させる事です！　知能をダメにするという用途は、物をダメにしてしまうのが得意なたまさんの魔力にまさにうってつけではありませんか！　失敗する心配なんて要りませんよ！」

　勢いよくガッと拳こぶしを振り上げてガッツポーズのサラ。

　一方たまは戸惑いまくった。

「えっ？　っていうか、あの？　お子様並みに知能を低下……？」

　どういう事か咄とつ嗟さに理解が追いつかず、きょとんとした顔でまばたきする。

「たとえばですね、この魔法が成功すると、各国の首脳も含めた世界中のいい大人たちがみんな、日がな一日仕事もしないでテレビでアニメばっかり見てたりするようになるとか、国会の場で男性議員のスカートめくりが議題に上がって吊つるし上げられたりとか、世界銀行で子供銀行券が幅利かせてみたりとか、あるいは学校で先生に注意された腹いせにキレて弾道ミサイル打ち込んだりとか……」

「あ、あの、ですからそれと、世界中の人たちに夢をっていうのと、一体どう関係が……？」

「つまりですね、そこまで頭がガキになっちゃったらもう、夢と現実の区別だってつかなくなるに決まってるじゃないですか！　そうなればその分我が国の領土は回復していくのです！」

「つまりは人類総衆しゆう愚ぐ化計画か……」

　賀か茂もが呆あきれたような顔で呟つぶやいた。

　たまはサラの話をようやく理解した。それと同時に、ズガーンと激しくショックを受ける。

「そ、そういう意味だったんですか……。っていうか、それは世界中の人たちに夢を取り戻すのとは違うんじゃ……」

「まぁサラちゃんの脳内では、純粋な心を残してる事と精神年ねん齢れいが子供並みなのとはイコールらしいから」

　律りつ子こがフォローにならないフォローをする。

　せっかく、生まれて初めて自分の忌まわしい魔力が人様のお役に立てられるかもしれないと淡い期待を抱いたたまだったが、一気にその期待が木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕されてしまった。所しよ詮せん自分の魔力など、人を害する目的以外に使い道はないのだ。そんな事は、百も承知しているつもりだったはずなのに……。

「さぁ！　世界中の大人たちがお子様レベルの知能に落ち込めば、全世界の文明の水準はあっという間に中世以前まで逆戻りです！　そうすれば、国土を回復した我が魔法の国ヘクセニアは一気に世界の覇は権けんを握れます！　たまさん！　二人で世界を統すべようではありませんか！」

　意気揚々と悪の親玉みたいな笑顔で迫るサラを見て、一いつ瞬しゆんでも期待した自分が馬ば鹿かだったと、気の抜けた自じ嘲ちようの笑いを浮かべるたまだった。

　その時。

　部屋の入り口から突然大声が響ひびいた。

「そんな事はさせませんっ！」

　すさまじい一喝に、窓のガラスがビリビリと震ふるえる。

　声のしたほうを見ると、そこには細身の黒いコートに身を包んだ謎なぞの金髪女性が立っていた。

「このセバスティエンヌ・ウリエリスの目が黒いうちは、そんなふざけた悪行はさせません！　そこまでです、サラ・シプトン！」

「く……っ！　セバスティエンヌ・ウリエリス……！　まさかこんなに早く追ってくるなんて……！」

　サラは女性を見て一瞬蒼あおざめ、そして舌打ちした。

「セバスティエンヌ？　来る途中で会った、あの人……？」

　賀か茂もが驚おどろいた顔で呟つぶやいた。

　賀茂には見覚えがあった。たまを探してここへ来る途中、道で話しかけてきたあの外国人女性だ。インフルエンザが流行はやっているのも木々の葉っぱが落ちたのも天候がちょっと荒れ気味なのも、全部魔ま女じよが悪いのだと言わんばかりの無む茶ちやな論法を振り回していたあの人である。

　セバスティエンヌも賀茂たちに気づいて、ちょっと意外そうに目を見開いた。

「あなたがたは……！　ここにいるという事は、行方不明になった幼児の方と一緒に魔女に捕まっていたのですね。だからあれほど気をつけてくださいと……」

「行方不明の……幼児……？　もしかしてそれ、私の事ですか……？」

　たまがずーんと落ち込んだ顔で呟く。

　賀茂は慌ててフォローした。

「え？　いや、違うっ。いなくなったのが子供かって聞かれたから、小柄で童顔だから見ようによってはそう見えるかもって答えただけで……っ」

　それだけ言うと、アブデルに囁ささやいた。

「どうする？　確か彼女、インクィシトールって名刺にあったけど……」

　異端審問官インクイシトールといったら、魔女は生かしておいてはならないというモットーを最も忠実に体現した連中だ。サラの住む魔法の国に入り込んで住民を大量に焼き殺したのも、確か異端審問官だった。下手へたしたらサラの命が危険である。

　アブデルは眉み間けんに皺しわを寄せながら答えた。

「うむ。念のため、いつでも助けに入れるように準備はしておけ。サラの身に危害が及びそうになったら迷わず止めろ。そのためならあらゆる手段を許す。いいな」

「分かった……」

　賀か茂もは小さくうなずいた。

　それからセバスティエンヌのほうを向いて聞いた。

「それよりセバスティエンヌさん、どうしてここが……？」

　セバスティエンヌの論法では日本中が魔ま女じよの潜せん伏ぷく候補地域になってしまって、絶対に絞り込めないだろうと思っていたのだが。やはりあの無む茶ちや苦く茶ちやな推論とは別に、霊れい視しなり占術なり何か確信出来るような情報を持っていたのだろうか。

　セバスティエンヌは賀茂の疑問に答えて言った。

「この子に教えてもらったのです」

　後ろを示すと、真ま央おが顔を覗のぞかせた。

「真央？　お前、帰ったはずじゃ……」

「帰る途中でこの人に会っちゃって、魔女の居場所を教えてほしいって言われたから連れてきたの」

　真央はそう言うと、サラを指差した。

「それよりごん。やっぱその子、悪い魔女だったでしょ。ごんたちまで捕まっちゃって」

「来てみれば結界によって建物内にすでに監かん禁きんされてしまっていたようで、少なからず心配しました」

　セバスティエンヌはそう言いながら、賀茂たちの様子を見回す。そして軽く安あん堵どした。

「ですが、誰だれも怪け我がなどしていない様子で安心しました」

　そして厳きびしい目つきでサラのほうへ向き直る。

「とにかく私が来たからにはもうご安心を！　私はそこの魔女を捕まえるためにやってきたのです！」

　そう言うとサラにびしっと指を突きつける。

「さあ！　もう逃げられませんよ！　インフルエンザという疫病を蔓まん延えんさせ、木々の葉を枯らし、天候を乱れさせただけでも十分な悪事なのに、その上全人類の知能を一斉に低下させるような恐ろしい事まで企んでいたとは！　これはもう、断じて見逃すわけには参りません！　大人おとなしくお縄なわにつきなさい！　魔法の国ヘクセニア王女、サラ・シプトン！」

　相変わらず、冬に付き物の自然現象まで魔女のせいにしているらしい。賀茂は聞きながら呆あきれたため息を漏らした。確かに人類総衆しゆう愚ぐ化計画は本当に実行されたら世界の危機で大問題だと思うが、明らかに無関係な事まで罪として糾弾するのはどうしたものだろう。やっぱりここは、常識人として一言ツッコんでおいたほうがいいのだろうか。

　だがサラは、セバスティエンヌの言葉を否定するどころかむしろ肯定して開き直った。

「いいじゃないですかー！　天候とかを自在に操ってみんなに魔女のすごさを見せつける事で、魔法とか奇跡とかを信じる心を人々の間に取り戻したかったんです！」

「いや、インフルエンザも落葉も天候も、全部魔ま法ほうとは関係ないから……」

　賀か茂もは耐えきれずにツッコんだ。

　だがその途と端たん、サラとセバスティエンヌから同時に猛抗議を受ける。

「関係ないって、だったら私の魔法は失敗だって言うんですかーっ！　失礼なー！」

「子供の魔女だからといって甘やかさないでください！　悪い事は悪い事としてきちんと裁かなくては、世の中の秩序は滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまいます！」

「…………」

　なんと言ったらいいのやら分からなくなって黙だまり込む賀茂。

　賀茂が黙ると、再びセバスティエンヌはサラに向かって厳きびしく迫った。

「さあ。大人おとなしく一緒に来るのです。魔女は人間界こんなところにいるべき存在ではありません」

　サラは追い詰められた顔でセバスティエンヌを睨にらみ返した。

　サラにとってはマズい状況だった。はっきり言ってセバスティエンヌの能力は、サラなど遥はるかに上回っている。

　結界内に閉じ込めて外へ逃げるか？　一いつ瞬しゆんそう考えたがすぐ却下した。当の結界が、いつの間にか解除されているのに気づいたからだ。おそらくセバスティエンヌが入ってくる時にすでに破っておいたのだろう。走って逃げても追いつかれる。空を飛んで逃げようにも飛行の術が成功する保証はないし、軟なん膏こうだって拭ふき取られてしまってほとんど体に残っていない。第一、箒ほうきは隣となりの台所兼食堂だ。そして、そっちへ通じているドアは、セバスティエンヌによって完全に塞ふさがれている。

　逃げる事は不可能。戦っても勝ち目はない。

　サラは絶望的な気分に襲おそわれた。

　だけど、まだ捕まるわけにはいかない。もう少しで、たまと契約が結べそうなところだったのに。人類総衆しゆう愚ぐ化計画のための魔法だって、ここへ来る前にすでに下準備を終えてきている。もう少しなのに。あとほんの少しで、祖国ヘクセニアを消滅の危機から救う事が出来るのに。なのに今ここで捕まってしまったら、全すべておしまいだ……。

　セバスティエンヌが距離を詰めてくる。

　サラは必死で頭をフル回転させると、ほとんど反射的に言った。

「ま、魔女はこんな所にいるべきじゃないっていいますけど、だったら私が魔女だっていう証拠でもあるんですか！」

「え……？」

　意表を突かれたらしく、きょとんとして立ち止まるセバスティエンヌ。

　サラは緊きん張ちようした顔でセバスティエンヌを見つめた。

　逃げても戦っても勝算はない。だとしたらもう、他人の振りをしてシラを切り通すしかない。セバスティエンヌだって、こんなに大勢の人の目がある所で無理やり実力行使に出たりはすまい。こちらに魔ま女じよだと認めさせて、合意の上で連れていきたいはずだ。それなら屁へ理屈を捏こねまくって別人であると強弁すれば、あきらめてこの場は引くかもしれない。

「わ、悪いですけど人違いですよ。大体魔女だなんて、今の時代にそんなのいるわけないじゃないですか」

「な……っ！　とぼける気ですか？」

「とぼけるも何も私、魔女なんかじゃないですから」

「な……！　今更何を白々しい……！　そもそも、ついさっき自分で言っていたではありませんか。『我が魔法の国ヘクセニア』とか『魔女のすごさを見せつける』とか」

「記き憶おくにありません。あなたの勘違いじゃないんですか？」

「き、記憶にないってまだあれから一分も経たっていないというのに……！」

「そんな事言われたって知らないものは知らないんです」

「あなたの記憶になくても私はしっかり憶おぼえています！」

「だからそれがあなたの妄想じゃないって証拠はどこにあるんです？」

「この場にいた他ほかの人たちだってちゃんと聞いてます！　あなた、聞きましたよね？」

　セバスティエンヌはたまを指差した。

「は、はい。一応……」

「ほら見なさい。ちゃんとこうやって証人だっています」

　だがサラは怯ひるまない。

「証人って、その人が言ってる事が噓うそじゃないって証拠は？」

「な？」

「その人の証言を証拠にしたいんだったら、その人の記憶に間違いがないって事と、証言に噓がないって事を客観的に示してください」

「ど、どこまで屁理屈を捏ねれば……。いいですか？　そもそもこっちは、あなたの顔も名前もちゃんと知ってるんですよ！」

「ですからそれが思い込みじゃないって証拠はどこにあるんですか？　変な妄想に囚とらわれておかしな事言わないでください」

「妄想ですって？　すっとぼけないでください！　写真もあるんですよ！　サラ・シプトンの写真も！」

　セバスティエンヌはポケットから写真を数枚取り出した。サラを写したスナップショットである。

「これがサラ・シプトンです！　どうです！　これでもあなたは別人だって言い張るんですか！」

　サラはその写真をチラッと一いち瞥べつして言いきった。

「私、そんな変な顔してません。全然別人ですよ。失礼な」

「どこが別人だっていうんです！　間違いなくあなたじゃないですか！」

「その写真の人と私が似ているというのはあなたの主観に過ぎないでしょう？　この写真に写ってるのが私だという客観的な根拠を示してくださいよ」

「く……っ！　どこまでもシラを切るつもりのようですね……。じゃあ、あなたがサラ・シプトンでないとするなら一体どこの誰だれだというんです」

「答える義務はないですよ。何で初対面のあなたにそんな事教えなきゃいけないんです？　私をサラ・シプトンだと決めつけたいのはそっちなんですから、そっちが証拠を提示する義務があるんじゃないですか？」

「こっ、この減らず口は……っ！」

　セバスティエンヌは悔しそうにギリギリと歯は軋ぎしりした。

　それを見てサラは少し自信を持った。

　いける。このままゴネれば何とかこの場は切り抜けられそうだ。

　だが、そう思った時。

　セバスティエンヌは大きく一つ深呼吸をした。

　そして、突然表情を一変させる。

「……いいでしょう。そちらの考えはよく分かりました。魔ま女じよとして連れていきたいなら、その証拠を出せというのですね。ならばその要求に応じようではありませんか」

　そう言うと、コートの内ポケットからアイスピックのような物を取り出した。

「いつまでそうやってとぼけていられるでしょうか……」

　それを見たサラの顔色から血の気が引く。

「な？　それってまさか……」

　額ひたいに冷たい汗が浮かんだ。

「そうです。魔女裁判において行われた『針検査』のための大針です」

　セバスティエンヌは唇をゆがめてニヤリと暗い笑みを浮かべる。

「魔女の体には、契約を交わした悪魔によって付けられた印があるはずです。その印はあざやほくろのような外見をしていますが、針で刺しても痛みもなければ血も流れません。そういう印がないかどうか、今からこれで調べてみる事にしましょう。見つかれば魔女、見つからなければ人違いです」

「し、調べてみるって……」

「もちろん、疑わしいと思われた場所に突き刺してみるんです」

　指の腹で針の先を押さえる。指を離すと、赤い血の滴が丸く膨ふくらむように吹き出た。

　セバスティエンヌはその血を舐なめながら、上目遣いにサラを見つめる。

「そ、それで痛みがあって血が出たら……？」

「それはその場所が悪魔の印でなかったというだけですから、続いて他ほかの疑わしい場所を調べてみるだけです」

「ちょ、ちょっと待って！　それって要するに、血が出ない場所が見つかるまで刺し続けるって事じゃないですか！」

「理屈ではそうなりますね。少しでも疑わしい所は全すべて調べてみなければ、確実な事は何も分かりませんから」

「そ、それで結局疑わしいとこ全部刺してみて、全部違ったらどうするんです？」

「その場合は、悪あく魔まの印が見えないように細工されている疑いが生じますから、何もない普通の皮ひ膚ふにも刺して確かめてみる必要が出てきますね。魔女裁判の通常の手続きに従えば」

「めっ、滅め茶ちや苦く茶ちやよ！　それで死んだりしたらどうするつもりっ！」

「死にたくなければ、今すぐ自供すればいいんです」

　セバスティエンヌはどこまでも冷たい口調で言い放つ。

　そして一歩、サラとの距離を詰めた。

　手にした大針が、蛍光灯の光を鋭するどく反射した。

　サラは引きつった顔でそれを見ながら後ずさった。マズい。セバスティエンヌは本気だ。大人おとなしく魔女のサラ・シプトンだと認めなければ、どうなるか分からない。やると言ったらやる女である事は、サラが一番知っている。だが、自分が魔女だと認めれば、即座に捕まえられて連れていかれてしまうだろう。

　サラは追い詰められて窮きゆうした。どうやって切り抜ければいいか分からない。

　その時、サラを庇かばうように誰だれかが立ちはだかった。

　賀か茂もだった。

「ちょ、ちょっと待った、セバスティエンヌさん」

　互いに無む茶ちやな屁へ理屈を捏こねあっているだけならいいが、実際に傷つけたり死なせたりするような恐れが出てきては、傍観しているわけにもいかない。

　セバスティエンヌは邪魔されてムッとした表情を浮かべた。

「何ですか？」

「何ですかって、今の理屈だったら相手が死ぬまで刺し続けるって事になるじゃないですか」

「それが何か？」

「そ、それが何かって……」

「何故なぜ邪魔をするんです？　彼女が証拠を出せというから、それに応こたえようとしているまでです！　彼女がどんなとんでもない事を企たくらんでいたかはあなただって聞いたでしょう！　実際に行動を起こされてからでは手遅れです。今のうちに捕まえなくては……！」

「だからって、そんな針で全身を突き刺していいという事にはならないでしょ」

「あなただって結界に閉じ込められていた被害者なのに、何故そんな庇い立てを！」

　押し合う賀茂とセバスティエンヌ。

　その時、サラの目が光った。

　賀か茂もが割り込んだ事でセバスティエンヌの立つ位置が変わり、箒ほうきを置いてある食堂へのラインが空いた。

　今だ。チャンスは今しかない。

　サラは決断した。隙すきを見て親指の付け根の血管を嚙かみ切ると、その血をたまの親指につける。

「ひゃっ？」

　突然の感触に変な声を上げるたま。

　だがそれには構わず、たまの手を摑つかむと用意してあった契約書に押し付けた。

　それがすむと同時に、思い切り賀茂に体当たりを食らわす。

「わっ！」

　不意打ちを喰くらってよろめく賀茂。セバスティエンヌのほうへ体勢を崩した。

　その隙を逃さず、台所兼食堂目がけて全力でダッシュ。ツインテールの髪が後ろへなびく。

「サラ！」

　セバスティエンヌが声を上げる。

「真ま央おちゃん！」

　律りつ子こが咄とつ嗟さの判断で真央に声をかけた。

「まかせて！」
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　サラの目の前に真ま央おが立ちふさがって爪つめを構えた。後ろからは律りつ子こが驚きよう異い的な瞬しゆん発ぱつ力で迫る。

　だが、ここは何としても突破しなければならない。

　サラは決死の表情で前方を見据えると唱えた。

「偉大なるマハー・リークよリーク、偉大なるマハー・リータよリータ、ヤンバラヤンヤンヤン！　そこのけそこの子ぉぉっっ！」

　唱え終わると同時に真央が吹き飛ぶ。

　成功した！

　サラは一気に台所兼食堂へ駆け込むと、壁かべに立てかけてあった箒ほうきを摑つかんだ。だが、前に塗った飛行用軟なん膏こうは、皮ひ膚ふにしみ込んだ分がわずかに残っているとはいえ、ほとんど拭ふき取られてしまっている。飛べるか？　いや、飛べるかではない。飛ぶのだ。

「エスネイビー？」

　箒に跨またがる間もなく叫ぶと、そのまま窓に向かって飛び込んだ。

　ガラスの割れる音に混じって、低い声が響ひびくのが頭の奥で聞こえた。

　──ヒークスム。

　その瞬間、箒が何者かの力によってぐんと空へ引っ張り上げられる。風が強くて目を開けていられない。サラはぎゅっとまぶたを閉じたまま、振り落とされないよう必死で箒に摑まった。

　そしてサラは、教会の建物をあとに夜空へと姿を消した。

　あとに残された一同は、為なす術すべもなくサラの消えた虚こ空くうを見つめた。







[image: 第７章　サラとセバスティエンヌ]







「すみません。お怪け我がはありませんでしたか？」

　サラの体当たりに突き飛ばされた賀か茂もと、魔ま法ほうに吹き飛ばされた真ま央おに向かって、セバスティエンヌが頭を下げた。

「え？　あ、いえ。こっちこそ、逃げられるような隙すきを作る事になっちゃったみたいですいませんでした」

　賀茂は頭を下げ返す。元はといえば、自分が割り込んだせいで逃げられたも同然だ。まさか突然逃げ出すとは思っても見なかったとはいえ、責任を感じずにはいられない。

　というよりも、そもそもセバスティエンヌが謝あやまる必要はどこにもないような気がするのだが。

「それよりたまちゃんその手、怪我した？」

　ふとたまの手元に目をやって、親指が血だらけなのに気づいた。

　たまは親指を見せながら首を振る。

「いえ。これ、私の血じゃないです。サラさんの……」

「サラちゃんの？」

「はい。サラさんが逃げる直前に、私の親指に血をつけて紙の上にぎゅって……」

「紙の上？　もしかしてその紙って……」

　賀茂は嫌な予感がした。

　律りつ子こがうなずく。

「当たり。例の契約書だったわね」

「なっ？　そ、それってマズいんじゃ……！　拇ぼ印いん取られたって事は判はん子こ押したのと一緒だろ？　って事はたまちゃんの魔ま力りよくが彼女にも使えるように……」

　アブデルが、厄介そうな顔で顎あごを搔かいた。

「うむ。そういう事だな。人類総衆しゆう愚ぐ化計画とやらが発動する前に、何とか手を打たねばならんな」

　そう言うと立ち上がる。

「賀か茂も。とりあえず結界の準備だ」

「結界？」

「うむ。魔女っ娘こを捕ほ獲かくするまでの間、たまちゃんにはその中にいてもらう。魔力が魔女っ娘に利用されんようにな」

「そうか。分かった」

　賀茂は立ち上がった。

「でも、どこに張る？　すぐ捕つかまるとは限らないし、長なが丁ちよう場ばになると水飲んだりトイレ行ったりって事も考えておかないと……」

「そうだな……。いっそ、あの魔女っ娘の真似まねをしてこの教会の建物全体に張っておくか。それならさほど不自由はしまい」

「なるほど。じゃ、そうするか。たまちゃんもそれでいい？」

　一応、当事者であるたまにも了承を得る。

「あ、はい。よろしくお願いします」

「よし。それじゃちょっと張ってくるから、ここで待ってて」

　賀茂はそう言い置いて、アブデルと二人で結界を張りにいった。

　律りつ子こがそれを見て言う。

「よし。それじゃ賀茂くんたちが結界張ってる間に、私も玄関のドアでも直してくるかな。いつまでここにいなきゃいけないのか分からないし、鍵かぎもかからない家にいるのは不安でしょ？」

「あ、そうですね。じゃあ私も一緒に……」

「あー、いい。足手まといだし怪け我がされたら困るし。それより待ってる間にお茶でも淹いれといて」

「分かりました。それじゃ、よろしくお願いします」

「うん。工具箱、どこにあるんだっけ？」

「洗面所の手前の廊下の突き当たりです」

「おっけー。それじゃ、ちょっくら行ってくるわね。真ま央おちゃん。あんたちょっと手伝って」

「え～？　寒いからやだ」

「いいから来なさい。ちゃんとドア修理したら、もっと室内暖かくなるのよ」

　律りつ子こは真ま央おの後ろ首を摑つかんで引きずるようにしながら玄関へ向かった。




　およそ二十分ほどで賀か茂もたちは結界を張り終えて部屋へ戻った。

「お待たせ」

「あ、お帰りなさい。待ってる間にお茶淹いれましたけど、飲みますか？　置いてあった葉っぱなんで、もう古くなっちゃっててあんまり美味おいしくないですけど」

　たまが椅い子すから立ち上がって言う。その脇わきでは、手早くドアの修しゆう繕ぜんを終えた律子がすでに一服している。

「うん。ありがとう」

　賀茂は礼を言って椅子に座った。その隣となりにアブデルも腰を下ろす。

「結界張る範はん囲いが広くてちょっと時間かかったけど、大丈夫だった？　待ってる間に魔力が引き出されたりしてない？」

「はい。特にそういう感じは受けませんでした。大丈夫だと思います」

　たまがうなずく。

　アブデルが湯飲みを啜すすりながら言った。

「とりあえず、これで少しは時間が稼かせげたが……。どちらにせよ、早めに探し出さねばならんな」

「逃げた先、ちゃんと見つかるかな……」

「安心しろ。万一に備え、彼女は最初に見た時すでにこの俺おれの『眼』でロックオンしてある。世界中どこへ行こうと見逃しはせん」

「そうか。助かった……」

　その時、隅のほうで目立たないように座っていたセバスティエンヌが口を開いた。

「あ、あの……」

「はい？」

　賀茂が振り返る。

　セバスティエンヌは少し気後れする様子を見せながら尋ねた。

「あの、あなたがたは一体どういう人たちなのでしょうか……？」

「へ？　どういうって……？」

「いえ、そのつまり……、先ほど張られた結界ですが、その霊れい力りよくの強さといい、構成といい、とても人間業とは思えないものですから……」

「あ、そういう事ですか……」

　賀茂はうなずいた。考えてみれば、まだ賀茂たちはロクに自己紹介もしていなかった。

「えっと、ボクは賀茂っていいます。で、高校生で、ただの見習い霊れい媒ばい師です。んで、こっちは受肉して人間と変わらない格好してるけど、一応ボクの守しゆ護ご霊れいやってるアブデル。熾し天使のくせに一個人の守護してて……」

「熾天使……。なるほど、それでこんな強力な……」

　セバスティエンヌは納得したようにうなずいた。

「それよりセバスティエンヌさん。あの、サラさんの事ですけど」

　今度は賀か茂ものほうから話を振る。

「はい？　何でしょう？」

「確かに彼女、人を結界に閉じ込めたりとか人類総衆しゆう愚ぐ化を目もく論ろんだりとか、色々悪い事もやってるかもしれませんけど、その、彼女にも色々事情があるんです。そりゃ異端審しん問もん官の信条ってものもあるんでしょうけど、さっきみたいに『殺して当然』みたいな態度は、出来たらちょっとやめてほしいというか、その……」

　賀茂のその言葉を聞くと、セバスティエンヌは笑い出した。

「異端審問官？　私が？　違いますよ。どうしてそんな？」

「え？　でももらった名刺に『インクィシトール』って……」

「ああ」

　セバスティエンヌはそれを聞くと納得したようにうなずいた。

「確かに誤解しやすいかもしれませんね。でもInquisitorインクイシトール exceptaエクスケプタは、我がヘクセニアでは単純に、特別捜査官といった意味合いで使っています。王室直ちよつ轄かつの組織で、密命を受けて様々な調査活動をしています」

「え？　ちょっと今何て？　『我がヘクセニア』？」

「はい。本国ではサラ王女の教育係を務めております。今回はサラ王女の無断出国及び、非常に危険な計画を実行中である事を受けて、悪事に手を染める前に即刻連れ戻すべく特別捜査官の任務を仰おおせつかって参りました」

「え？　いや、でも、あの……」

　賀茂はまだちょっと混乱が収まらない。

「最初に会った時とか、魔ま女じよの事滅め茶ちや苦く茶ちや悪く言ってませんでした？　疫病流行はやらせるとか、天候不順を起こすとか……」

「あ、それは……。実際、病や天候を操るのは魔女のたしなみとして基本中の基本ですから。サラ王女は熱心な方なので、どこに行っても基き礎そ練習を欠かさないのです。ただ、まだまだ子供なので失敗する事が多く、しょっちゅう出先で問題を……」

「はあ……。赤ん坊を攫さらうっていうのも言ってたけど、それは……」

「あ、それはですね。サラ王女が、例の人類総衆愚化計画の実行に関連して、いわゆる『悪魔との契約』に関心を寄せていた事からの懸け念ねんです。国に残されていたノートには、力を授かる代だい償しようとして赤ん坊を生いけ贄にえに捧げるといった事が書かれていましたので、少し不安に……」

「なるほど……」

「とにかく、サラ王女が犯罪行為に手を染める前に何とか見つけ出して連れ帰りたいと、そう思う一心で探し回っておりました」

「そ、そうなんですか……」

　激しく勘違いをしていたらしいと気づいて、賀か茂もはちょっと決まり悪そうな顔でアブデルを突いた。

「……彼女、異端審しん問もん官じゃなくてサラちゃんの教育係だって」

「うむ。らしいな。今の時代に魔ま女じよ狩りというのもおかしいと思った」

「おかしいと思ったって、アブデルだったらちょっと霊れい視しすれば相手の素す性じようくらいすぐ分かるだろ。なのに何で……」

「そんな事を言われても、人間の目というものは己の見たいもの以外は映していても認識せんものなのだ。そして彼女はもうすでに二十代も半ば。わざわざ服の下やプライベートな時間を覗のぞきたいとは思わんだろう、普通。ならば俺おれの『眼』がうっかり見落としてしまったとしても、それはやむをえん」

「やむをえんって……。っていうか、人間の目はそうでもアンタ天使だろ。それに二十代半ばくらいって普通まだまだ…………いや、それはやっぱいい」

　賀茂は途中で言うのをあきらめた。筋金入りのロリコンであるアブデルに何を言っても無駄だろうし、「二十代半ばはまだまだいける」などと力説したって空むなしいだけだ。

　賀茂がアブデルとやりあっている横で、律りつ子こがセバスティエンヌに尋ねた。

「ところでさ、セバスティエンヌさんだっけ？　サラちゃんて王女様なのに、ずっと呼び捨てにしてたけどいいの？」

「あ、それは……。私はずっとサラ王女のお世話をしてきましたし、そもそも、サラ王女を魔ま法ほうの国ヘクセニアへお連れしたのは私でしたから……」

「へ？　お連れしたって、王女なんでしょ？　なのにヘクセニアで生まれたんじゃないの？」

「はい。我が国では可能な限り、人間界からの客人に王座に就いてもらうよう古くから憲けん法ぽうで決まっているんです。サラ王女も、もともとは人間界で地方の領主の末娘としてお生まれになりました……」

　セバスティエンヌはそう言うと、律子の好奇心溢あふれる眼まな差ざしに促されるようにして、サラと出会った過去を語り始めた。

「……サラ様のご兄弟は留学していたり、他所よその家に預けられたりしておりましたから、サラ様はいつもお一人で遊んでいました。けれどもその頃ころから素直でまっすぐな夢溢れるお方で、その愛らしさは近きん隣りんの地域にまで評判が聞こえるほどだったと言います。ですが、サラ様がちょうど六歳になられた時、サラ様のお家うちを悲ひ劇げきが襲おそいました……。

　……その日、サラ様はいつものように庭で遊んでいました。そして、空を見上げながら、お祖母ばあ様から教わったという、良い天気になるおまじないを口ずさんでいました。そこへ、ある男が通りかかりました。家へ訪ねてきた客人で、ホプキンズという名の修道士でした。彼はサラ様を見かけると、こう尋ねました。

『楽しそうだね。何を歌っているんだい？』

　サラ様は何も考えず、ただ無邪気に答えました。

『お天気のおまじない。これを唱えると、曇くもりの日でもお天気になるのよ』

　男はもう一つ尋ねました。

『それは誰だれに教わったんだい？』

『お祖母様から』

　とサラ様は答えました。

　その場はそれだけで終わり、何も起こりませんでした。サラ様も、そんなやり取りがあった事さえすっかり忘れていました。

　ところが、それから一週間後。突然お屋や敷しきに大勢の捕ほ吏りが雪崩なだれ込み、離れに住んでいたサラ様のお祖母様を引っ立てていきました。指揮をしていたのは、例のホプキンズという男でした。容疑は、『忌わしい霊れいの力を借りて天候を操る術を使った』というもの。老ろう齢れいだった彼女は激しい拷問に耐えられず、三日目に獄中で亡くなられました。家族は深い悲しみに襲おそわれましたが、それはまだ悲ひ劇げきの始まりに過ぎませんでした。

　一族から魔女が出たという事で、サラ様のお家うちは突如として周囲から胡う散さん臭くさい目で見られるようになり、それまで付き合いのあった人たちとの交流もすっかり途と絶だえてしまいました。突如として肩身の狭い暮らしを強いられるようになり、家の中は火が消えたように冷たく静まり返りました。

　ですが、そこへ再びあのホプキンズとその手下たちがやってきたのです。そして今度はご両親を引っ立てていきました。容疑はお祖母様の時と同じ。邪よこしまなる霊と契約して天候を操る術を教わったというものでした。ご両親は激しい拷問にかけられ自白を強要されましたが、何も言いませんでした。共犯者の名前を密告すれば許してやると持ちかけられましたが、罪もない人を陥れるような偽証は最後までしませんでした。そして、『このような拷問にも耐える事が出来るのは普通ではない。ここまで耐えられるという事こそが、悪あく魔まによって守られている証拠に他ほかならない』とされ、二週間後に公衆の面前で火刑に処されました。

　幼いサラ様は、強制的に最前列に並ばされ、自分の両親が焼かれるのを目もく撃げきさせられました。そしてその処刑の場に、あのホプキンズがまた現れたのです。そして、おお、何ということでしょう、そのホプキンズという下劣な男は、目の前でご両親の焼かれる姿を泣きながら見つめているサラ様に向かってこう言ったのです。

『お嬢じようちゃんのお陰で、悪い魔女たちが退治出来て良かったよ。ありがとう』

　サラ様は言葉の意味が分からず、ポカンとしていました。するとホプキンズは、ニヤニヤしながら続けてこう言いました。

『でも、あのおまじないを唱えていたという事は、君も同罪だ。魔ま女じよの仲間だよ。見逃してあげる事は出来ない。残念だねえ』

　幼くとも賢けん明めいだったサラ様は、その言葉で全すべてを理解しました。そもそもお祖母ばあ様が魔女として訴えられたのは、自分のせいだったのだと。そして、家族の一人が魔女として捕まった後は、他ほかの家族たちへも雪崩なだれ式に手が及ぶのだと。そして祖母、両親がともにいなくなった今、次の犠ぎ牲せい者は自分である事を。

　そしてサラ様は追っ手から逃れようと、その日のうちに家から抜け出し、幼い足で必死に森の中を歩きました。そして日が暮れると、近くに生えていた巨木の洞ほらへ入って眠る事にしました。心身ともに疲労の極地にあったサラ様は、すぐに深い眠りに落ちていきました。そしてその洞は、夢を忘れない心を持った者にだけ開かれる、我がヘクセニアの秘密の入り口でもありました。

　私が初めてサラ様と出会ったのはその場所です。人間界の子供が、すっかり怯おびえ衰弱しきって倒れているのを見て、私はとても驚おどろきました。慌ててサラ様を自分の家へ連れ帰り介抱すると同時に、占い師に頼んで何があったのかを教えてもらいました。

　そして私は、サラ様がご家族を失った事や、絶望と人間不信のどん底にいる事、そしてそれにもかかわらず、我がヘクセニアへ足を踏み入れる事が出来るほどたくましい心の持ち主である事などを知りました。また、サラ様を追ってあの異端審しん問もん官と手先がヘクセニアに足を踏み入れようとしている事も。そして私は、サラ様が目覚めて元気が回復するのを待って、女王のところへ面会に連れていったのです。一つはサラ様の保ほ護ごをお願いするため、そしてもう一つは、女王の後継者として推挙するために。女王はすでに高こう齢れいで、後継者探しのおふれは以前から出されていました。私は、サラ様のどん底でも夢見る心を失わないたくましくまっすぐな心こそ、次期女王にふさわしいと思ったのです。

　面会した女王は案の定すぐにサラ様を気に入り、王女の身分を与えられて、国をあげて保護するよう命じられました。そして私は、サラ様の教育係として、また、家族として、一切の生活の面めん倒どうを任せられる事になったのです。もう、今からおよそ五年前……こちらの世界の時間では五百年も以前の話です」

　セバスティエンヌはそう言って長い話を終えた。

「……ひどい話だな」

　聞き終えた賀か茂もは呟つぶやいた。正直、それ以外に感想が出てこない。

「ええ。ですがサラ王女はその後も性格がねじくれる事もなく健すこやかに成長され、世継ぎとして帝王学やヘクセニアの歴史といったものも意欲的に学んでいます。元が人間ですから魔ま力りよくが足りず、魔法の習得はあまり芳かんばしくありませんが、それは現女王も同じ事。今は魔法の国を自分の第二の故郷として、サラ王女なりに幸せに生きていると思います。背負っている過去への配はい慮りよは必要ですが、現在の彼女については過剰な同情は不要です」

　セバスティエンヌはやや厳きびしい調子で言った。

「自分の国を救うためとはいえ、全世界を総衆しゆう愚ぐ化するなどという暴挙は断じて許してはなりません。それは人間界に混乱をもたらすだけでなく、回り回ってヘクセニアにも害を及ぼす事になります。見つけ次第、問答無用であの契約書は破り捨ててください。情けは無用です」

　そう言って立ち上がる。

「長話をして時間を潰つぶしてしまいました。そろそろ、サラ王女を探しにいきたいと思います。一足お先に失礼致します」

　セバスティエンヌはスッと頭を下げると、くるりと背中を向ける。

「……あの子の手を悪事で汚させるような事は決してさせません」

　自分への決意のように呟つぶやいて、セバスティエンヌは足早に玄関から姿を消した。

「それじゃボクらも行くか。急がないと、海外まで逃げられたら困るしな」

　賀か茂もはそう言って立ち上がった。

「うむ。急ぐとするか」

　アブデルも一緒に立ち上がる。

　律りつ子こが賀茂に手を振った。

「よし。それじゃ私らはここでたまちゃんの護ご衛えいしてるわね」

「うん。じゃあたまちゃんの事は頼んだ」

　賀茂は律子たちにあとの事を任せて、アブデルとともに教会を出た。
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「よし。ではさっそく探すとするか」

　教会を出ると、さっそくアブデルが霊れい視しの『眼』を開く。天使の位階最上級の熾し天使だけあって、受肉した状態でも『見え』る範はん囲いや精密さは賀か茂もの比ではない。しかも一度ロックオンした相手なら、どこで何をしていようと確実に捉とらえる事が出来る。そして、魔ま女じよっ娘こであるサラは当然ながら一目見た瞬しゆん間かんからロックオン完了であった。

　ところが。

「ん？　どういう事だ……？」

　アブデルはそう呟つぶやくと、手の甲で目をこすった。

「どうした？」

　賀茂が尋ねる。

　アブデルは首を振りながら答えた。

「おかしい……。何かに阻まれて見えん……」

「見えんって……。どうして？」

「何かに邪魔されて、因果の連れん鎖さが途中で攪かく乱らんされている。せっかくロックオンしておいたのに、これでは辿たどれん」

　アブデルはそう言うと、チッと舌打ちした。

「攪乱？」

「うむ。お前にも分かりやすい例でいうと、まるでたまちゃんのプライベートな時間を霊れい視ししようとしても妖よう気きに遮られて何も見えんのとそっくりの感覚だ。彼女がそんな強い魔ま力りよくを備えているはずがないのだが……」

「たまちゃんを霊視しようとした時と同じ？　もしかしてたまちゃんの魔力が彼女に流れ込んでるせいで、って事は……」

「ううむ……。確かに俺おれたちが結界を張るまでの間ならたまちゃんの魔力は使える状態にあったわけだしな。逃げ出す時に、猫ねこ耳みみ娘を吹っ飛ばしたりするなどかなり派は手でな事をやっていたが、もしかするとあの力の源はたまちゃんだったのかもしれん」

　アブデルは考え込みながらうなずいた。

　賀か茂もが焦りを隠せない調子で言う。

「しかし困ったな……。アブデルの霊視があるからと思って楽観してたのに、これじゃ探す手がかりが……」

「嘆いても仕方ない。とにかく、彼女が飛び去った方角へ行ってみるぞ。あのスピードで飛べば、箒ほうきの先に使った柳の小枝や髪の毛の一本くらい落ちているだろう。魔力の供給が途と絶だえたあとの物が見つかれば、そいつを元に本体を辿たどる道も開けるかもしれん」

「それもそうだな。じゃあ、霊気を帯びた髪の毛とか柳の小枝とかを探しながら行くか」

　賀茂がアブデルの言葉にうなずくと、霊視の『眼』を開いた。

　そして二人はサラが飛び去った方角へ向かった。




　さて、一方のサラである。

　激しい勢いで飛び出してきたのはいいが、途中で何故なぜか急に力がなくなり、近くの雑木林に無様に墜つい落らくしていた。

「くっそ～。途中まですごく調子良かったのに……」

　引っかかった木の枝から地上に降りると、葉っぱを払い落としながらぶつくさと文句を垂れる。

　そして、さっきまでの感覚を確かめるように手の平を見た。

　契約書にたまの拇ぼ印いんを押させてから墜落するまでの間は、これまでにないほど魔力がみなぎっているのを感じた。いつも魔法の練習をする時に感じていた魔力の決定的な不足が、さっきは全然感じられなかった。やろうと思えば何だって出来そうな、そんな万能感が体中を満たしていた。

　あれがきっと、契約の力なのだ。たまの持っている、あの尋常じゃない魔力。あの力の片へん鱗りんが、自分の中に流れ込んできていたのに違いない。

　あの時の自分は、特にたまの力を借りようとしていたわけではなかった。なのにあれだけの力が勝手に流れ込んできた。恐らくあの程度の魔力は、たまからすればごく微量なもので、サラへと流れ込んだという自覚すらないのだろう。

　じゃあ、意識して使おうとしたらどれだけの力が出せるのだろうか。想像するだけで、興こう奮ふんに体が震ふるえた。

　しかし、その素す晴ばらしい力は空を飛んでいる途中でいきなりなくなった。何故なぜだ。たまが魔ま力りよくの供給を意図的に止めたのか？

　いや、それは違う。契約書にはちゃんと、『第八〇八条（常時の協力義務）　契約者（乙）の望む時にはいつでも、契約した悪魔（甲）は己の魔力の一パーセントまでを供与しなくてはならない』という極めて都合のいい条項を入れてある。だから、仮にたまが自分の意志で供給を止めたとしても、サラが望めばたまの魔力全体の一パーセントはこちらへ来るはずなのだ。一パーセントも供給されれば、絶対にさっきよりすごい力が得られるはず。なのに、さっきから全然そんな力は引き出せていない。

　とすれば、考えられる事は一つ。

　たまから自分への魔力の供給を遮断する何かがある。

　恐らくは結界だろう。あるいは何か、そういう封印のための呪じゆ具ぐのようなものがあるのか。

　ともあれ、供給が途と絶だえるまでの時間を考えれば、あの教会から遠く離れた所へ移動したとは考えにくい。

「戻らなくっちゃ」

　サラは元来た方角を振り向いた。

　戻ってたまの身柄を確保してこなくてはならない。人類総衆しゆう愚ぐ化計画を発動させ、ヘクセニアを消滅から救うためにも、たまからの魔力供給がなくてはどうしようもない。

　それにどっちみち、人類総衆愚化計画発動のための魔法円その他ほかはあそこの教会の礼拝所に準備してあるのだ。いずれはあそこに戻らなければならないわけである。

　もちろん誰だれかが待ち伏せている可能性はあるが、たまからの魔力が供給されれば、相手がセバスティエンヌだろうと誰だろうと負ける気はしない。これまでずっと、少ない魔力で最大限の力を得ようと努力してきたのだ。その経験で培った技術と集中力を、たまのあの魔力と合わせれば、この世で敵かなう奴やつなんかいないに決まってる。

　サラは息を弾ませながら、たまの教会目指してひたすら駆け戻っていった。




　セバスティエンヌは教会を出たあと、すぐにはサラを追わず、ちょっと人ひと気けのない高台へ上がっていた。

　ポケットから小さい壜びんを取り出す。そして中に入っていた軟なん膏こうを額ひたいと両手の甲、更に両くるぶしに塗りつけた。

　変身用の軟膏である。

　空を飛んで逃げたサラを追跡するには、やはり空を飛ぶのが一番正しい。しかしセバスティエンヌは箒ほうきを持ってきていない。

　とすると、残された手段は鳥などに変身する事である。変身出来るのは中身だけなので、服はたたんでその辺に隠す。

　セバスティエンヌは精神を集中すると、ふくろうのイメージを頭に描いた。軟なん膏こうが皮ひ膚ふに染み込んで全身を火ほ照てらせ、意識から現実感が失われていく。その特殊な意識変様の状態で、普ふ段だんは抑圧されている特別な精神の力が解放されてゆく。十分な魔ま力りよくを備えているセバスティエンヌは、軟膏を塗ってもただトリップするだけに終わらず、ちゃんとイメージしたとおりに変身する事が出来る。ほんの数秒で、セバスティエンヌは一羽のふくろうに姿を変えていた。

　ただし全身の質量は変えられないので、サイズだけはやたらと大きい。完全な変身をしようと思ったら、魔法の国ヘクセニアにある『質量バンク』に余分な質量は転送してしまうという手段があるのだが、今回は出先で自分が変身する事になるとは想定外だったので、必要な準備をしてきていない。

　セバスティエンヌの変身した大ふくろうは、羽を広げると夜空へ高く舞い上がっていった。地上から見ても怪しまれないくらい高く上がると、サラの飛び去った方角目指して全力で羽ばたく。

　ふくろうの網膜には暗くら闇やみで働く『杆かん体たい』が多く暗視力は人間のおよそ十倍あると言われる。その目を見開き注意深く周囲を見ながらセバスティエンヌはサラの姿を探して飛び続けた。

　が、しかし。

　かなり飛んだはずなのに、全然姿が見当たらない。ふくろうの視野はおよそ七十度程度と狭いが、見落とさないように首を回して様子を見ている。見落としはないという自信がある。恐らく、もうどこかに着地していると考えたほうが良さそうだ。

　とっくに着地しているとしたら、追い抜いてしまった恐れもある。少し戻ったほうがいいかもしれない。

　そう考えて、地表に目を凝こらしながらセバスティエンヌは旋回した。そして元来た方向へゆっくりと戻る。そして、より地上の様子が見やすいように少しだけ高度を下げた。日中であればこんな大きなふくろうが飛んでいるところを見られたら怪しまれて大おお騒さわぎだが、今は夜だ。そうそう見つかる恐れはあるまい。

　しばらく飛んだ時、ふと気になるシルエットが目に入った。

　特徴的な長くて豊かなツインテールの髪を揺らしながら走っている姿。

　サラだ！　間違いない。

　だが、しばらく見ていて妙な事に気がついた。

　走っている方向がおかしい。何故なぜかまっすぐに、元いた教会のほうへ向かっている。

　どういう事だ？　遠くへ逃げたと思わせておいて元の場所に隠れておこうというのか。それとも教会に何か必要な物を置いてきたのか。あるいは、結界によってたまの魔力の供給が受けられなくなった事に気づいたのか。

　とにかく戻らなくては。

　結界内に入られてしまっては、たまとサラを遮るものがなくなってしまう。たまのあの魔ま力りよくをサラが使ったとしたら、自分には止められるかどうか分からない。サラが教会に入る前に捕まえる。それしかない。

　出来れば今すぐ急降下して捕ほ獲かくしたいところだが、爪つめが首や胴に食い込んだら重傷を負わせてしまう恐れがある。サラに対してそんな危険な真似まねは出来ない。自分にとってサラは妹であり娘なのだ。

　急降下しての捕獲が却下となれば、残る手段は急いで戻って変身を解き、そこから全力で教会へ走るしかない。間に合うか？　サラの位置から教会までは、セバスティエンヌが変身した高台からの距離よりすでに近くなっている。

　だが、迷っている間にも、サラは教会へと近づいていく。考えている暇はない。間に合うかどうかではなく、間に合わせるのだ。

　セバスティエンヌは向きを変えると、服を置いてある高台へと急いだ。




「あ、アブデル……。ちょっと疲れた……。休きゆう憩けい……」

　サラの飛んでいったほうへと走っていた賀か茂もは、息を切らしながら立ち止まった。

　アブデルが振り向く。

「何だ？　もう疲れたのか？　だらしない奴やつめ」

「だって今日は家出た時からずっと『眼』を開いてばっかりで……。ちょっと頭痛くなってきた……」

　賀茂は顔をしかめると軽く後頭部を叩たたいた。かなり疲労が激しい。

　ずっと霊れい視しの『眼』を開きっぱなしで走っていたのだから、疲れるのも当然だ。それに加えて、学校からたまの教会までの道中もずっと開きっぱなしだった。

『眼』を開いた状態だと、目の前にあるものの過去、現在、未来の因果関係が重なるようにして『見え』てくるため、情報が過剰になって脳の処理が追いつかない。短時間ならともかくとして、『眼』を開きっぱなしで走る疲労度は、普通の状態で走る時の何倍にも感じるのである。

　アブデルはへばっている賀茂を見て首を振った。

「まぁ、いざと言う時に使い物にならないようでは困るから仕方ない。三十秒だけ待ってやる」

「たった三十秒……」

　そう言ったが、休憩出来るなら何秒だろうとありがたい。賀茂は民家の塀にもたれると、目を閉じて大きく息を吐き出した。

　その隣となりでアブデルは、賀茂の回復を待つ間もじっとサラの逃げた方角へ『眼』を凝こらす。空の景色の過去を辿たどって、因果の網の目のひずみを確認出来れば、そこを『因果の連れん鎖さを狂わす魔ま力りよくを持った何者か』が通った事だけは最低限確かめられ、そうすればサラがこの方角へ間違いなく飛んでいった事の確証が得られる。

　だが、そのアブデルの『眼』に妙なものが映った。

「何だ……？」

「どうした？」

　賀か茂もが尋ねる。

「……ふくろうだ」

「ふくろう？」

「うむ。だが大きい。大きすぎる。あんなサイズはありえん」

　言われて賀茂も『眼』を開いた。じっとしたままで霊れい視しするだけならかなり楽なものだ。

　アブデルの視線の先へ『眼』を向ける。ちょっと過去へ遡さかのぼってみると、黒い大きな影が飛んでいくのが見えた。

「ホントだ。何だろ……？」

「あれはセバスティエンヌだな。ふくろうに変身して追いかけているらしい。ちょっと待ってろ。彼女の因果の系列に乗り換えて探ってみる。もし彼女がサラを発見していれば、これ以上無駄に走らずともすむかもしれん」

　アブデルはそう言うと、少し黙だまってセバスティエンヌを『眼』で追った。

　賀茂も一緒に『見て』みようかと思ったが、考え直してやめた。それよりも疲労回復に当てたほうがいい。アブデルは受肉している状態では自分の霊れい力りよくを自分で使う事が出来ない。いざと言う時には、賀茂がアブデルの力を引き出して使わなければならないのだ。その時に、疲労しすぎて役に立たないという羽目になっては問題だ。

　賀茂は塀にもたれると、『眼』を閉じた。そのまま瞑めい想そうに入って、頭と体を静かに休める。

　しばらくしてだいぶ呼吸が落ち着いてきた頃ころ、アブデルが声を上げた。

「賀茂！　教会へ戻るぞ！　急げ！」

「へ？　どうした？」

「サラを見つけた！　教会へ向かっている！　中へ入られたら結界によってたまちゃんを遮断した意味がなくなる！」

　休憩のために瞑想していた賀茂は、とっさに意識が醒さめなくてちょっときょとんとする。

「え？　だけど結界の中なら衆愚化計画の魔法だって外へは影えい響きようしないだろ」

「アホかキサマはっ！　たまちゃんをあそこの外へ連れ去られたら終わりだろうがっ！　サラの張った結界と違って出入りは自由になっているのだぞ！」

「あっ！　そっ、そうか！」

　指摘されて初めて気づく賀茂。かなり間抜けな事を言ったと気づいてちょっと赤くなる。

「と、とにかく、急ごう！」

　そう言うと、恥ずかしさをごまかすように大急ぎで走り出した。アブデルもサラの霊れい視しを続けながら、賀か茂もの後ろに続いた。
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「う～……。ホンットに食べる物何もないのね」

　律りつ子こは冷蔵庫を開けて呟つぶやいた。

　もう時間は夜中の一時近くである。昼にサラに捕まってから何も食べていないため、大食いの律子としては気分的に餓が死し寸前だ。

「ご、ごめんなさい。だってずっとほったらかしでしたから……」

　たまが恐きよう縮しゆくしながらぺこりと頭を下げる。

「腹減ったなぁ……」

　律子はうめくように言うと、腹を押さえた。

　たまも律子の言葉にうなずく。

「考えたら晩御飯抜きですもんね……。私もちょっとお腹なか空すきました……」

「ちょっと何か買ってくるわ。この辺、コンビニあったっけ？」

「駅のほうへ行かないと、この近くにはないですね」

「ま、駅っつったって十五分かからない距離でしょ。ひとっ走り行ってくるわ」

「あっ。私も行く」

　真ま央おが立ち上がる。

「真央ちゃんも？　アンタまで来たらたまちゃん一人になっちゃうじゃん。一応護ご衛えい任されてるんだし……」

　律りつ子こはちょっと迷ったようにたまへ目を向けた。

　たまは笑顔で手を振った。

「あ、私は大丈夫です。それより律子さん、夜中に一人で出歩くのは危険ですから、二人のほうが……」

「あっそう？」

　律子はうなずくと真ま央おに言った。

「というわけだからついてきてもいいけど、ただし何も買ってやんないからね」

「え～？　何でー？」

　真央は口を尖とがらせる。

「何でってアンタは家で晩飯めしちゃんと食ったでしょ？」

「そりゃそうだけど……」

「じゃあもういいじゃない。夜中に食べると太るわよ」

　律子はそう言うと立ち上がった。

「たまちゃんも何か欲しい物あったら買ってくるけど、どうする？」

「あ、そうですね……。え～とそれじゃ、牛乳を一本買ってきてください」

「牛乳？　一リットルのパック？」

「はい」

　たまはうなずくと、財布から二百円取り出す。

「これ、お金です」

　律子は受け取ると玄関へ向かった。たまも見送りについていく。

「よし。んじゃ行ってくるわね。念のため、ちゃんと鍵かぎかけとくの忘れないように」

「分かりました」

　うなずいてから、たまは不意にあくびをした。時計を見るとすでに十二時を回っている。いつもなら、二時間前にはすでに寝ているところだ。眠くなるのも当然である。

　律子がたまの様子を見て言った。

「眠かったら無理して起きてないで、先に寝ててもいいわよ」

「え？　でもそうすると鍵はどうしたら……」

「あー、その事だったら大丈夫。ここの鍵のタイプなら、その気になったら四十秒で開けられるから」

「あ、そ、そうなんですか……」

　困ったように愛想笑いをしてごまかすたま。

「うん。一応チェーンは外しておいて。そんじゃ、行ってくるわね」

「いってらっしゃい。気をつけて」

　律子と真央を送り出すと、たまは言われたとおりしっかり鍵をかけた。

　それから奥の部屋へ戻ろうとして、ふと思い直す。

　正直言ってかなり眠い。喋しやべる相手がいればともかく、一人だと起きていられそうにない。台所兼食堂でうたた寝などしていては、風邪かぜを引いてしまうかもしれない。ただでさえ、すでに風邪気味なのだ。寝るのなら、きちんと布団で寝たほうがいい。

　そう考えて、二階の自分の部屋へ上がる。そして、床の真ん中にある血けつ痕こんを避さけてベッドに潜もぐり込んだ。あくまで律りつ子こたちが戻るまでの仮眠だから、服も着替えず電気も点つけたままにしておく。明るすぎて眠れないかもしれないと少しだけ思ったが、目を閉じた途と端たんに睡すい魔まが襲おそってきて、たまはあっという間に眠りに落ちた。

　しばらくして玄関の鍵かぎがギコギコと怪しい音を立てはじめたが、すやすやと寝息を立てているたまの耳には届かなかった。




「ふぅ……。あったかい……」

　コンビニから帰る道中。真ま央おは肉まんの入った袋にほお擦りしながら、幸せそうに白い吐息を漏らした。

「言っとくけど食べちゃダメよ。暖まるだけだからね」

　買い込んだ食しよく糧りようを詰めた袋をぶら下げながら、律りつ子こが厳きびしい声で注意する。

「分かってるって。大丈夫だよ。律ちゃんは心配性だね」
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　真ま央おはうっとりと袋に顔をつけたまま答えた。

「あったかぁ……。生き返るね……」

「ったく。そんなに寒かったらたまちゃんと一緒に待ってりゃ良かったのに」

　律りつ子こはため息をつくと、前方を向いた。

「とにかくさっさと帰るわよ。一応私ら護ご衛えいって事になってんだから、あんまりたまちゃん一人にしとくのはよくないからね」

　そう言って歩調を速める。

　しかし、少し歩いたところで真央の足音がついてきていない事に気づいた。立ち止まって振り返る。

「真央ちゃん何やってんの？　早く……」

　言いかけて律子は止まった。

　見ると、真央は律子が前を向いたのをいい事に、後ろでこっそり肉まんに嚙かじりついている。

「あ……！」

　見つかって硬直する真央。

　律子は思わず大声を出した。

「何やってんのよこの馬ば鹿か猫ねこはっ！」

　真央は焦りながら弁解する。

「だっ、大丈夫だよ、一口だけだからっ！」

「何がどう大丈夫なのよ！　吐け！　吐きやがれコンチクショウ！」

　真央の下か顎がく骨こつを砕けよとばかりに摑つかむ律子。所持金の関係で満足行く量の食料が買えなかった律子の脳は、現在の状況を飢き餓が状態下にあると認識していたりするのである。

「あが……っ！　は、吐いたってどうせ律ちゃん食べるわけじゃないし……」

「食べてやるわよ！　おら！　早く吐け！」

「むぐ……っ！」

　真央は必死で口を閉じた。その喉のどが、ごくんと上下する。

　それを見て律子は愕がく然ぜんとして目を見開いた。

「アンタ……今、まさか……！」

　顎を摑んでいた手が緩ゆるむ。

　真央はすかさずさっと身を退ひくとうなずいた。

「飲み込んじゃった」

「なっ！」

　律子の形相が変わる。

　真央は再び捕まる前に全速力で走り出した。

「待ちなさいっ！　この泥どろ棒ぼう猫っ！」

　律りつ子こもものすごい勢いで追いかける。

　そのまま二人は互いのトップスピードで追跡劇げきを演じ、行きは十五分かかった道のりを帰りはわずか二分ほどで走破した。

　わずかに早く帰りついた真ま央おがドアにすがりつく。すぐ後ろからは律子が追ってきている。鍵かぎがかかっているはずだと頭では思いながらも、真央は本能的にドアノブを回して全力で引っ張った。

　そして。

　何故なぜかドアは何の抵抗もなく、簡単に開いてしまった。勢い余って尻しり餅もちをつく真央。ちょっとポカンとして目の前のドアを見る。何故開いたんだろう？　出がけに、鍵をかける音をちゃんと聞いたはずなのに。理由は分からないが、本能的に警けい戒かい心に火が点ついた。

　真央が尻餅をついたままドアを見ていると、後ろから律子が追いついてきた。そして真央の後ろ首を摑つかんで摘つまみ上げる。

「ったく逃げ足だけは速いんだから……！」

　若干息を切らしながら吐き捨てるように言う律子。

　だが、真央の様子に気づいて手を放した。

「……どうかした？」

「ドアが……」

　真央は呟つぶやいて目の前のドアを指差す。

　律子はそこで初めてドアが開いている事に気づいた。

「どうしたの、このドア？　こんな開けっぱなしで」

「私が開けたの」

「真央ちゃんが？」

　いまいち事態が飲み込めない様子で聞き返す律子。

「鍵、かかってなかった……」

「え？」

「出かける時、ちゃんと鍵かける音したでしょ？　だけど今ドア引っ張ったら鍵かかってなかったの！」

　それを聞いて律子の顔色が変わった。

「鍵が開いてた？　まさか……」

　サラの事が脳裏に浮かんだ。どんな魔ま法ほうが使えるのかと聞いた時に、自分の鍵開けピツキング道具を誇らしげに語っていた事を思い出す。

「真央ちゃん！　急ぐわよ！」

　声をかけると同時に中へ飛び込む律子。もちろん賀か茂もや誰だれかが帰ってきてドアを開け、そのまま鍵をかけ忘れたという可能性もあるが、異変を感じたら常に最悪の事態を想定して行動するのが鉄則だ。

「真ま央おちゃんは上の階見てきて！」

　そう声をかけて自分はまず台所兼食堂に駆け込んだ。

　いない。

　隣となりの応接間を開ける。やはりいない。トイレや風ふ呂ろ場にもいない。

　一階にはもう部屋はない。とすると上か？　眠いと言っていたし、自室で寝ているのならいいが……。

　階段を上がりかけた時、真央が駆け下りてきた。

「上の階にはいないみたい」

　息を弾ませながらそう報告する。

「一階にもいなかったわ。連れ去られたのかしら？」

　律りつ子こは困った顔で腕を組んだ。

　真央がおろおろした表情になる。

「どうしよ……。ごん、怒るかな……」

「賀か茂もくんなんか怒ったって怖くないわよ。それよりあぶでる様の信頼が崩れるほうが問題だわ……」

　二人して下を見つめて黙だまり込む。

　その時、ふと真央の耳が何か物音を捉とらえた。

「律りつちゃん……！」

「何？」

「この壁かべの向こうって部屋あったっけ？」

　階段の壁を指差して尋ねる真央。

「え？　この向こうって確か……」

　律子はちょっと首を傾かしげてからハッとした。

「そうだ！　礼拝所！　忘れてた！」

　この壁の向こう側は、何年も以前に閉へい鎖さされた礼拝所のスペースになっている。最初にサラがいたのもそこだ。居住部とは完全に別なのでうっかりしていた。

　律子は階段を降りると、礼拝所へ通じるドアを開けた。

「たまちゃん！　いる？」

　声をかけながら中へ踏み込む。

「律子さん！」

　たまの声がした。見ると、手足を縛しばられた状態で祭さい壇だんの上に寝転がっている。そしてその隣には、妙な衣装に黒いローブを羽は織おったツインテールの少女。サラだ。

　サラは律子たちを睨にらむと、冷たい声で言った。

「何の用ですか？」

「たまちゃんを返しなさい」

　律りつ子こも負けずに睨にらみ返す。

　サラはぴくりとも表情を変えない。

「ダメです。今、たまさんからこの魔ま法ほう円えんへ直接魔力を注入してるところなので」

　そう言ってちらりと目を下にやる。

　律子もそれに促されるように視線を下ろした。見ると、床全体に赤黒い色で大きな円が描かれ、そこに図形や記号がびっしりと描かれていた。時折、脈動するようなリズムで燐りん光こうを放っている。

「な？　これってまさか、例の人類総衆しゆう愚ぐ化計画の……？」

「当たりです。全人類を対象にするので、さすがのたまさんの魔力でも必要量に達するまで時間がかかりますね」

「ちょっと待ちなさい！　世の中全員が真ま央おちゃん並みの知能レベルに落ちたら、世の中どうなると思ってんの！」

　律子がさりげなく真央に失礼な事を叫ぶ。

　そして振り返って真央に言った。

「真央ちゃん！　とっちめてやんなさい！」

「私がやっていいの？」

　真央はちょっと驚おどろいた顔をしてから、やる気満々でサラのほうを向いた。

「よ～し！　今日二回も不意打ちされたお返しっ！」

　そう言うと、一いつ瞬しゆんで間合いを詰める。

「な……っ！」

　予想外のスピードに、サラは呪じゆ文もんを唱える余裕もなく退たい避ひ。一瞬遅れて真央の爪つめが空を切った。ブォンとものすごい音が響ひびく。

　真央がサラを牽けん制せいしている間に律りつ子こはたまに駆け寄る。たまを抱えて退避するのは、力のない真央には無理だ。地味な役回りでつまらないが、自分がやらないといけない仕事である。

「律子さん！」

「たまちゃん！　今のうちに外に出るわよ！」

　そう言って担ぎ上げようとする。しかし、たまがそれを制した。

「触っちゃ駄目です！」

「何で？」

「今、ものすごい勢いで私の魔力が流れ出てて、私、自分の意志じゃ止められなくて……」

「え？」

「もし間違って触れたら、いくら律子さんでも死んじゃいます」

「マジで？　って事は私たち普通人には近寄れないって事？」

「はい。ですから……」

「うん。分かった」

　律りつ子こはうなずくと立ち上がった。

「先にあの魔ま女じよっ娘こぶっ飛ばして、術を止めるのが先って事ね。任せときなさい」

　手の骨をぽきぽき言わせながら、真ま央おの加勢をするべくサラのほうへ向かう。

「……いえ、そうじゃなくて賀か茂もさんたち探して呼んできてくださいって……」

　たまは律子の後ろ姿に向かって空むなしく呟つぶやいたが、当然律子には聞こえちゃいなかった。

　一方の真央とサラである。

　真央のスピードに堪こらえきれなくなったサラは、箒ほうきを摑つかむと宙を飛んで一気に部屋の端まで退たい避ひした。真央はその動きに一いつ瞬しゆん驚おどろいて止まったが、すぐ気を取り直すと、据え付けられている長机の上を走ってサラを追う。

　サラは距離をとって油断したのか、壁かべ際ぎわでじっとしている。

　捉とらえた！

　真央はそう確信して跳ちよう躍やくしようとした。

　だが、その瞬間。

　サラの目が光った。

「!?」

　何かヤバい！

　本能的に真央は脇わきへ飛びすさった。

　それとほとんど同時に、サラはおもちゃのようなスティックを一振り。

「豚ぶたになれっ！　シャランラぁっ！」

　サラのかけ声と同時にスティックから謎なぞの光線が発せられた。一瞬前まで真央の足元にあった机を直ちよく撃げきする。

　束つかの間、電光を放つ机。それに続いて、小さな爆ばく発はつ音とともに煙が上がった。そして……、真央の目に信じられない物が映った。机が、サラの言葉どおり豚になったのだ。

「なっ？」

　ぶひぶひと鳴いて走り出した豚を見て、真央は目を丸くする。

「何、今の……？」

　目の前の出来事が信じられなくて呆ぼう然ぜんとする真央。

　加勢に来た律子が興こう奮ふんした声を出す。

「うお！　すごい！　ちょっと今の、もう一回やって！」

「り、律ちゃんっ！　何はしゃいでるの……っ！」

　サラは再びスティックを振りかぶった。

「言われなくてもやります！　次は逃がしませんよっ！」

「やばっ！」

　真ま央おはくるりと向きを変えると、大慌てで逃げ出した。その無防備な背中に向けて、サラはスティックを振り下ろす。

「豚ぶたになれっ！」

「危ないっ！」

　律りつ子こは手近な椅い子すを摑つかむと、真央とサラの間にぶん投げた。サラのスティックから放たれた光は、椅子に当たって遮られる。そして、その椅子は先ほどの机同様、煙を立てて豚に姿を変えた。先ほどより一回り小さいが、やはり鼻をフゴフゴ言わせて走り出す。

「何やってんのよ真央ちゃん。背中がら空きだったわよー」

　駆け寄るとからかうような口調で言う律子。

「だ、だって……っ！」

　言い訳しようとする真央だが、そんな暇を与えずすぐにサラの追つい撃げきが来る。

「豚になれっ！　豚になれっ！　豚になれぇっっ！」

「わあぁぁぁっっ！」

　悲鳴をあげて逃げ惑う真央。

　一方律子はそこら辺の椅子や机をひょいひょいと放り投げて防御しては、豚に変わる様子を楽しむ。

　五分と経たたないうちに、礼拝所の中は大小の豚で一杯になった。鼻を鳴らしながらあちこちを走り回っていて、うっかりすると足を取られて転びかねない。

　真央が律子の許もとへ駆け寄りながら叫んだ。

「律ちゃん！　ここは一いつ旦たん逃げようよっ！」

「え～？　でもたまちゃん見捨てて退却ってのは人道的にどうかな～」

「だからって豚にされたらどうするの？　もう遮る物もなくなっちゃったんだよ！」

　真央は机も椅子もすでに全部なくなってしまった礼拝所を示しながら言った。

　しかし律子はまだ退たい避ひしたくなさそうだ。

「う～ん。でもさ。豚を使ってあの魔ま法ほうを防御したら一体どうなるのか見てみたくない？」

「そんな吞のん気きな事言ってる場合じゃないでしょっ。もういいっ。私一人でも逃げるからねっ！」

　真央はそう言うと一人さっさとドアへ走る。律子も仕方なくそれに続いた。豚に変える魔法もたっぷり見たし、一度外へ退避して作戦を練り直すのも選択肢としてアリである。

「逃がしませんよっ！」

　サラは箒ほうきに乗って追いかけると大きくステッキを振りかぶった。

「豚になれえっ！」

　当たったものを豚ぶたに変える謎なぞの怪光線が、真ま央おと律りつ子この背中に向けて放たれる。

　二人は間一髪で礼拝所を出るとドアを閉めた。しかし安心する間もなく、光線に当たったドアは豚に変わって走り出す。礼拝所内の豚たちも一斉になだれ出てきた。

　慌てて玄関へダッシュする律子と真央。

　だが、足元をちょこまか走る子豚に躓つまずいて、真央が激しく床に倒れ込んだ。

「わあぁっっ！」

「真央ちゃんっ！」

　玄関のドアを開きかけていた律子が気づいて振り返る。

　そこへサラが追つい撃げきをかけた。

「豚になれっっ！」

　ヤバい。手を伸ばしても届かない。真央のあの体勢からではかわせない。かといって、放り投げて防御するような物が手元にない。せっかく世界でも珍しい猫ねこの耳を生やした少女が、どこにでもいるただの豚になってしまうなんて……っ！

　律子がもう駄目だと思ったその時、開いた玄関のドアの隙すき間まから何かが飛んできた。そして倒れている真央の体に張りつく。その直後にサラから放たれた豚化光線が真央を襲おそった。

　真央の体が一いつ瞬しゆん電光を放つ。

　しかし。
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　すぐにその光は何事もなかったかのように消え去った。真ま央おの体にも異変はない。

「助かった……？」

　真央は不思議そうに呟つぶやいて、自分の体を確かめるように触った。そして、さっき投げつけられた物を摘つまみ上げる。乳白色の花に黒い根っこの草だ。これが光線を遮ってくれたのだろうか？　だが、それなら何故なぜこの草は豚ぶたになっていないのだろう？

　不思議に思いながら顔を上げると、サラは玄関のほうを睨にらんでいた。

「セバスティエンヌ……！」

　玄関を見ると、黒いコートに身を包んだセバスティエンヌが、髪をやや乱して立っていた。

　セバスティエンヌはサラから目を離さず、真央に投げたのと同じ草を律りつ子こにも手渡す。

「これを身に付けていてください」

「何これ？」

「かの英雄オデュッセウスが用いて魔ま女じよキルケーの魔法に打ち勝った、モーリュと呼ばれる秘密の薬草です。人を動物にしてしまう魔法を打ち消す作用があります」

　その様子を見てサラは悔しそうに舌打ちした。セバスティエンヌは中へ入ってくると、真央と律子を守るように立ちはだかった。そしてサラに向かって叱しかりつけるように言う。

「さあ、もうこんな馬ば鹿かげた真似まねはやめてください！　私だって手荒な真似はしたくありませんが、これ以上は黙だまっていませんよ！」

　サラは怯ひるまず睨にらみ返す。

「なあ～にが『これ以上は黙っていません』よっ！　やれるもんならやってみなさいっ！　さっきまでの私とは違うんだからっ！」

　そう言うとサラはセバスティエンヌを見据えてスティックを振った。

「吹き飛べっ！」

　ものすごい風が舞い起こり、セバスティエンヌに向かって吹き寄せた。

「くっ！」

　セバスティエンヌは顔に吹きつける暴風を両腕で遮りながら、素早く印を結ぶと唱えた。

「大気の神エンリルよ！　ヘクセニア＝バビロニア相互協力及び共同安全保障条約第六号第百八十条の十五に従いて、この違法なる風を鎮しずめよっ！」

　唱え終わると同時に、結んだ印の周辺の風がぴたりとやんだ。だが、やんだのはそこだけだ。他ほかの部分は相変わらず暴風が猛威を振るっている。しかも印によって防いでいた風も、すぐまた吹き荒れようとものすごいプレッシャーで押してくる。

「こっ、この力は……」

　セバスティエンヌの額ひたいに汗が滲にじんだ。予想していた以上だ。念のため、古いにしえの契約に基づいて太古の神の力を借りておいて大正解だった。自分自身の魔力だけで対抗していたら、簡単に吹き飛ばされていただろう。とはいえ、このままではどのみち押しきられるのは時間の問題だ。

　サラはセバスティエンヌの耐える様子を見て再びステッキを振り上げる。

「さすがセバスティエンヌ！　粘るわねっ！　でもこれで終わりよっ！」

　振りかぶったステッキに、セバスティエンヌが見た事もない量の魔ま力りよくが集中する。セバスティエンヌは無意識のうちに半歩後ろへ下がった。

「もう一発吹っ飛べぇっっ！」

　サラがステッキを振り下ろす。暴風の強さが一気に倍近くになった。堪こらえきれない。これ以上無理して踏ん張れば、体がどうかなってしまいそうだ。だが、ここで逃げれば後ろの真ま央おや律りつ子こも無事ではいられない。それは駄目だ。サラが人を傷つけるような事態は絶対に避さけなければならない。教育係として、家族として、サラの手を汚させるわけにはいかない。

　ギリギリの状態で必死に風を押さえようとするセバスティエンヌ。だが、その防御はじわじわと押されて削られていく。限界だ……。

　魔力の使いすぎで気が遠くなっていく。駄目だ。意識を失っては、風の防御が……。

　その時、セバスティエンヌは背後からものすごい霊れい気きを感じた。それと同時に声が響ひびく。

「熾し天使アブデルの名においてっ！　臨りん兵ぴよう闘とう者じや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜんっ！」

　賀か茂もとアブデルだった。

　サラとセバスティエンヌの間に、ものすごい強さの霊力で出来た巨大な格子が現れる。そして吹き荒れていた暴風は内在していたインペトゥスを格子によって奪い取られ、微かすかに残った余力でそよ風となる。

　サラの魔法を止めた賀茂が、自分で作った霊気の格子を『見て』呟つぶやく。

「……アブデルの力を込めて早はや九く字じを切るって初めて試したけど、とんでもないもんが出来るな……」

　強さ、サイズともに、個人の身辺防御用のレベルを遥はるかに超えている。高さもちょっとしたビル並みだし、横幅も何キロあるのか端が見えない。賀茂は我ながら呆あきれたように吐息を漏らした。

　それから我に返ってセバスティエンヌに声をかける。

「大丈夫でした？」

「ええ。助かりました……」

　青い顔でうなずくセバスティエンヌ。少しふらついている。賀茂は律子を呼んでセバスティエンヌを任せると、尋ねた。

「それで、たまちゃんは？　中にいるのか？」

　律子はぼりぼりと頭を搔かいた。

「あー、それがゴメン。現在サラちゃんに捕まって、例の人類総衆しゆう愚ぐ化の魔法のために魔力を搾しぼり取られ中」

「なっ？　もう始めてるのか？」

「うん。中の礼拝所で」

　賀か茂もは焦った。教会の建物を霊れい視ししてみたところ、出がけに張っておいた結界はきれいに解かれてしまっている。魔ま法ほうが発動したら、防いでくれるものはない。

　アブデルが急せかす。

「賀茂！　急ぐぞ！　見た目が子供で中身は大人というのはありだが、見た目がオバサンで中身はガキというのはおよそこの世で最悪な生き物の一つだ！　そんなものを地上に溢あふれさせてはならん！」

「とにかく礼拝所まで突っ込むぞ！」

　賀茂はそう言うと、早はや九く字じの格子を前面に押し立てるようにして中へ走った。

「そうはさせませんっ！」

　サラはそう叫ぶとスティックを振り上げた。

　構わず突っ込む賀茂。

「無駄だっ！　あの程度の力じゃこの早九字は破れない！」

　サラはぐっと賀茂を見据えた。確かに賀茂の使っているアブデルの霊力は、サラの想像を遥はるかに超えた異常なものだ。たまの魔力を全開にしても敵かなうかどうか怪しい。ましてや、たまから供給される魔力の大半を衆愚化計画のほうへつぎ込んでいる今の状態では、魔法合戦をやっても勝ち目はない。

　しかし、肉弾戦ならどうだ。あの霊気の格子はあくまで魔法の力の侵入を防ぐだけだ。肉体による物理攻こう撃げきは防げまい。

　サラは振りかざしたステッキにありったけの魔力を込めると唱えた。

「ぎゃーてーぎゃーてーはらそーぎゃてー！　アダルトタッチで、世界一の格かく闘とう家になあれーっっ！」

　そう言うと同時に、ステッキから光の粒が溢れ出した。そしてサラの体の周囲を包み込むように回る。

「なっ？　何だっ？」

　賀茂は警けい戒かいして足を止めると、術の発動を止めようと構えた。何か分からないが、怪しい動きは封じておくに限る。

「熾し天使アブデルの名において命ず……」

　だが、その背後からアブデルが抱え込むようにして賀茂の口を塞ふさいだ。

「待てっ！　待つのだ賀茂っ！」

「な？　どうしたアブデル？」

「今手を出してはいかん！　ここはじっと黙だまって見ているべき時だ！」

「何で？　下手に邪魔したら力が暴発するとか？」

「違う。そういう事ではない」

　アブデルはそう言ってサラを指差す。

「見ろ。分からんか？」

　賀か茂もは『眼』を凝こらしてサラを『見た』。強力なたまの魔ま力りよくを上手に制御して、体組織を作り変えていっている。更に、どこか別の空間から質量を転移させて自らの体に付加していっているようだ。こんな術は初めて見たが、これなら自分より大きなものに変身しても中身がスカスカになるような事はない。完かん璧ぺきな変身が可能だ。しかし、何故なぜ手を出してはいけないのだろう。質量を転移させている関係なのか？

「アブデル。『見た』けど分からない。何で手を出しちゃ駄目なんだ？」

　賀茂がそう聞くと、アブデルは苛いらつくように答えた。

「何故分からんのだ！　考えてみろ！　変身しようと思ったら、今着ている服はどうする？　脱ぐしかなかろう！　今まで着ていた衣装が散り散りになって消え去って全裸になり、しかしその赤裸々な裸体を覆おおい隠すように光の粒が囲む！　この、見えそうで見えないチラリズムこそが魔ま女じよっ娘こ最大の見せ場！　変身シーンにおける視聴者サービスこそ魔女っ娘のレゾン・デートルだ！　これを邪魔する奴やつは天が許しても俺おれが許さんっ！」

「あ、あのなぁ！　どういう状況か分かってんのか！」

「究極の倫理は一切の状況に影えい響きようされない定言的命法の形を取る！　魔女っ娘の変身シーンを邪魔してはならないというのは、あらゆる状況を超えて絶対的に適用されるべき普遍原則だっ！」

　賀茂とアブデルがそうやってやりあっている間に、サラは変身を完了させた。周囲を取り巻く光の粒が徐々に消え、その中から怪しいシルエットが浮かび上がる。

　その姿を見て、賀茂は度肝を抜かれた。

　顔は相変わらずサラのままだが、首から下がまるで違う。身長はおよそ二メートル半。体重は二百キロを優に超えていそうな巨体。そしてムチムチしたもち肌を顕あらわに露ろ出しゆつして、下半身にはまわしが締しめてある。

「すっ、相撲すもう取り……？」

　思わず言葉を失う賀茂。

　その横でアブデルは呆ぼう然ぜんとしたあと、頭を抱えて号ごう泣きゆうした。

「なっ、なんという姿にっ！　せっかく美少女が半裸を晒さらしているというのに、これでは台無しではないかっ！　サラ・シプトンとやら！　もっと自分を大切にせんかぁっっ！」

　サラは賀茂たちを見据えてにやりと笑った。

「相撲が最強なのではありません。相撲取りになれる人間が最強なのです」

　そう言って両手を地面につく。

「行きますよ」

　ぐっと賀茂を見据えると、すさまじい勢いで突とつ撃げきする。賀茂は避さける間もなく強烈な頭突きを喰くらって吹っ飛んだ。

「ぐ……っ」

　上体を起こそうとして、頭がぐわんと揺れた。目が回って立てない。意識が薄うすれる。三さん半はん規き管かんではなく、脳が揺れるというのを、賀か茂もは初めて経験した。鼻からどくどくと血が出た。血は外だけでなく喉のどのほうへも流れてきて、口の中に鉄分の不快な匂においが広がった。

　アブデルが駆け寄ってくる。

「大丈夫か？」

「あ、ああ……」

　何とかそう答えたが、血を止めようと鼻の頭を押さえた時、妙な感触がした。今はまだしびれていて実感がないが、どうやら骨が折れているようだ。

　サラはずしんと地じ響ひびきを鳴らしながら、ゆっくりと賀茂たちの前に立ちはだかった。

「魔ま力りよくの注入が完了して魔法が発動する予定時刻は午前一時半。あとわずか五分少々です。それまで誰だれ一人としてここは通しません」

「なっ？　あと五分……？」

　思わず賀茂たちの間に衝しよう撃げきが走る。

　賀茂はまだ脳が揺れているのを無理に堪こらえて立ち上がった。絶対に止めなくてはならない。世界中の人間が子供並みの知能に低下した結果どんな混乱が起こるかなんて今ひとつ実感はないが、たまの魔力を用いて悪行を働くのは断固として見逃すわけにはいかない。今でさえ過去の罪悪感を抱えて苦しむたまに、これ以上罪の意識を背負わせる真似まねはさせられない。

　賀茂はふらつきながらもサラを睨にらんだ。あの体はあくまでサラの魔法の産物だ。だったら、サラの支配力を上回る霊れい力りよくをもって命じれば、変身は解けるはず。とはいえ、肉体への支配力は本人の精神が一番強いものだし、今のサラはたまの魔力によって更に力を増している。アブデルの霊力がいくら強いとはいえ、力ずくで押すだけで割り込めるだろうか。いや、悩んでいても仕方ない。やるしかないのだ。

「熾し天使アブデルの名において命ず……」

　唱えかけたが駄目だ。精神が集中出来ない。鼻血のせいで頭に酸素が不足している上に、脳はまだ揺れている。無理に立ち上がった反動で、目の前が真っ白になった。

　その時、賀茂の隣となりに律りつ子こが立った。ぽんと賀茂の肩を叩たたいて後ろに下がらせる。

「肉弾戦なら任せなさい。怪け我が人は休んでて」

　そう言ってずいっと前に出る。

「またあなたですか。言っておきますが、手加減しませんよ」

　サラはそう言うと、再び床に両手をつく。

「喋しやべってる暇があったらかかってきなさい」

　律子も迎え撃うつように体を屈かがめた。

　両者の睨にらみ合いが交差して、一いつ瞬しゆん空気が凍りつく。

　そして次の瞬間。

　二人はすさまじい勢いで激突した。ぶつかり合った額ひたいが放つ衝しよう撃げき音が、室内の壁かべにこだまする。そして二人は動きを止めた。

「こっ、この体を真正面から受け止めるなんて……！」

　サラが驚おどろきを隠せない様子で呟つぶやく。

「いくら体がでかくても足の裏の接地面積なんて大差ないんだから、踏ん張れる力だって変わらないのよ」

　下した手てもろ差ざしでがっしりまわしを摑つかまえながら不敵に笑う律りつ子こ。一方サラは、制服の律子ではまわしを取る事も出来ない。

　しかしそこは世界最強の格かく闘とう家。一瞬揺さぶりをかけるとすかさず上うわ手てから律子の右腕を抱え込み、一気に小手投げに出た。

　体勢の揺らぐ律子。しかしただではやられない。右半はん身みを相手に密着させるようにして危うく堪こらえると、倒れ込む体の回転を利用して変則的な蟹かにバサミを仕掛けた。重い体重を支える足を狙ねらわれて倒れるサラ。すかさず律子はサラの足をロックし、体格差も無視して強引に元祖ＳＴＦを極きめる。サラは足首とアキレス腱けん、更に頭を締しめ上げられて苦く悶もんの表情を浮かべた。

　その様子を見ていたセバスティエンヌが、見計らっていたように奥の礼拝所入り口目指して走り出した。

「そのまま押さえていてください！　私が魔ま法ほうを止めてきます！」

「一人で出来るか？」

　アブデルが声をかける。もっとも、手伝おうにも賀か茂もはすぐに動ける状態ではないが。

　セバスティエンヌはアブデルに向かって小さくうなずいた。

「お気遣いは要りません。あの魔法の仕組みはサラ王女の置いていったノートで十分研究ずみです。任せてください！」

　そう言うと、律子とサラの脇わきを駆け抜ける。

「くぅっ！」

　手を伸ばして遮ろうとするサラ。

「大人おとなしくしなさい！」

　律子は頭をロックしていた腕を喉のどに回してチョークスリーパーに切り替えた。サラは伸ばした手を戻して律子の腕を引き離そうともがいた。

　セバスティエンヌが礼拝所の入り口まで到達する。

　サラは無我夢中で唱えた。

「ぎゃーてーぎゃーてーはらそーぎゃてー！　アダルトタッチで、大だい王おうイカになあれぇぇっっっ！」

　再び光の粒が現れて、サラと律りつ子こを包んだ。そしてその中から、巨大な大だい王おうイカに元のサラの顔をつけた珍妙な生物と、イカの足に絡め取られていつのまにか形勢を逆転された律子が現れる。

　大王イカのサラは触手を伸ばすとセバスティエンヌの足首に絡ませた。

「邪じや魔まはさせません！」

　そう言って引きずり寄せると他ほかの足も使って締しめ上げる。

　それを見ていたアブデルが、苦々しげに吐き捨てた。

「ええいっ！　なんという事だ！　確かに魔法少女の戦せん闘とうシーンにおいて触手は不可欠のアイテムだが、魔法少女が触手で責めてどうするというのだっ！　逆ではないか！　触手に責められてこその魔法少女だ！　さっきの力士への変身といい、あの娘、自分の存在というものをちっとも理解しておらんのか！」

　怒りに拳こぶしを震ふるわせながら、ギリギリと歯は軋ぎしりをする。

　サラは律子とセバスティエンヌを捕まえると、玄関側のアブデルたちに目を向けた。一人拘束するのに足二本必要として、十本足のイカなら全員捕まえておける。どんな行動に出るか分からない以上、魔法の発動までは捕まえておくほうが安全だ。

　サラはにゅるりとそのイカの足を伸ばした。

「む！　いかん！」

　アブデルは賀か茂もを担いで逃げようとしたが、担ぎ上げている間に足を取られてしまった。

「しまった！」

　舌打ちをするアブデル。担いだ賀茂ごと、一気に引き寄せられて拘束されてしまった。

　サラは真ま央おを見て余裕の笑いを浮かべた。

「残るはあなただけですね。魔法の発動まであと三分。それまでじっとしていてくださるなら、手出しは控えてもいいですけど」

　だが真央はこれまですでに三度も退却している。しかもこの教会は、真央にとっては自分のナワバリなのだ。これ以上、いいようにされるわけにはいかない。

　真央は負けず嫌いな調子で言い返した。

「なっ何よっ！　子供のくせに偉そうに余裕ぶって！　アンタなんかさきいかにして食べてやるからっ！」

　そう怒鳴ると、逃げるどころか全速力でサラに突とつ撃げきした。

「無駄な抵抗をっ！」

　サラは触手を動かして真央を捕らえようとする。

　だが、真央は持ち前の素早さで巧みにかわしながら、サラの胴体部まで接近した。

　そして、鉤かぎ爪つめを思いっきり伸ばした状態で顔面に向けて一撃。

　間一髪で直撃を避さけたサラだが、ツインテールに縛しばった髪が、真央の爪に刈られて飛び散った。

「やっ、やりましたね～っ！」

　大事な髪を傷つけられて真っ赤になるサラ。

「やったから何よっ！　次は顔面に一生モノの傷つけてやるからっ！」

　真ま央おは再び爪つめを伸ばすと襲おそいかかる。

　しかし今度はサラも慎重だ。無駄に触手を伸ばすのではなく、飛びかかってきた真央をじっと待ち構える。そして、真央の爪を触手で受けた。

「なっ？」

　爪が食い込んで抜けなくなる真央。その隙すきに、残りの触手を胴体に回して思いっきり締しめ上げた。傷つけられた髪の毛のお返しだ。

「いだだだだだだぁぁっっ！　折れるっ！　骨折れるって！」

　真央は大声を上げながらもがいた。

　最後の一人、捕ほ獲かく完了。

「……これで後は魔ま力りよくの注入がすむのを待つだけですね」

　サラはホッとため息を漏らすと、様子を見るべくずるずると礼拝所のほうへ這はっていった。　だが、途中でふと体に違和感を覚えて立ち止まる。何だろう。全身の動きが鈍い。変身の魔法が切れかけているのか？　いや、そんなはずはない。たまの魔力の援助を受けて行った変身だ。そう簡単に切れるはずがない。それに第一、変身が解ける時の、むずむずするような身体変様の感覚がない。

　じゃあ一体なんだ？　何故なぜ突然体がこんなに重く……？

　その時、背後で衣きぬ擦ずれの音がした。人の息遣いが聞こえる。誰だれだ？

　サラは鈍い動きで振り返った。

　玄関に、サラが見た事のない少女が立っていた。歳としはサラより上だろう。純白の衣に緋ひ色いろの袴はかま。きれいに切りそろえられた黒く豊かな髪は、少し風に乱れている。

　賀か茂もの家に居候している巫女みこ少女、勘解由かでの小こう路じみきである。家から駅に着いた時点で財布に三十円しかなかった彼女は、それでもあきらめずに線路沿いにひたすら歩いてきたのだった。

　みきは、ものすごい憎悪を込めた瞳ひとみでサラを睨にらんだ。

「あなたがお兄様を誑たぶらかそうとしていた売ばい女たですか……」

　まるで地の底から響ひびいてくるような、陰いん鬱うつで暗い情念を感じさせる声。端正な面持ちと乱れた髪があいまって、いっそうすごみを増している。サラは思わずぞっと背筋が粟あわ立だった。

「……姦かん策さくを弄ろうして閉じ込め、契りを交わさねば帰さぬと脅すとは、犬畜生にも劣る愚劣な振る舞い。およそ真っ当な人の所業ではあるまいと思ったら、やはり化け物でしたか……」

　イカの姿のサラを睨みつけながら、みきは手に握った藁わら人形をぐっと握り締しめた。その途と端たん、サラの体は締めつけられるような感覚とともに動きを奪われる。どうやらあの藁人形は、西洋にある呪のろいの蠟ろう人形と同類のようだ。模も倣ほう呪じゆ術じゆつと感染呪術を組み合わせた最も原始的で最も強力な呪いの一種。だが、この術を発動させるためには、呪う相手の体の一部が必要なはずだ。一体どこでそんなものを……？

　ちょっと不ふ審しんに思ってからサラはすぐにハッとした。ついさっき、真ま央おに髪の毛を刈り散らされたばかりではないか。玄関先の床にはいくらでもサラの髪の毛が落ちている。やられた。ここまで術中に陥ってしまっては、もう自力で逃れる手立てはない。

　みきは憎々しげにサラを罵ののしる。

「化け物の分際で私のお兄様を奪おうとは、身のほどを知らぬイカ女めが。簡単には殺さぬ。たっぷりと罪の深さをその身に刻んで、生まれてきた事を呪いながら死ぬがいい……！」

　人形を握る手に、いっそう力が入る。サラは全身が押し潰つぶされるような苦痛を感じた。

　その圧迫に耐えきれず、足の力が緩んだ。捕まえていた人間たちが解放される。

「みき！　よくやった！」

　自由になったアブデルが叫ぶ。

「お兄様！　ご無事で！」

　みきはアブデルの声を聞くと、パッと明るい顔になった。歳とし相応の無邪気な笑顔を浮かべると、いそいそとアブデルの許もとへ駆け寄る。

「ああ、お兄様。ご無事で良かった。一体どうしてこんな事態に？」

「悪いが急ぐ！　説明はあと回しだ！　もう少しの間、その藁わら人形をしっかり摑つかまえておけ！」

　アブデルはそう言って礼拝所へと駆け込んだ。続いてセバスティエンヌや律りつ子こ、そして血だらけの賀か茂もも続く。

　セバスティエンヌは中に入ると魔ま法ほう円えんの上に座り込み、即座に魔法の解除にかかった。魔法円は脈動するように怪しい燐りん光こうを点滅させている。蓄積された魔力の影えい響きようが電子の軌道を変えてしまうたびに、発光が起こっているのだ。はっきりいって常識の埒らち外がいの魔力である。解除に失敗して暴発したらとんでもない事態になりかねない。セバスティエンヌは額ひたいに緊きん張ちようの汗を浮かべながら解除作業を急いだ。

　一方アブデルや賀茂たちは、縛しばられているたまの事よりもまずサラの契約書を探す。契約書さえ破棄すれば、たまの魔力をサラが利用する事は出来なくなり、万が一セバスティエンヌの魔法解除が間に合わなくても魔法の完成を止められるはずだ。

　プライバシーなど無視して、鞄かばんの中身を広げて漁あさる。だが、それらしき物は見当たらない。時間はもうほとんど残っていないはずだ。時計を見ると、すでに一時二十九分を回っている。賀茂たちの顔に焦りが浮かんだ。

「むぅ。直接身に付けて持ってるのではないか？」

「でも身に付けるってどこに？　服の下とかだったら変身した時にどっか行っちゃうだろ」

「魔ま法ほうでサイズをちっちゃくするとか出来ないの？　それだったら耳の穴とかお尻しりの穴とかにも隠しておけるわよ」

「尻の穴って律りつ子こお前な……」

「何？　受刑者とか麻薬運び屋とかの間じゃお尻の穴は定番よ？」

「待て賀か茂も。魔法で小さくして身に付けているという可能性は考えられるだろう。調べてみる価値はある」

　アブデルは外でサラを見張っているみきに声をかけた。

「みき！　そのイカ少女の耳、鼻、口のどこかに小さな紙が隠されていないか調べろ！」

「分かりました」

　みきの返事が返ってくる。

　そして十秒ほどで、再びみきの声が聞こえた。

「お兄様！　ありました！」

　賀茂たちの顔がぱっと輝かがやく。

「あったか！　破り捨てろ！　急げ！」

　アブデルが指示しながら礼拝所を出る。賀茂たちもそれに続いた。

　みきが、切手サイズに縮ちぢめられた契約書を手にしていた。霊れい視ししてみると、確かにたまとの契約書に間違いない。

「破って良いのですね」

　みきは一言確認してから、小さな紙片を二つに引き裂いた。

「あぁあ[image: ～][image: ～][image: ～]っっ！　私の契約が[image: ～][image: ～][image: ～]っっっ！」

　サラが非難と落胆と絶望の入り混じった悲鳴を上げた。

　それと同時に変身が解けて普通の少女の体に戻る。巨大イカになるためにどこからか転送してきた質量は、帰る場所を失ってそのまま床にボタリと落ちた。

　賀茂は礼拝所のセバスティエンヌの様子を見た。

　セバスティエンヌは賀茂に気づくと、安心させるように微笑して小さくうなずいた。

「大丈夫です。魔力の供給は止まりました。それに、魔法の発動に必要な構文の一部を無効化出来ましたから、間違って発動する事はもうありません」

「そうですか。助かった……」

　賀茂がホッとして時計を見ると、予定時刻の午前一時半まであと三秒しか残っていなかった。
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　賀か茂もがたまの縄なわを解ほどいて一緒に戻ると、サラはひざを抱えてうずくまっていた。その前にはセバスティエンヌが厳きびしい表情で座っている。

　セバスティエンヌが口を開いた。

「サラ」

　サラは無言で答えない。

　セバスティエンヌはもう一度呼びかける。

「サラ」

　やはり無言。

「サラ・シプトン！」

　セバスティエンヌは厳しい声を出した。

　サラの体がびくっと揺れる。

「あなたは、自分が何をしたか分かっていますか」

「………」

「あなたは、自分が何をやろうとしていたか分かっていますか」

「………」

　無言のサラに、セバスティエンヌは静かだが甘えを許さない調子で言い聞かせた。

「いいですか、サラ。あなたは無断で不法出国して女王様と国民に多大な心配をかけ、こちらのたまさんと律りつ子こさんの二人を監かん禁きんし、たまさんには本人の望まない契約を無理やり結ばせて、更に縛しばり上げて魔ま力りよくを搾しぼり取り、たまさんを助けようとしたみなさんに暴力を振るい、怪け我がまでさせたのです。しかもその全すべての動機は、サラ、あなたの自分勝手な計画のためにです」

　サラは何も言わず、黙だまって唇を嚙かんだ。

「しかもサラ、いいですか？　あなたがやろうとしていた事は何かといえば、祖国ヘクセニアを救うという名目の下に、人間界の全ての人の知能を下げ、夢と現実の区別もつかない子供並みの精神年ねん齢れいの人ばかりにしてしまおうという、とんでもないものでした。もしそんな事が実現してしまっていたら、人間界が一体どんな混乱に陥るか考えた事がありますか？　子供というのはその可愛かわいらしさや帰らぬ日々への郷愁からとかく美化されがちですが、実際にはわがままで短たん慮りよで感情に流されやすい未熟な存在です。そんな人たちがたとえば、核のボタンを押したり軍を動かす立場にいたら、一体どうなるか考えた事がありますか？」

　サラは相変わらず唇を嚙んだまま、不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「サラ。サラ・シプトン。聞いていますか」

　黙だまりこくったままのサラに、セバスティエンヌが呼びかける。

　サラは膨れっ面つらのまま、じっとセバスティエンヌを睨にらんだ。

「……じゃあセバスティエンヌは、このままヘクセニアが滅びちゃってもいいって言うの？」

「………」

　セバスティエンヌは無言でサラの目を静かに見つめ返した。

　サラは何となく目を伏せる。そして目を逸そらしたまま呟つぶやいた。

「……私はただ、ヘクセニアを……国のみんなを………何とかしたくて……何とか助けたくて………」

　サラの目が涙で潤うるんだ。

「私は……前に異端審しん問もん官たちに追いかけられた時に、セバスティエンヌとかヘクセニアのみんなに助けてもらって……みんな優しくしてくれて、命がけで守ってくれて……それで私、いつかみんなにお返ししなきゃって………王女として国のみんなの生活に責任を持たなくちゃって……みんなを守らなきゃって…………私はただ……大切なヘクセニアになくなってほしくなくて…………」

　途中で言葉に詰まって、サラは膝ひざに顔をうずめた。

「私、王女にしてもらったのにいつまで経たっても魔法下手くそだし……、王女なんだから国のみんなに色々してあげなくちゃいけない立場のはずなのに、反対にいつも面めん倒どう見てもらってるばっかりだし……、私、ちゃんと王女らしい事しなくちゃって……みんなが王女にしてくれた期待に応こたえなくちゃって………。国の危機は王女の私が救わなくちゃって…………」

　小さな肩が嗚お咽えつに震ふるえた。

　セバスティエンヌはしばしの間その頭を優しく撫なでてやっていたが、サラが落ち着いたところで静かに口を開いた。

「気持ちはとてもよく分かります。それに、サラが私や国のみんなの事をそれだけ思ってくれているという事は、とても嬉うれしく思います。教育係としてだけでなく、あなたの家族として、また、友人として……」

　サラは顔をうずめたまま動かなかった。泣いた事が恥ずかしかったし、今のセバスティエンヌの言葉も照れくさかったし、だけど気持ちが分かると言いながら自分の邪じや魔まをした事に反発する気持ちもあったし、そして結局ヘクセニアのために何一つ出来ない自分が情けなかった。色んな気持ちがごちゃまぜになって、どんな顔をしたらいいのか分からなかった。

　セバスティエンヌはサラの頭を撫なでてから言葉を続けた。

「……ですが、たった一度で世界を理想の姿に変えてしまう魔法なんてものはないのです。ヘクセニアにも、他ほかのどの世界にも。結局私たちは、目の前に横たわる問題を一つ一つ時間をかけて解決していく以外にありません。解決しなければならない問題は気が遠くなるほどたくさんあり、一つの問題が片付いてもすぐまた新たな問題が発生してきます。けれども、途中であきらめず、投げ出さず、根気と忍耐を持って少しずつ良いほうへと進んでいくしかないんです。たとえ何十年、何百年かかろうとも。それが、現実の世の中というものです。サラも、いずれ女王となる身であるのなら、その事をしっかりと学んでください」

　サラはムッとしたように顔を上げた。言っている事は正しくても、やっぱり自分が咎とがめられたり諫いさめられるのは不愉快だった。
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「現実現実って、セバスティエンヌはいっつもそればっかり！　そんなの夢を失った現代人の言う事よ！　どうしてそんなつまらない大人みたいな説教ばっかりするの？　何でセバスティエンヌみたいな人が、ヘクセニアにいられるのよおっ！」

　半ば八つ当たりのように叫ぶと、再び顔を伏せる。

　セバスティエンヌは静かに微笑して答えた。

「現実を見る事と夢を見る事は矛盾しません。現実を見ながらでも、夢を持ち続ける事は可能です。私は、今祖国が立たされている危機に対しては、あくまで現実的に一つずつ問題を解決していくべきだと考えていますが、それでもまたいつの日か、我が国が大いに繁はん栄えいし、かつての栄光を取り戻す時が来る事を夢見ています。私が生きている間に可能かどうかは分かりませんが、それでもいつか再び我がヘクセニアが人間界と完全に重なり合うほどに領土を拡大し、そうして人間界とともに手を携えて幸せな日々を紡いでいける時を夢見ています。そして、夢を持ち続けている限り、私は魔ま法ほうの国ヘクセニアの民であり続けます」

「そんなのんびりした事を言ってられる状況じゃないじゃない！　ヘクセニアを見る事が出来る人間なんて、どんどん減ってくばっかりなのは知ってるでしょ？　目の前の問題に関わってる間にヘクセニアが消滅しちゃったら、そんなの意味ないじゃない！　私は王女として、国のみんなを守らなきゃいけない責任があるのよっ！」

「ええ。その通りですね」

　セバスティエンヌは微笑を崩さずうなずいた。

「サラ王女。我が国が何故なぜ、外から来た人間を王に戴いただくか考えた事がありますか？」

「え？」

　突然の問いにきょとんとするサラ。

　セバスティエンヌは優しい声で語る。

「知ってのとおり、我が国の国土は人間たちの持つ夢の大きさによって決まります。という事は、たとえたった一人でも夢を持ち続けている人間がいる限り、ヘクセニアが消滅してしまう事はないのです。そして我が国には女王がおられ、そしてサラ、あなたがいるではありませんか」

　セバスティエンヌはサラの肩に手を置くと、目を見つめてにっこりと笑った。

「サラがいてくれる限り、我が国は存在し続けられるのです。サラがいる事が、ヘクセニアの存続を保証してくれるのです。だからサラ。あなたは今でもちゃんと、我が国の立派な王女なのですよ」

「……………」

　サラはセバスティエンヌの言葉に赤くなって、無言で顔を伏せた。照れくさかった。何て答えたらいいのか分からなかった。ただ、セバスティエンヌの言葉はサラにはとても嬉うれしくて、嬉うれしいのに何故なぜか涙が出てきそうで、そして泣いている顔を見られるのは恥ずかしかった。

　セバスティエンヌはそっとサラを促した。

「分かったら帰りましょう。さあ」

「……うん」

　サラは小さな声で答えると立ち上がった。

　礼拝所へ行って荷物をまとめる。その間、セバスティエンヌはサラが仕掛けた魔ま法ほう円えんの最終処理を行って、完全に魔法が発動する可能性を消した。

　荷物をまとめたサラが出てきて呟つぶやく。

「帰ったら、怒られるかな……」

　セバスティエンヌはきっぱりと言う。

「もちろん、魔女としてそれ相応の罰は受けていただきます。けじめですから」

「やっぱり……」

「でも、大丈夫ですよ。この地で行った数々の悪さについては、内ない緒しよにしておいてあげますから」

　セバスティエンヌはそう言ってウィンクすると、賀か茂もたちに向かって頭を下げた。

「それでは皆さん、大変お騒さわがせいたしました。特にたまさんにはとんでもないご迷惑をおかけして……」

　たまは頭を下げられて慌てて首を振る。

「いっ、いいえこちらこそ。っていうかあの、色々ドキドキしましたけど、その、ちょっと、嬉しかったです……」

「嬉しかった……？」

「いえ、つまりその、私今まで自分の魔力なんて人に害を与えるだけで使い道ないって思ってたんですけど、サラさん、机を豚ぶたさんに変えたりとか、変身してみせたりとか、上手な人が使えば私の魔力みたいなのでも色んな事が出来るんだなーって思って、それで……」

　セバスティエンヌはそれを聞いて微笑した。

「そうですね。せっかく持って生まれた能力なんですから、自分でも好きになってあげられたらそれは幸せな事ですね」

　そう言って軽くたまの頭を撫なでると、今度は賀茂のほうを見る。

「お怪け我がをさせてしまって申し訳ありませんでした。国に戻り次第、どんな怪我でもすぐ治る特製の秘薬をお送りいたしますので。あと、慰い謝しや料のほうは……」

「え？　あ、慰謝料なんていいですよ別に……」

　賀茂は慌てて断った。あの場では賀茂だって自分が怪我する事は覚悟していたし、サラに多少の怪我を負わせても仕方ないつもりでいたのだ。負傷したのはあくまで自己責任である。慰謝料どころか、すぐに治る魔法の薬のようなものを送ってもらえるだけで十分得した気分である。

　セバスティエンヌは薬の送り先を賀か茂もからメモると、サラの持っていた箒ほうきに跨またがった。

　その後ろにサラがしがみつく。そして、賀茂たちのほうに向かって頭を下げた。

「皆さん、ご迷惑をおかけして本当に申し訳ありませんでした。またお会い致しましょう。今度は皆さんが我がヘクセニアを訪れてくださる事を期待しています。それでは、さようならアデイアーブル！」

　そう言って手を振る。

　そして、セバスティエンヌとサラを乗せた箒は夜よ更ふけの空へ舞い上がり、あっという間に見えなくなっていった。

　たまと賀茂は、そのあとをずっと黙だまって見送っていた。

　後ろで腹を空すかせた律りつ子こと真ま央おとアブデルが、サラの残した大王イカの足をどうやって食べようかとあれこれ奮ふん闘とうしていたが、雰囲気ぶち壊こわしなのであえて気づかない振りをした。
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　それから二日ほど経たった日。

　賀か茂もの家へ、小包が届いた。差出人の名前はサラ・シプトン。住所は書かれていなかった。

　中身は軟なん膏こうの入った壺つぼが一つと、手紙が一通。壺の中身の軟膏は、約束の薬だろうか。手紙はサラの書いたものだった。




「前略


　賀茂是これ雄お様。桂かつらたま様。その他ほかの皆様。先日はご迷惑をおかけいたしまして申し訳ありませんでした。

　賀茂様、お怪け我がの具合はどうですか？　大事には至っていないでしょうか。

　お約束した薬をお送りいたしますので、早期治ち療りように努めてください。




　あれから私のほうは、無断出国の罪や国外でのテロ行為企図など、十数件で訴えられました。裁判って初めて経験しましたけど大変ですね。鞭むち打うちや逆さ吊づりで自白を強要されちゃいました。吊られるのは平気ですけど、焼け火ひ箸ばしで抉えぐられるのはちょっと苦手です。

　昨日のうちに三件ほど審しん理りが終了して、火刑という事で判決が下りました。炙あぶられたりもしたけど、私は元気です。

　セバスティエンヌったら、私がちょっと容疑を否認するとすぐ拷問にかけるんですよ。生き真ま面じ目めなのはいいけど、もう少し気持ちに余裕を持たないと。あれじゃ当分は独身生活が続きそうです。

　私のした事は結局犯罪として裁かれていますが、民を救いたい一心からやった英雄的行為として、民衆の間では密ひそかに支持率が急上昇しています。最近、少し王女として自信がついてきました。

　まだまだ修行不足だけど、いつか立派な魔ま法ほうの国の王女として、再建を果たした我が国へ皆さんをお迎え出来ればいいな、と思っています。

　これから現在審しん理り中の件について拷問が始まりますので、短いですけどこれで。お体には重々お気をつけください。




かしこ」






「……………」

　読み終えて賀か茂もはどうリアクションしていいのか分からずしばし絶句した。

「っていうかこれがセバスティエンヌさんの言ってた『魔女としてそれ相応の裁き』なわけか？　容疑を否認したら即拷問って、魔女裁判じゃあるまいし……。まぁ、実際魔女を裁判にかけてるわけだから魔女裁判で合ってるけど。いや、間違ってるけど……」

　何だかわけが分からなくなって困ったように呟つぶやく。

　隣となりで読んでいたたまが頑張って好意的な解読を試みた。

「え、ええと、これはつまりお薬に同封してあった事を考えると、『こんな拷問や処刑にあってもすぐに治っちゃうような、ものすごい効き目の薬なんですよ』って事なんじゃないでしょうか……？　実際、サラさん拷問されててもすごく元気みたいですし……」

「元気なのかな。まあ、この妙に爽さわやかな振りをした文面を見る限り、夢と魔法の国の王女として、無理やりにでも爽やかなエピソードとして終わらせてやろうという気概だけは伝わってくるけど……。いいのかこれで……？」

　うららかな小春日和の中、賀茂とたまはいつまでも首を捻ひねり続けた。

　夢と魔法の国ヘクセニアは、今日も不思議の国ワンダーランドとして不可思議さ全開なのだった。


終　









あとがき




　どうも。佐さ藤とうケイです。

　今回のサブタイトルですが、元ネタはもちろん『国こく性せん爺や合かつ戦せん』です。知ってますよね、国性爺合戦。やはり近ちか松まつ門もん左ざ衛え門もんですが、五巻の時の『雪ゆき女おんな五ご枚まい羽は子ご板いた』と違ってこっちは国語便びん覧らんなんかにも絶対載っているくらい有名です。

　で、どうして『魔女爺合戦』で『へくせんやかっせん』になるのかというと、ドイツ語で魔女の事をHexeと言いまして、他ほかの語と一緒になる時にはHexen-となるのです。有名な魔ま女じよ狩りのバイブル『魔女への鉄てつ槌つい』もHexenhammerヘクセンハンマーと言います（ラテン語版だとMalleus Maleficarum）。で、ヘクセン爺合戦と書いても多分ヘクセンなんて何の事か分かる人は大学で第二外国語にドイツ語を選択した人くらいであろうかと思ったので、「魔女」と漢字で表記してヘクセンとルビを振ったという次第でございます。……しかし、サブタイトルもだんだんと苦しくなってまいりましたねぇ。いちいち解説付けないと分かってもらえないようなサブタイトルがじわじわと増えていきそうな予感です。二巻で畜生道五十三次なんて付けた時はほんの軽い気持ちだったのですが。今後一体いつまで続けられるのかと、私もかなりドキドキしています。とか言ってて、サブタイトルのネタがなくなる前にシリーズ打ち切りになったりして（笑）。って笑い事じゃないって自分……。







　それはともかく、また例によってどうでも良い話を思いつくままに書いてページを埋めます。

　まず、ディスクタンブラー錠じようはレーキングピックであっという間に開く話。これは本当です。最近増えてきた鍵開けピツキング泥どろ棒ぼうは、特に開け易やすいディスクタンブラー錠を好みます。家の鍵がこのタイプの人は、早めにもう一つ防犯用の鍵を新設したほうが防犯上安全かと思われます。ちなみにレーキングピックで開ける場合は「ピッキング」じゃなくて「レーキング」と言ったりする場合もあります。




　次に聖書の中に「魔女は生かしておいてはならない」と書いてあるという話。

　これは『出エジプト記』第二十二章十七節にある「呪じゆ術じゆつを使う女を生かしておくべからず」ですね。カトリックもプロテスタントもこの記述を根拠の一つにして魔女狩りにいそしんでいたわけです。ラテン語の定訳であったウルガタ訳聖書だと「maleficos non patieris vivere」というふうに、「呪術を使う女を」に当たる単語はmaleficosと男性複数形の目的格になってますが（原形はmaleficus、字義通りには悪行をなす者という意味ですが、特に悪意を持ったまじない師を指して使われたそうです）、元のヘブライ語はm'khashephahメカーシエフアー（'は半母音）で、妖よう術じゆつを使う者という意味の女性単数形です。ですから日本語訳聖書で見かける「呪術を使う女」という訳は間違いではありませんので念のため。ついでながら『魔ま女じよへの鉄てつ槌つい』のラテン語題Malleus Maleficarumでは、女性形の複数属格になってますね。

　ちなみに「神に背きサタンに従った異端者」という意味での「魔女」という概念は、マニ教的善悪二元論の影えい響きようからサタンの地位が神に対置されるほどにまで上昇した十一、十二世紀以降でなければ存在しえないので、旧約時代の出エジプト記のこの記述は後の魔女狩りを正当化しうるものとして読むべきではないそうです。そこら辺の関係もあってか、一六一一年のジェームズ欽きん定てい訳では「Thou shalt not suffer a witch to live.」となっていたのが、最近の英訳では「You shall not suffer a sorceress to live.」となっているみたいです（witch witchcraftというのは魔女迫害時代「キリスト教的異端としての魔女」の意味に限定して使われた歴史があります）。

　それから、魔女狩り研究における基本図書の一つともなっている割と権威ある某書が聖書のこの一節に触れて、「一五八四年にレジナルド・スコットReginald Scottが指摘しているように、kaskaghは、ここでは『poisoner（毒殺者）』の意味であり、キリスト教の概念における魔女とは全く何の関係もない」というような事を書いているのですが、レジナルド・スコットの本が入手出来ず、どうしてpoisonerなのかその理由が分からなかったのでネタには使えませんでした。それと、kaskaghなんてアルファベット表記になるような単語は聖書の当該箇所にはないんですけど？　先述の通り、『魔女』に対応する単語はm'khashephahメカーシエフアーですし。この単語は出エジプト記二十二章十七節以外にも、合計十二回出てくるというのですが、私の持ってる小さなヘブライ語辞典にもこのkaskaghという単語は載ってません……。もしかしてskはshの誤植でしょうか？　ヘブライ語の「魔法をかけるキシエーフ」という動詞はアルファベットにするとkishegh, khishephなどと書けまして、skが本当はshなら子音部分が一致するので、この関係の言葉なのかな～と思ったりしてるんですが。どうなんでしょう？

　ついでながらこのレジナルド・スコットという人の『Discovery of Witchcraft（「妖よう術じゆつの開示」と訳される事が多いようです）』という本は、魔女裁判における様々なトリック（刺しても血が出ないように刃が引っ込むナイフとか）を解説した本で、手品の歴史を紐ひも解とくと必ず出てくる世界一古い奇術の解説書でもあったりします。魔女裁判のインチキを暴いた本なので、ジェームズ一世（悪魔学にハマって魔女狩りにも精を出してました）の機嫌を損ねて焚ふん書しよ処分にされちゃったんですけど、二十世紀になってから復刻版が出ています。私は長い間、この人は手品師か何かだと信じ込んでいました。




　続いて魔女と悪魔の契約についてです。

　この契約は単に契約書を交わすだけではなく、悪魔から洗礼を受けたりとか悪魔の臀でん部ぶに忠誠のキスをしたりというような儀ぎ式しきが続くのですが、「悪魔の臀部にキス」というのは何だか十八禁な方向へ突き進んでしまいそうな予感がひしひしとしてしまって、結局契約書を交わすのみという簡略化されたものにしてしまった意気地なしな私でした。やはり一応お手紙を下さる読者様の中には小学生の女の子とかもいらっしゃったりしますし、私としましてもこのシリーズはお子様にも安心して読んでいただける『健全さ』が売りであると自負しておりますので（断言）。…………何？　何か文句ある？




　それから「相撲取り最強説」について。

　世間では誤解している人が多いようですが、力士の体というのは実はほとんど筋肉の塊なのです。確かに体脂肪率だけで見れば平均して二〇パーセント超ですから肥満体のようですが、脂肪を除いた除脂肪体重を見ても平均ざっと一〇六キロ。これほどの除脂肪体重を持ったスポーツ選手はほとんどいません。あのＫ─１のヘビー級ファイター、ピーター・アーツでさえ、脂肪を含めた全体重でやっと一〇六キロである事を考えたら、相撲レスラーたちの超人ぶりがよく分かると思います。

　で、相撲が最強なのではなくて相撲取りが最強なのだというのは要するに、そんな体になれるような人間こそがやはり人類最強であろうかと、つまりはそういう話でして。虎とらは生まれた時から虎なんですよ。結局ね、いくら我々一般人が鍛きたえたところで、限界ってもんがあるんです。身長にしろ骨格にしろね。……と、最近運動不足でどんどん貧弱になっていく自分を擁よう護ごしてみたり。




　あと、大王イカを食べる話ですが、あれは塩化アンモニウムを大量に含んだ体をしているため、アンモニア臭くて人間の口にはとても合わないそうです。大王イカに限らず深海に住むイカたちは、塩化アンモニウムの含有量を体内で調節する事で比重を変え、自在に浮遊するのだとか。ちなみに人間には食えた代物ではない大王イカですが、マッコウクジラにはガツガツ食われてるみたいですね。




　と、まあ今回はそんなところで。

　あ、そうそう。今回の文庫の折り込みポスターの裏面ですが。実際に着せ替えをして遊びたければ、使用用にもう一冊買ってくださいね。まあ、このシリーズのメインの読者様たちは、常に使用用と保存用と観賞用の三冊は最低限買っているでしょうから、わざわざこんな事を断る必要はないかもしれませんが。……っていうか使用用って何に使用するんだ……？

　……とにかく、また次の本でお会いできたら幸いです。


佐さ藤とうケイ
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佐さ藤とうケイ

11月11日生まれの蠍座。大学院の修士課程に在籍するかたわら小説を書き、初めての応募で第７回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞を果たす。趣味はケーキ作り、手品、絵を描くこと。好きな言葉は「水は万物を利して而も争わず」。卒業のメドは立ってません。
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イラスト／さがのあおい

４月28日生まれのおうし座。北海道出身。漫画家兼イラストレーター。趣味はゲームで遊んだり散歩をしたりすること。女の子らしく料理をはじめてみようと思う今日この頃……。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「佐藤ケイ先生」係

「さがのあおい先生」係










天てん国ごくに涙なみだはいらない⑦




魔へく女せん爺や合かっ戦せん








佐さ藤とうケイ
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